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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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欲望のベクトル







　　　　１







　初めて彼に会ったのは、まだ和かず希きが十歳にもなっていないときだった。


　両親の知り合いで、大きな会社の代表だという人の家へ家族で遊びに行ったとき、とても優やさしくしてくれた「お兄さん」だった。


　本当は遊びに行ったわけではなく、父親にとってはもっと深刻な事態だったのだが、子供だった和希が知るはずもなく、大きなお屋や敷しきと広い庭に、ひたすらはしゃいでいたものだった。


　大人同士の話し合いから和希を遠ざけるために、和希はその人と一いつ緒しよに庭や家の中を見て回り、一緒にお茶を飲んだりお菓か子しを食べたりして、飼っていた大きな犬と遊んだ。


　当時、二は十た歳ちを過ぎた大学生だった彼にとっては、子供のお守もりなどは退たい屈くつだったに違ちがいないのに、そんな様子はおくびにも出さず、つまらなかっただろう和希の話を、嫌いやがりもせずにずっと聞いてくれていた。


　小春日び和よりの暖かな日で、庭の東あずま屋やで座って話しているうちに眠ねむ気けが差してしまい、気づいた彼は半分寝ねぼけ眼まなこの和希を抱だき上げて家まで連れて行ってもくれた。


　父親にすら抱っこされたことがなかった和希は、そのときとても驚おどろき、同時に嬉うれしくなったことをはっきりと覚えている。


　和希の父親は、妻や子供にまったく関心がない人だった。結けつ婚こんは彼女の家名に魅み力りよくを感じてのことであり、人間には愛情も執しゆう着ちやくもなかった。まして結婚後に彼女の実家がなくなってからは、それに拍はく車しやが掛かかったようだった。彼が愛していたのは自分と、自分の趣しゆ味みだけだったから、和希が記き憶おくしている限り、父親から抱きしめられたり撫なでられたりといったスキンシップは皆かい無むだったし、母親もそれを否定しなかった。もっとも暴力を振ふるうわけでもなかったので、その点だけは良かったとも言えた。


　とにかく実父の徹てつ底ていした無関心の下もとで育った和希は、大学生とはいえ大人の男性が自分に優しくしてくれたことに、かなり舞まい上がってしまっていた。


　大きな手で頭を撫でられながらもらった優しい笑え顔がおと言葉は、今でも鮮せん明めいに思い出すことができる。


「いい子だね」


　母親以外の大人に、初めてそう言われた。


　和希を見ると、大たい抵ていの大人はもっと別の言葉を口にした。「可愛かわいい」だとか「お母さんにそっくり」だとか「お人形さんみたい」だとか……。とにかく容姿のことばかりを褒ほめられがちで、しかも前提には母親の可か憐れんな美しさがあった。つまりは器うつわにしか興味を持っていないことが、子供心にもわかってしまっていた。


　だから、いい子だと言われて、嬉しくて仕方なかった。


「またおいで」


　話が終わり、帰ろうと言って両親が呼びに来たとき、和希は半べそをかいてしまい、隠かくれるようにして彼の服をぎゅっと摑つかんでいた。


　すると頭を撫でながら、彼はそう言ってくれたのだ。


　要するにそうでも言わないとおとなしく帰らないだろうと思ったに違いないのだが、当時の和希にわかるはずもなく、またすぐに会えるものだと期待に胸を膨ふくらませていた。


　実際には、それからしばらくの間、彼と会うことはなかった。











　窓の外で車の音がして、自室で眠ろうとしていた和希は、閉じていた目を開けて意識を窓の向こうへと投げかけた。


　父親が帰ってきたらしい。彼はほとんど家に帰ってこない人間だったから、これはとても珍めずらしいことだった。


（おやすみなさい、くらい言おうかな……）


　滅めつ多たに会わないのだから、顔を見て挨あい拶さつくらいはしたほうがいいかと身体からだを起こしたものの、なかなか次の行動へは移れなかった。


　特に会いたいわけじゃない。それは向こうにしても同じことだろうから、やはり気づかなかったふりをして眠ってしまおうと思った。


　だがそうしなかったのは、家の中の空気に違い和わ感かんを覚えたからだ。何がどう変なのか言葉にすることは出来なかったが、とにかくいつもとは違うと思ってベッドから抜ぬけだし、そっとドアを開けた。


　廊ろう下かから伸のびる螺ら旋せん階段の下は広いリビングだ。そこに両親が向かい合って座っていた。


「もう、どうにもならない……」


　振り絞しぼるような声で父親は言った。


　深刻な口調なのに、どこか投げやりですらあり、正面にいる母親──佐さ和わ子この顔を嘲ちよう笑しようすら浮うかべて見つめている。


　両親の仲が冷え切っていることは子供の和希にもわかっていた。父親が家に帰ってこないのも当然だと思うくらいに、父親は家庭に興味がなく、母親もまたそんな父親に何かを期待することをやめてしまっていた。


　一度だけ、どうして結婚したのかと聞いたことがある。そのとき母親は穏おだやかな笑みを浮かべて、「お祖じ父いちゃんが決めたの」と言った。


　その祖父は数年前に亡なくなっていた。もともと肉親が少なかった母親には、もう戻もどるべき実家もなく、頼たよる親類もいなかった。


「破産手続きの準備をすることにした。この家と私のマンションは抵てい当とう権がついているし、私の預金もほとんどがそうなんだ」


「そう……ですか」


　母親は取り乱すということもなく落ち着いていた。会社が危ないことをすでに知っていたのかもしれないが、もともと彼女は静かな人だった。


　それが気に入らないのか、父親は深く溜ため息をついてから、センターテーブルの上に一枚の紙切れを置いた。


「私は自分のことで手いっぱいだし、もう一緒にいる理由もないだろう。別れても、君と和希の名義で預金があるから当面は問題ないはずだ。慰い謝しや料りようと養育費は難しいが……」


「結構です」


　いつもと変わらない、柔やわらかな声だった。


　父親の会社が潰つぶれたということは小さくはない衝しよう撃げきだったけれども、両親が離り婚こんすることに関しては、ああそうか、と思っただけだった。


　和希はそっと踵きびすを返し、自分の部屋へと戻った。


　ベッドに腰こしかけ、ぐるりと部屋の中を見回した。


　もうこの家に住めないことは、言葉の意味を理解しなくともわかっていた。どこに住むのだろうとか、学校はどうなるんだろうとか、少しだけ考えてはみたけれども、和希には答えすら見えてこなかった。


　ただ一つわかっていたのは、自分の姓せいが変わるのだということだった。











　名ばかりの旧家の令れい嬢じようだった母親にとって、結婚は契けい約やくのようなものだったようだ。


　一人ひとり娘むすめを残していくことを案じた祖父は、不自由なく暮らしていけるだろう結婚相手を見み繕つくろい、和希の父親となった男に目を付けた。一方の父親は製薬会社の二代目で、母親の家名に魅力を感じたらしい。


　だがとんだ見込み違ちがいだった。父親は才覚に欠ける人で、継ついだ会社を破は綻たんさせるに至ったのだから。何より祖父がすべきだったことは、彼女が一人でも生きていけるように育てることだったのだ。


　美しい彼女の手は、荒あれなど少しもなく、爪つめの先までいつも綺き麗れいだ。特に金かね遣づかいが荒あらいわけではなかったが、髪かみにも肌はだにも手入れを怠おこたらず、そのための金は惜おしんだことがない。もっとも無む闇やみに買い物をしないというだけで、必要なものに対してその値段を気にするという習慣はなかった。


　今までのようにいかないことは、和希にだってわかっていた。ならば和希の自じ慢まんだった母親の美しさも、今のようには保てなくなるのだろうか。


「お母さん……」


「何？　和希」


「いつまでここにいていいの？」


　とっくにもう父親は出て行っていた。もっとも最初からいないようなものだったから、その実感はなかった。


「そうね……住むところを探さなきゃ」


　言いながらも、どうしていいのかわからない、という雰ふん囲い気きがひしひしと伝わってきた。家事はもちろん、働いたことも、財さい布ふすら持ったことがない彼女には、不動産の契約などというものは想像も出来ないことだったのだ。


　今は通いのお手伝いさんに来てもらって、生活が成り立っている状態だ。何人かは解かい雇こし、最も長く勤めた一人だけが、身の回りのことをすべてやってくれていて、母親の個人資産から支し払はらいをしている。


「明日にでも一いつ緒しよに行ってもらって、お家うちを探してくるわね」


「うん」


　頷うなずきながらも、不安でたまらなかった。和希はほんの子供ではあったが、自分の母親がいかに頼りなげであるかを本能的にわかっていたのだ。


　電話が鳴って、意識は自然とそちらに向かった。母親は液えき晶しよう画面を見て少し怪け訝げんそうな顔をしながら受話器を取った。


　短いやりとりの後で電話は終わり、彼女は和希を見て言った。


「今からお客様が見えるわ」


「じゃあ、お部屋に行ってるね」


「お客様にご挨拶してからになさい」


「わかった」


　立ち上がりかけた和希は再びソファに浅く座り、テレビを見つめた。夕食の片づけをしてお手伝いさんはもう帰ってしまったから、お茶は和希か母親が淹いれなくてはいけない。実際のところ、母親よりも和希のほうがまだマシというくらいに、本当に彼女は何一つ出来ない人だった。


　やがてインターホンが鳴り、母親は受話器を取って応対した。


　そうして迎むかえに出た彼女が連れて戻ってきた人を見たとき、和希は目を大きく見開いて、硬こう直ちよくしてしまったのだった。


「こんばんは。覚えてるかな？」


「あ……はい」


　ぎくしゃくと頷きながら、視線は彼から離はなれなかった。お客さんが来たら行ぎよう儀ぎ良く挨拶しようと思っていたのに、声が詰つまって出てこない。


　忘れるはずがなかった。彼──長は谷せ部べ達たつ郎ろうは、和希の中で最も印象深い相手なのだから。


　だが今日は以前と違い、スーツ姿だった。もう大学生ではなくなった彼は、目を瞠みはるほどの落ち着きを身に付けていた。


「和希。ちゃんと長谷部さんにご挨拶なさい」


「あ、あのっ……こ、こんばんは……」


「お茶を淹れてきてくれる？」


「……うん」


　ためらいながらも頷いて、和希は後ろ髪を引かれる思いでリビングルームを出て行った。ほんのわずかな時間だというのに、せっかく会えた彼──長谷部と離れるのが嫌いやだった。


　ダイニングルームを通ってキッチンに入り、ティーカップとポットを出して、紅茶の葉を探した。何がどこにあるのか和希にはよくわからなかったけれども、母親よりはまだマシだ。お手伝いさんの仕事を眺ながめながら、彼女と話すことがよくあったからだ。


　紅茶を好む母親のために、葉の種類は二十近くもあって、和希にはどれがいいのかまったくわからなかった。一つずつ匂においを確かめ、特に理由もなくダージリンの葉を選び出すと、ポットに葉を入れた。


　ケトルに水を入れてコンロに掛かけている間は何もすることがなく、和希の意識はリビングに向かっていた。


　急にどうしたんだろう。何の話をしているのだろう。


　じっと火を見つめながら考えていた和希は、やがて沸ふつ騰とうしていることに気づいてケトルを持ち上げる。


　ポットに湯を注ごうとして、ケトルの蓋ふたが落ちた。


「あっ……！」


　立ち上がる湯気の熱さに悲鳴を上げ、手がケトルを離してしまう。ポットがガチャンと耳みみ障ざわりな音を立て、もうもうと湯気が立ちこめた。


　熱い、というよりは、痛いと思った。


　湯気でも火傷やけどをするということを、和希は初めて知ったのだ。


「和希くん……！」


　最初に飛んできたのは達郎だった。彼は現状と、和希が右手を押さえているのを見ると、血相を変えて近づいてきて手を取り、水を流して患かん部ぶを冷やした。


「少し我が慢まんしてね」


　水の冷たさよりも、達郎が来てくれたということのほうが、和希には大事なことだった。


「和希……」


　おろおろと心配そうに見守る母親は、だからといって何が出来るわけでもなく、ただその場にいるだけだった。


「大だい丈じよう夫ぶですよ。僕がやりますから、佐和子さんはリビングに戻もどっていてください」


　やんわりとした口調だったが、それは有う無むを言わせないほどの強さがあり、母親は浅く頷いてキッチンから姿を消した。


　ざあざあと水が流れる音だけが響ひびいていた。


　どのくらいそうしていたのか、達郎が水を止め、すっかり冷えて感覚もなくなった手をハンカチで包むように拭ふくのを、和希は黙だまって見つめていた。


「薬はつけなくて大丈夫そうだね。もしズキズキしてくるようなら言うんだよ」


「はい」


「じゃあお母さんのところに行ってて。お茶を淹れるから」


「でも、お客さんなのに……っ」


　和希は慌あわててふるふるとかぶりを振ふった。いくらなんでも、お客さんにそんなことはさせられないと思った。


「火傷をしたら大変だからね」


「……じゃ、手伝う。だったらいい？」


「いい子だね」


　あのときと同じように微ほほ笑えまれ、頭を撫なでられる。


　嬉うれしくて、手の火傷のことなんて吹ふき飛んでいってしまった。


　二人で三人分の紅茶を淹れ、リビングに戻ると、佐和子はほっとした顔を見せた。大きく取り乱したりしないだけで、彼女が和希のことを愛し、そして心配していることは、ちゃんとわかっていた。


「あまりこういうことは上う手まくないんですけど」


「いいえ。私なんて、何も出来ませんから……。申し訳ありません」


　大人たちの会話を聞きながら、和希は身の置き所に困っていた。三人分あるということは、和希もここにいていいのだろうか。


　問うように達郎を見ると、彼は柔やわらかく笑えみを浮うかべて椅い子すを指し示した。


「和希くんの意見も聞いてくるように言われましたから」


「では、笹ささ本もとさんの……？」


「ええ、国際電話が入りましてね。とにかく行って来いと急せかされました」


　笑いながらの言葉は、多分に冗じよう談だんの色合いが濃こい。笹本というのは、一年ほど前に両親と共に訪問した、大きな屋や敷しきの持ち主だった。両親よりもずっと年上で、優やさしそうな人だと思ったことは覚えていた。


「これから、どうなさるんですか？」


「とりあえず、どこか住むところを探さなくてはと……明日にでも通いの人と一いつ緒しよに、探しに行こうと思っていたんです」


「そのことでお話があります。よろしければ、笹本の家にいらっしゃいませんか？」


　達郎の言葉に和希は大きく反応した。目を大きく瞠り、達郎と佐和子の顔を交こう互ごに見て、話の成り行きを見守った。


　笹本の家へ行けば、達郎がいる。ずっと一緒にいられる。


　行きたいという気持ちを全身で表現している和希をよそに、佐和子はひどく戸と惑まどった様子だった。


「あの……？」


「そうすれば、不自由はないと思います。今までと同じように暮らすことも出来ます。正直に申し上げますが、あなたがお一人で和希くんを育てていけるとは思えない」


　黙って耳を傾かたむける佐和子は、否定することなく達郎を見つめていた。その表情からは、彼女がどんな感情を抱いだいているのか、まったく読むことが出来なかった。


「預金額がどの程度かは知りませんが、状じよう況きようから考えて、今のようにお手伝いさんを使っていたら、和希くんが成人するまで……いえ、大学を卒業するまで保もつとは思えない。生活水準をかなり下げて、公立の中学へ行くことにすれば、まだなんとかなるでしょうが……」


「……なぜ、笹本さんはそんなに気を遣つかってくださるんです？」


「それは本人に話させます。こちらの電話をお借りしてよろしいですか？　ああ、コレクトコールですからご心配なく」


　達郎は断りを入れてから受話器を手にし、海外にいるという笹本とこの家のリビングを回線で繫つないでから佐和子に渡わたした。


　型通りの挨あい拶さつと、短いやりとり。佐和子はほとんど喋しやべることなく相手の話を聞き、やがて目を伏ふせて呟つぶやいた。


「わかりました。こちらこそ、ありがとうございます。長谷部さんに代かわりますわ」


　彼女から受話器を受け取った達郎はそれからまた短い会話を交かわし、遠い国との話を終えた。そうして、最後の確かく認にんだとでもいうように問いを口にする。


「和希くんの意見はいいんですか？」


「反対はしないはずです。だって、笹本さんのお宅には、あなたがいますもの」


　言いながら佐和子は和希を見て微笑んだ。「そうでしょう？」とでも言っているようで、なんだか気き恥はずかしくなる。


　ちらりと達郎を見ると、思いがけずに目が合って、とても優しく微笑まれた。


「僕や笹本のおじさんと一緒で、いいの？」


　嫌なはずはない。和希はむしろ目を輝かがやかせて大きく頷うなずいた。もともと両親の離り婚こんに異存はなかったけれど、今はしてくれて良かったと思えるほどだ。


「それで、私たちはどうすればいいんでしょう」


「今すぐというわけにはいかないでしょうから、準備が出来次し第だいご連れん絡らくをお願いします。ああ、業者はこちらで手配いたします。細かい手続きなども、任せていただけるならすべてやりますよ。僕の電話番号をお教えしますので、直接こちらに」


　達郎が名めい刺しの裏にナンバーを書き入れて佐和子に渡すのを、和希はじっと目で追った。


　よくわからないうちに話し合いは終わり、和希たち親子の身の振り方も決まった。何日後に始まるかはわからないが、新しい生活の中には達郎がいてくれるのだ。


　また「いい子」だと言って頭を撫でてくれるだろうか。


　先のことを考えると嬉しくなって、頰ほおのあたりがゆるゆるになってしまう。少し前まで感じていた不安など、もうどこを探しても見つからなかった。


「では、僕はこれで。夜分にすみませんでした」


「いいえ、こちらこそ、ありがとうございました。近いうちにご連絡させていただきます」


　佐和子と二人で見送りに出て、和希は車で立ち去る達郎が見えなくなるまでそこにいた。今日はゆっくり話せなかったが、一緒に暮らすようになったら、もっとたくさん話が出来るに違ちがいない。そして、今度はあのときみたいに帰らなくてもいい。


「ねぇ、和希」


「何？」


「和希は、笹本のおじさんのこと好き？　新しいお父さんになっても、平気？」


　唐とう突とつな質問に目をぱちぱちさせながら、和希はいつもと特に変わった様子のない母親を見つめた。


　笹本には一度しか会ったことがないし、接した時間はとても短かったが、印象はけっして悪くなかった。父親というよりは祖父に近い年ねん齢れいだが、彼が和希に対して好意的なのは、本能的に感じ取っていた。


「よくわかんないけど……嫌きらいじゃないよ。だから平気」


「そう」


　短く呟いて、佐和子は和希の頭を撫でた。




　　　　２







　最後の講義が休講になったのを知り、和希はちらりと時計を見やった。


　とにかく電話をしてからだ、と思いながら携けい帯たい電話を取り出し、登録してある番号を呼び出した。


「あ、僕だけど……なんか早く終わっちゃって、今どこ？　まだ出てないならタクシー使うけど。あ……うん、うん、わかった」


　電話を切って、ふっと息をついていると、後ろの席にいた友達の宮みや内うちが身を乗り出してきた。


「何が『僕』だよ。この猫ねこかぶり」


「いいじゃん、別に誰だれにも迷めい惑わくかけてないし」


「まぁそうだけど、その顔で『ぼくぅ』だと、恐おそろしいくらいに似合うんだよな」


「そんな言い方してない」


　ムッとして口を尖とがらせると、友達は楽しそうに笑いながら帰り支じ度たくを始めた。


「で、帰りはどうすんの」


「待つことになった。タクシーで帰るって言ったのに……」


「いや、そもそも通学にタクシーを使うこと自体が間違ってるから。お車で毎日送り迎むかえってのも相当間違ってるけど」


　やれやれと呆あきれたように言っているが、本気じゃないのはわかっていた。宮内とはこの大学の幼よう稚ち舎しやからの付き合いであり、和希の家庭の事情もすべて知っているのだった。もっとも学内で和希の素す性じようを知らない者はいなかったが。


「で、いつ来るって？」


「ちょっと道が混こんでるから、三十分くらいだって。着いたら電話くれることになってる」


「ご令息も大変だ」


「そんなことない」


「だってふらっと遊びにも行けないじゃん」


「遊びくらい行くよ。コンパだって、ちゃんと出ただろ」


　並んで歩きながら反論すると、宮内はやけに大きな溜ため息をついた。


「そうだったそうだった。コンパやった店の前に黒くろ塗ぬりの車が止まってて、白手て袋ぶくろした運転手が出てきた日にゃ、みんな引いてたけどな。あれで一気に名を馳はせたよな。大学から入ってきた連中にも、あっという間に認知されたし。よっ、有名人」


「宮内……」


　面おも白しろおかしく吹ふい聴ちようして回ったのがこの宮内だということは知っていたから、和希は恨うらみがましい顔でじっと彼を見た。


　その一件と、宮内の誇こ張ちようされた話によって、和希への認識は一部分で非常に間違ったものになってしまった。曰いわく、温室育ちのご令息で、電車にすら乗ったことがなく、家では着き替がえすら使用人がやっている……など、どこの王子様かという、とんでもない噂うわさだった。もちろん他ほかにもいろいろ言われたが、どれも正しくなかった。


「そんな可愛かわいい顔しないの」


「睨にらんでんだよっ……！」


「えー、ちっとも怖こわくなぁーい。むしろ可愛さがアップされてまーす」


　同級生のくせに、可愛いを連呼するのはどうかと思う。確かに身体からだは小さいし、大学に入って半年経たつのに相変わらず高校生のようだと言われてしまう和希だが、子供のようだと言われているようで面白くない。


　くっきりとした二ふた重えの大きな目は母親譲ゆずりだ。可か憐れんな美び貌ぼうを誇ほこった佐和子に、和希はよく似ていると言われる。小さな顔も、細い顎あごのラインも、ふっくらとした唇くちびるも、確かにそっくりだと和希も思う。違うとすれば髪かみ質しつで、和希のそれはさらさらとして癖くせのない、綺き麗れいな栗くり色いろをしていた。


「あ、そうだ。待ってる間、ノート見せて」


「いいけど、この間みたいに持って帰るなよ」


「わかってますって」


　調子のいいことを言って、宮内は学内のカフェ──これは外部の業者が出店している──に席を確保すると、和希にコーヒーを奢おごってくれた。どうやらノート代らしかった。


「や、さすがに素す晴ばらしいノート。見かけによらず、ほんとに頭いいよな」


「見かけによらずってなんだよ」


「普ふ段だんの言動を見てると、つい……。小学校の途と中ちゆうから、めきめき成績良くなったじゃん。笹本になってからだよな？」


　ペンを動かしながら、宮内はちらりと視線だけを上げてきた。


　実際のところ、中の上から上の下、というのがそれまでの成績だった。特に勉強はしていなかったから、そんなものかもしれないが、笹本の家で暮らすようになってから、和希はよく勉強するようになったのだ。


　和希の姓せいが笹本になったのは、今からおよそ八年前の、十歳のときだった。


　母親と一いつ緒しよに笹本の家へと移り住み、半年ほど経ったときに、彼女と共に笹本の籍せきに入ることになった。後で知ったのだが、当時の彼女には再さい婚こんの申し出がいくつかあり、その中から一人を選んだ、ということらしい。


（確かに美人だったけど……コブ付きなのになぁ……）


　そういった意味合いのことを達郎に言ってみたことがあったが、彼は笑いながら和希の知らないことを教えてくれた。


　佐和子がまだ少女の頃ころから、彼女がどこへ嫁とつぐかは注目の的だったという。短大を卒業し、結婚の準備をするという話を聞いたとき、笹本も名乗りを上げたそうだが、何しろ二十も年が離はなれていたので、和希の祖父が難色を示したのだそうだ。


　笹本が結婚もせずにいたのは、佐和子のためだったんじゃないかと達郎は言っていたが、真しん偽ぎのほどは定さだかではない。


　後になってから、和希はいろいろなことを知ったが、その中には実父のことも含ふくまれていた。父親はただ家に戻もどってこなかったわけではなくて、他に帰る場所があったらしいのだ。今は別の相手と再婚し、かつてよりも裕ゆう福ふくになったと聞いている。


　とにかく彼女は、自身と和希のために笹本の手を取ったのだし、年は二十歳ほど離れていたが、いい夫ふう婦ふだったんじゃないかと和希は思っている。たった七年ほどだったが、佐和子は以前よりもずっと大事にされ、幸せに暮らせたはずだ。一緒にいるうちに、信しん頼らいと愛情が芽生えていたようにも見えた。


　その佐和子も、一年前に亡なくなってしまった。病気で、いろいろと手を尽つくしはしたのだが、甲か斐いもなく逝いってしまったのだ。


　さすがにしばらくは何もする気が起きず、不ふ眠みん症しようにもなってしまった。達郎がいてくれなかったら、きっと抜ぬけ殻がらのようになって過ごさなくてはならなかっただろう。


（もう一年か……）


　佐和子がいない生活には、もう慣れた。自然に笑えるようになって、ずいぶんと経った。


　ぼんやりとしているうちに三十分などあっという間に過ぎて、和希の携帯電話が軽快なメロディを奏かなでた。


　運転手からの電話で、いつもの場所で待っている、ということだった。


「タイムリミットだよ」


「大だい丈じよう夫ぶ。もう終わる……よし！　タイミングばっちり」


　宮内はノートを閉じて、恭うやうやしく和希に返してきた。それから彼と別れ、キャンパスを出て見慣れた車を見つけて乗り込んだ。


　走り出した車の中から流れる外の景色を眺ながめ、和希は小さく溜め息をつく。


　電車に乗ったことがない、という噂はさすがに噓うそだが、いわゆる在来線にほとんど乗ったことがないのは事実だ。乗るとすれば新幹線などの特急電車であり、自分で切きつ符ぷを買ったりしたこともない。


　深窓のご令息、というよりは、過保護によるものだった。


　新しい父親となった笹本武たけ志しは、大手酒造メーカー・ササモトの社長だ。美術館もコンサートホールもあり、系列会社がいくつもあり、テレビをつけていれば必ずといっていいほどコマーシャルを見るし、町中の至る所に自動販はん売ばい機きを見かける。株式公開はしていない、いわゆるオーナー社長で、その資産は莫ばく大だいなのだった。


　だから営利誘ゆう拐かいの可能性を危き惧ぐし、和希はどこへ行くにも車を使うことになっていた。


「あ、ちょっと止めて」


「はい？」


「買いたい本があったんだ」


　書店の近くで車を止めてもらい、和希は財さい布ふだけ持って書店へと走った。本というよりは雑誌なのだが、とにかく目的のものを見つけて購こう入にゆうし、急いで車に戻った。


　家まで待つのももどかしく、雑誌を広げた。


　一度も買ったことがない経済誌だし、他の記事は正直言ってどうでも良かったのだが、たった四ページのために和希はわざわざこれを手にした。


「見て、荒あら瀬せさん。達郎さんが載のってるんだよ」


　信号待ちの間に、和希は声を弾はずませながら、後部シートから広げた雑誌を差し出した。


「なるほど、それであんなに必死だったんですね」


「発売日、楽しみにしてたんだ。達郎さんとこには送られてきてたみたいなんだけど、見せてくれないしさ」


「照れくさいんでしょう」


「なんでかなぁ……こんなに格好いいのに」


　掲けい載さいされている達郎の写真は、芸能人かと見まがうほどだった。若き後こう継けい者しやたちに焦しよう点てんを当てたシリーズらしく、スーツ姿の写真の他に、オフィスの様子、プライベートでのワンショットなども載っていて、インタビューの内容も仕事のことから、少し砕くだけたことまで多た岐きにわたっている。


　三十二歳になった達郎は、ササモトの副社長になっている。もちろん社長は武志で、今のところ会長職は不在だが、遠からずそこに武志が納まり、達郎が社長に就任するだろうと言われているそうだ。もっとも二年前に達郎が副社長になったとき、その若さを危惧する声が多少はあったそうだが、今はどこからも聞かれなくなったと雑誌にも書いてあった。そして少し前から、武志は徐じよ々じよに仕事から手を引き始め、代わりに達郎がグループを取り仕切っているのだった。


　雑誌には達郎の簡単なプロフィールも載っていた。


　武志と達郎の間に血けつ縁えん関係はない。両親を亡くした達郎を、父親の親友だった武志が引き取り、後継者として望んだのだ。


　将来的に武志の私財のうち持ち株の多くは達郎に、それ以外は和希に渡わたることになっている。そしてもし、和希が成人しないうちに武志が他界するようなことがあれば、達郎が後見人に指名されているのだった。


　記事をすべて読み終えてからも、和希はじっと達郎の写真を眺めていた。


　プライベート写真は自宅の庭であり、和希も遠くからそれを見ていたものだった。あまり家の中を見せたくなかったらしく、達郎からの希望で外になり、和希も顔は出さないように言い含められた。だから部屋の中から見ていたのだ。


　やがて車は大きな門をくぐり抜け、笹本家の敷しき地ちに入った。


　家というより屋敷といったほうが正しい建物は、靴くつを脱ぬがずに上がる西洋式で、都心からそう離れていない場所にある。駅からは少し距きよ離りがあるものの、その分、静かな環かん境きようにあると言えた。広い庭と高い塀へいに囲まれ、玄げん関かんには車寄せもあった。


　和希の部屋は二階の南なん端たんで、四十平へい米べいを超こえる広さがあった。隣となりは達郎が使っていて、そちらも同じくらいの広さだ。


　和希はベッドに腹はら這ばいになって雑誌を広げ、何度も繰くり返して記事を読んだ。


　達郎が褒ほめられているのを見るのは嬉うれしい。まるで自分のことのように誇ほこらしげな気分だった。


　ノックの音に我に返ったときには、外は真っ暗になっていた。


「和希さん？」


「あ、はい……！」


　返事と共に勢いよく起きあがると、ドアが開いた。


　現れたのは家の中を取り仕切っている高たか城ぎ直なお征ゆきという男だった。年ねん齢れいは達郎よりも少し下だと聞いているが、あまり詳くわしくは知らない。ただ和希がこの家に来たときにはもういて、その頃はまだ学生だったはずだ。


　あまりに若いのでピンとこないが、つまりは彼は執しつ事じのようなものだった。


　フレームレス眼め鏡がねの奥にある、すっきりとした一ひと重えで切れ長の目のせいかもしれないが、どこか刃は物もののような印象がある男だった。瞳ひとみの色が薄うすいのも無機質さを際きわだたせていたし、あまり変わることがない表情は機械的なイメージを見る者に抱いだかせた。


「長谷部から電話があって、帰りが遅おそくなるそうです。先に夕食をどうぞ」


「そうなんだ……」


「待つ、とは言わないでくださいよ。食事は済ませて来るそうですから」


「……別にそんなこと言おうと思ってなかったけど」


　控ひかえめに反論して和希はベッドから降りた。


　どうにも高城という男の言動はカンに障さわっていけない。口調こそ丁てい寧ねいだが、言っていることは遠えん慮りよがなかったり失礼だったりして、しかも態度はぞんざいだ。和希に対してだけでなく、達郎や武志にまでもそうなのだし、呼び方にいたっては達郎など姓せいで呼び捨てだから、一体何様なのかと言いたくもなる。もちろん口に出しては言えないことだったが、心の中ではもう何十回……いや、何百回と言ったことだった。


「すぐに下りて行くよ」


「では」


　愛あい想そ笑わらいの一つもなく高城が下がっていくと、和希はほっと息をついた。


　和希はあの男が苦手だった。出来るならば二人でいたくないし、話したくもないのだが、達郎がいない以上はそういうわけにもいかない。


　今、この家には、使用人を除くと和希と達郎の二人しかいないのだ。佐和子の喪もが明けた途と端たん、武志は旅に出ると行って、世界一周の豪ごう華か客船に乗り込んでしまった。それが今から二週間ほど前のことだった。


　曰いわく、傷心の旅だそうだ。


　社長の立場でそれはどうなんだと思ったが、業務にはさほど影えい響きようがないらしい。以前から少しずつ達郎に仕事の範はん囲いを譲ゆずっていたからだ。


「今日は一人か……しょうがないけど」


　武志が長期旅行に出てしまい、実質のトップになってしまった達郎が忙いそがしいのは当然だから無理は言えない。今までだって無理をして週に何度か和希と夕食を摂とるように調整してくれていたのだが、それも難しくなってしまったのだ。


「オレは『いい子』なんだから」


　自分に向かって呟つぶやくのは、もはや和希にとっては呪じゆ文もんのようなものだった。「いい子」だから高城のことが気に入らなくても文句は言わないし、あからさまにそういう態度も取らないようにしている。もっともいろいろな意味で感情を隠かくしきれないことを自覚しているから、高城はとっくに知っているだろうけれど。


　和希は雑誌を机の引き出しにしまい、自室を出て行った。











　コツコツと、ドアの隙すき間まから廊ろう下かの足音が聞こえてきた。


　今か今かと待っていた和希が部屋から出て行くと、ちょうど自分の部屋の前に着いた達郎が驚おどろいたように少しだけ目を瞠みはった。


「どうしたんだ？　ドアも開いていただろう」


　深くて甘い声に、和希はにこりと笑った。


「わざと。だって、そうしないと聞こえないだろ」


　この家は窓もドアも遮しや音おん性が高いので、部屋の中にいたら達郎の帰宅に気づけない。どうせ和希の部屋は端はしだし、遠くからではドアが開いていることもわからない程度の隙間を作っておいたのだった。


　理由を聞いて柔やわらかな表情を浮うかべた達郎は、それからすぐにすまなそうな顔になった。


「今日は悪かった」


「いいよ、仕事忙しいのはわかってるし。大だい丈じよう夫ぶ？　疲つかれてない？」


「平気だよ」


「じゃあ今からそっち行っていい？」


「シャワー浴びるから十五分待ってくれ」


「わかった」


　和希は一度部屋に戻もどり、きっかり十五分後に隣のドアをノックした。すでにパジャマ姿だし、明日の用意はすべて済ませてあった。


「どうぞ」


　達郎はバスローブ姿で和希を出で迎むかえてくれた。たった今、出て来たといった感じで、髪かみも湿しめっていた。


　どんな格好をしていても、達郎は絵になると思う。涼すずしげな切れ長の目は知的で、綺き麗れいだけれど男らしい。


　部屋の中にあるミニバーには小さな冷蔵庫もついている。これはいちいち誰だれかに申しつけて飲み物を運ばせるのが面めん倒どうだと言って、何年か前に達郎が部屋に置いたものだった。


「和希も飲むか？」


「別のだったら飲む」


　達郎が好むミネラルウォーターはいわゆる硬こう水すいで、和希の舌には合わないのだ。代わりに和希用のアミノ酸飲料を出し、グラスに入れて手て渡わたしてくれた。


「これ、売れてるよね。大学でもよく飲んでるやつ見るよ」


「今のところ売り上げは二位だな」


「後発にしてはかなり好調だよね。コマーシャルがいいのかな。こういうのって、味はそんなにどこも変わんないし……。あ、そうだ、今日宮内がさ……」


　大学でのたわいもない話を、達郎はいつも熱心に聞いてくれる。平日は夜しか顔を合わせる時間が取れないから、毎日こうして和希は部屋にやってきて、遅くまで話し込んでいる。それは和希一人の都合ではなく、達郎も望んでくれていることだった。


　以前からやたらと部屋に入り浸びたっていた和希だったが、母親の具合が悪くなった二年ほど前からは、毎日のようにこうして達郎と夜を過ごしている。


　母親を亡なくしたことによる喪そう失しつ感かんは、一年の間にずいぶんと薄くなった。代わりに、ぽっかりと空いたその部分は達郎で埋うめ尽つくされている。もともと存在は大きかったのに、今や和希の世界のほとんどが目の前にいる男に占しめられてしまっていた。


「すっかり間ま違ちがったイメージが広まっちゃってるんだよ」


「それで最近はコンパにも行かないのか？」


「だって珍ちん獣じゆう見るような顔されるし……くだらない質問されるし」


「どんな？」


「カップラーメン食べたことあるかとか、庭に噴ふん水すいとプールはあるのかとか……」


　他ほかにもいろいろあったけれど、いちいち答えるのが面倒くさいような質問ばかりだった。ちなみに前者はイエスで、後者はノーだ。とはいえ、高校のときにクラスメイトが昼休みに化学室のビーカーでお湯を沸わかして作ったものを、一口もらっただけだった。今にして思えば、あまり食べたくない作り方だが。


　とにかくいろいろなことが煩わずらわわしくて、飲み会の類たぐいには参加しなくなってしまった。もとより和希は外でのアルコール摂せつ取しゆを達郎によって禁止されているので、行ったとしてもひたすら料理を食べていただけだったのだ。


「それに、やっぱりさ……なんか『ササモトの坊ぼつちゃんなら奢おごれよ』みたいな気配感じるし。そういうの嫌いやだから」


「無理して行くことはないよ。楽しいなら別だけどな」


「うん、そうだよね」


　ひとしきり話が終わると、いつものように達郎は確かく認にんをしてくる。


「変わったことはないか？」


「ないよ」


　最後の講義がなくなったこと以外には、何もない一日だった。話をするのも一いつ緒しよにいるのも、いつもの顔ぶれであり、達郎が心配するようなこと──怪あやしい人物が接せつ触しよくしてくるということもなかった。


　和希は将来的に莫ばく大だいな遺産を受け取ることになるのだから、財産目当ての人間には注意しなくてはいけない。ずっとそう言われてきた。だから和希は中学でも高校でも、寄り道さえすることなく帰宅していた。もっとも当時から車での送り迎えがあったのだから、友達と遊びに行くことも出来なかったのだ。


　そのことに不満はなかった。友達よりも達郎のほうが好きだし、一緒にいたいのもやはり達郎だったからだ。


　結局、こっそり買った雑誌のことは言わないことにした。隠す必要はないのだろうが、達郎が嫌がるだろうと思って運転手にも口止めをし、他の雑誌に紛まぎれ込ませて書しよ棚だなに収めてしまった。これで気づかれることもないだろう。


「明日の約束は覚えているか？」


「ササモトホールだよね」


「帰りに食事をしよう。久しぶりにね」


「うん」


　一緒に出かけるのはとても久しぶりだ。まして達郎との外での食事となったら、母親のこともあって一年以上もしていなかった。


　明日のことを考えると心が浮き立ってきて、自然と顔がほころんだ。


「軽く飲もうか」


「ちょっとだけならね。そういえば、お父さんは今いま頃ごろどこにいるのかな」


　ミニバーに向かう達郎を見つめながら、ふと思いついたことを口にすると、口当たりのいいものを用意しながらの返事があった。


「予定では、シンガポールあたりだな」


「まだそんなとこかぁ……二週間も経たってるのに」


　何しろ全行程は三ヶ月以上にも及およぶのだ。そんなに時間をかけて世界一周だなんて贅ぜい沢たくな時間の使い方だと思う。しかも金額のほうも半はん端ぱではなく、武志がお伴ともの人と泊とまっているロイヤルスイートだと軽く三千万円を超こえてしまうらしい。


　気が遠くなりそうな話だった。


「お父さん、ヤケクソっぽいよね」


「佐和子さんに惚ほれ込んでいたからな」


「うん」


　武志は佐和子との結けつ婚こんが初めてだった。もっとも佐和子への想おもいを貫つらぬいたというよりは、虎こ視し眈たん々たんとチャンスを待っていた、というほうが正しいらしい。つまり、遠からず和希の実父とは別れるだろうと踏ふんで、いざそうなったらすぐに結婚を申し込めるように、身軽でいたそうなのだ。これは本人が言ったのだが、どこまで本気なのかは定さだかではなかった。以前から、仕事に追われていて結婚するのを忘れていたなどと嘯うそぶいていたくらいだ。


　悲しみの度合いを比ひ較かくすることなどそもそも出来ないが、武志も和希と同じくらい悲ひ嘆たんに暮れたのだろう。そして喪失感は、和希と違ってまだ埋められていない。


「帰ってくるまでには元気になってるといいね」


「ああ」


「もしかしたら、三ヶ月の旅の間に出会いがあるかもしれないし。どっかの国の人と一緒に帰ってきたりして」


　笑いながらそう言ったものの、まずあり得ないだろうなと思っていた。


　三ヶ月経って武志が帰ってきたら、また元の生活に戻る。


　このときは、そう信じて疑っていなかった。











　肩かたに重みが掛かかってきて、少し経った。


　達郎に凭もたれて眠ねむってしまった和希は、規則正しい呼吸を繰くり返し、先ほどからぴくりとも動かない。


「和希、ほら起きなさい」


「んー……」


　必死で持ち上げた、といった感じのまぶたはとても重そうだ。じっと見つめてくる目は、もの問いたげにも見えたし、何も考えていないようにも見えた。


　和希はほぼ毎晩、達郎のベッドで眠る。彼がこの家に来た頃ころ、落ち着けなくて達郎の部屋に来たのがきっかけだった。佐和子は武志と寝しん室しつが一緒だったから行きにくかったらしいし、当時から達郎に懐なついていたという理由もある。


　中学に入ったら来なくなるかと思っていたが、恥はずかしいから誰だれにも内ない緒しよにしてくれと言いこそすれ、和希が達郎と距きよ離りを置くことはなかった。そして佐和子の病気がわかり、彼女が入院してこの家からいなくなったとき、さらに自分たちの距離は狭せばまったのだ。


　しばらく安定を欠いていた和希は、佐和子を亡くした後に不ふ眠みん症しようにもなったが、今はもうすっかりよくなった。


　ゆっくりと顔を寄せてキスをしても、和希は嫌がりもしない。目を閉じて、されるがままになっているだけだ。


　和希を抱だき上げて、ベッドへと向かった。子供の頃と比べたらずいぶんと大きく、そして重くはなったものだが、苦にはならない。むしろ達郎の腕うでにしっくりと馴な染じんでいるように感じられた。


　キングサイズのベッドに横たえ、頰ほおに掛かった髪かみを払はらってやる。そのまましばらく柔やわらかな髪の手て触ざわりを楽しんだ。


　達郎はゆっくりと和希に顔を寄せ、柔らかな唇くちびるに自分のそれを触ふれ合わせる。啄ついばむように何度も角度を変えて触れてから、薄うすく開いた唇から舌を挿さし入れ、パジャマのボタンを外していった。


　無防備な舌を吸い、歯の付け根を舐なめる。初めてキスをしたのはちょうど一年ほど前のことだった。


「ふ……っ、ぅ……」


　ただし和希にその記き憶おくはない。佐和子の容態が悪くなり始めた頃で、和希はとても不安定だった。そこに付け込もうという考えもないではなかったが、とにかく慰なぐさめているうちに、和希があまりにも無防備に身体からだを寄せてきたのだ。食事のときに軽く入れたアルコールに酔よっていたせいもあったのだろう。


　和希に告白したとき、彼はきょとんとしていたが、それでもすぐに嬉うれしそうに頷うなずいた。


　キスをしていいかと尋たずねたら、いいと言った。そのまま少しずつ先へ進んでも嫌がることはなかった。


　一時間以上もかけて身体中のありとあらゆるところを愛あい撫ぶして、前も後ろも弄いじっていかせたら、そのまま気を失うように眠ってしまったのだ。


　苦く笑しようしながらも、焦あせることはないだろうと高をくくって、身体を拭ふいて眠らせた。翌日は酒を飲ませずに抱こうと思いながら。


　しかし和希はまったく覚えていなかったのだ。あちこちに散らばる赤い痕あとを見て、蕁じん麻ま疹しんか何かだと焦っていたのを見て、彼の頭の中には前夜の記憶はおろか、キスマークというものの存在すらないのだと知った。


　あのときの衝しよう撃げきは相当なものだった。そのまま犯おかしてやろうかとも思ったが、さすがに理性で押しとどめた。


　そして達郎はその場をなんとかごまかし、医者に診みせることを思いとどまらせつつ、和希の酔い方がすこぶる質たちの悪いものであることを嫌いやというほど思い知った。


　結局、そのまま口説く機会を逃のがしてしまったわけだ。間を置かずに佐和子が亡なくなり、さすがに不ふ謹きん慎しんだろうと自重したからだ。だからといってそれが達郎の誠意かといえばそうではない。単に和希の不興を買わないためだった。


（可愛かわいい顔をして、さんざん人を振ふり回してくれるな）


　和希がどの程度のアルコール摂せつ取しゆ量でこうなるのかは、しっかりと把は握あくしている。弱いといってもグラスワイン一いつ杯ぱいくらいならば大だい丈じよう夫ぶだが、念のために外では飲むなときつく言い渡わたしてもある。


　前ボタンをすべて外し左右に開くと、ほっそりとした身体が現れた。少年らしい出来上がっていない身体だが、おそらくこの先も劇的に変わることはないはずだ。何しろ、和希はここ何年も身長が伸のびていないといって悩なやんでいるくらいなのだ。つまりもう止まったと考えていいだろう。


　日焼けしていない和希の肌はだは象ぞう牙げみたいに綺き麗れいでなめらかで、達郎は誘さそわれるように鎖さ骨こつに舌を這はわせた。


　キスはしないように気をつけている。この肌は軽く吸い上げただけでも痕が残ってしまうから、最初のときのような騒さわぎになってしまうだろう。二度も三度も続いたら、いくらなんでも医者に診せると言い出すに違いなかった。軽いものならすぐに消えるが、迂う闊かつに残ってしまったものを和希に気づかれるのは避さけたいからそこは注意を払っていた。もっともそれならそれで、主治医を丸め込んでしまえばいいだけだが。


　小さな乳ち首くびを口に含ふくみ、反対側は指の腹を押しつけながら円を描えがいた。


　ここならいくらキスをしたっていい。もともと薄く色が付いているところだし、少しばかり赤くなったところで和希は気づかないだろう。いや、実際にこの一年の間、何度もこうしてきたが、いまだに何かを察した様子もなかった。


　きっと自分がこんなことをされているなんて想像もしていないのだろう。


「ぁん……っ……」


　ぴくり、と小さく和希が反応した。


　どこかぼんやりとしていた和希が、達郎の愛撫によって、せつなげに眉まゆ根ねを寄せ始める。


　当の本人が知らないうちに、和希の身体は達郎の愛撫に慣れてしまったのだ。


　薄く開いた唇が、熱い息を漏もらした。


「ん……や、ぁ……」


　しっとりと汗あせばんできた肌が、細かく震ふるえている。


　性感は育てるものだ。経験することによって磨みがかれ、より深い喜びを得られるようになる。現に最初に触れたときには、くすぐったがるように身をくねらせるだけで、感じているというふうではなかったが、今では明らかに快感を得て、甘い声を放つようになった。


　つんと尖とがってきた乳首をしゃぶり、舌先で転がす。歯で軽く嚙かむようにして刺し激げきを与あたえると、びくっと身体が小さく跳はねた。


　反対側にキスを移し、指先は身体のラインに沿って下へと滑すべらせていく。すでに反応し始めている和希のものを手に捉とらえ、やんわりと刺激を与えると、激しく息が乱れ始めた。


　眠っているのか、意識があるのか、ひどく曖あい昧まいなところに和希はいる。確かなのは、この夜のことも記憶には残らないだろうということだ。


「はぁ……あぁっ……」


　びくん、と背中が反って、和希は達郎の手の中で果てた。


　バスローブのポケットに無造作に入れておいたハンドタオルで手を拭ぬぐい、ぐったりと身体を投げ出す和希を見つめる。


　肌が上気し、うっすらと染まって、たまらなく扇せん情じよう的だ。普ふ段だん見せている子供っぽさは感じられなかった。


「和希、自分で膝ひざを抱かかえてごらん」


　囁ささやくように命じると、細い顎あごがこくりと動いた。


　酔っているときの和希には理性も羞しゆう恥ち心しんもないらしく、達郎が言うままにどんな格好でもしてみせる。緩かん慢まんな動作だが、彼は自分の膝を引き寄せていく。


「そう、いい子だ」


　腰こしが少し浮うき、奥まったところが露あらわになった。正気だったら、とてもじゃないが平然とこんなことはしないだろう。


　いつか、正気のときにもこれをさせてみたいと思う。和希がどんな反応をするのかと思うと楽しみでならない。


　腿ももの内側に手を掛かけて、脚あしを少し開くようにさせてから、ゆっくりと最さい奥おうに舌を寄せた。


「ぁ、あ……ん……」


　鼻に掛かった、息とも声ともつかない甘い喘あえぎが聞こえる。反射的にきゅっと収縮したそこを、達郎は丹たん念ねんに舌で潤うるおした。


　舌を挿し入れ、唾だ液えきを送り込む。ここもすでに愛撫されることに慣れて、舐められるとかなり感じるようだった。


　やがて達郎はその長い指を和希の中に挿し入れていく。


「んんっ……ぅ、ん……っ……」


　余計な力が入っていないから、指の進入は容易たやすかった。


　和希の中は熱く、そして柔やわらかい。緩ゆるやかに前後に動かしながら、再び乳首を口に含んで愛撫した。


　やがて細い腰が、指の動きに合わせて揺ゆれ始める。


　自然と達郎の口元には笑えみが浮かんだ。最後までするつもりはないが、指でいかせることにためらいはない。我ながら妙みような拘こだわりだと思いつつも、身体を繫つなぐのは和希の記憶が残るときにしたいと思っている。


「ぁんっ、やぁ……ぅんんっ……」


　指を増やし、繰くり返し突ついた。前に触れなくても、指で擦こすられ、突き上げるだけで和希は感じるようになった。自分ではまったくの未経験だと信じているのに、身体はとっくに愛撫に慣れ、指で犯されて喘ぐようになってしまっているのだ。


　達郎は甘い息を唇で塞ふさぎ、なおも後ろをかき回した。


「んーっ……！」


　悲鳴はキスで飲み込んだ。弱いところを内側から突くと、電流に当てられたように細い身体が跳ね上がる。


　上向きに曲げた指の先で、和希を狂くるわせるポイントを焦じらすように抉えぐった。達郎は和希が喜ぶ場所、泣いてよがる場所を余さず知り尽つくしていた。


　もう少しで、またいくだろう。そう思ったときに、ノックの音が聞こえてきた。


　この時間にドアを叩たたく相手は決まっていたから、無視して和希の中を突いてやる。用があるならばマスターキーで勝手に入ってくるだろうし、もし違ちがっていたとしたら、諦あきらめて立ち去るはずだった。


　やがてカチリ、とロックが外れる音がした。


　念のために羽根布ぶ団とんを腰まで掛けて、指を動かすのをやめて顔を上げる。


　静かにドアを開けて入ってきたのは高城で、彼はベッドの上を見て、やれやれと言わんばかりに溜ため息をついた。


「また悪さをして」


「邪じや魔まするなよ」


「そんな意味のないことはしませんよ。どうでもいいんですが、意識があるんだかないんだかわからない相手を弄いじり回して楽しいんですか？」


「つまらないことを何度もするか」


　完全に開き直った達郎は、ドアが閉まったのを見て指の動きを再開させながら、和希に覆おおい被かぶさるようにしてまた唇くちびるを塞いだ。


「んっ……んんーっ！」


　全身を硬こう直ちよくさせ、和希は二度目の絶頂を迎むかえた。痙けい攣れんするように震える身体からだから指をゆっくりと引き抜ぬき、放ったものを受け止めたタオルを摑つかんだ。


　目を閉じたまま、和希はぴくりとも動かない。どうやら意識がなくなったようだった。


「まったく……途と中ちゆうで正気に戻もどったらどうするつもりなんですかね」


「このくらいのことじゃ無理だな。それに、もし起きたら、口説けばいいだけだ」


「なるほど。『前から好きだったんだ、それでつい』……って？」


　ふん、と鼻を鳴らして笑い、高城は部屋の奥まで進んできた。手には達郎の要求したデータが入ったディスクを持っている。ＵＳＢで繫げる小型のものだ。彼は特に何を言うわけでもなく、それをテーブルの上に置いた。


　だが彼が次に口にした言葉は、仕事とはまったく関係のない話の続きだった。


「まあ、信用するでしょうね」


「信用も何も、事実だろうが」


「そうですね。見事に騙だまされてることだし」


「人聞きの悪いことを言うな」


「それこそ、事実ですよ」


　高城はミニバーへ行き、勝手に酒を用意し始めた。達郎の分も用意しているのが、とりあえずのサービスらしい。


　相変わらず雇こ用よう者しやを雇用者とも思わない態度だった。


　その間に達郎は洗面所へ行ってタオルをダストボックスに入れた。そうしてぬるま湯に浸ひたしたフェイスタオルを固く絞しぼってベッドに戻った。


　和希の身体を軽く拭ふき、とりあえずまた布団を掛けた。パジャマは高城が帰った後で着せればいいだろう。


「和希さんに言わせると、あんたは優やさしくて誠実な人なんだそうですよ」


「事実じゃないか」


「同意してくれる人間はそう多くないと思いますけどね」


　グラスがテーブルの上に置かれたので、達郎はベッドから離はなれてソファに座った。一人掛けの椅い子すには、高城が腰かける。


「俺は優しくて誠実だぞ。少なくとも和希にはな」


「自分の人間性を隠かくして好意を得て、何が楽しいんですかね」


　口調こそ丁てい寧ねいだが、言っていることは遠えん慮りよも容よう赦しやもない。もっとも彼が言いたい放題なのは昔からなので気にならなかったが。


「なんとでも言え」


「そうですね。つい一年前まで手を出さなかったっていう自制心だけは本気で褒ほめてあげますよ。その他のことはともかく」


「まだやってないだろ」


「ほー、『やってない』んですか、あれで。へえぇ……なるほどね、指を入れたくらいじゃ、あんたの場合は『やった』にならないわけですね」


「当然だ」


　高城の視線を蹴け散ちらして、達郎は鼻で笑った。何をどう言われようとも知ったことではなかった。


　和希からの信しん頼らいは重要だし、もう少し待つことを決めはしたが、指をくわえて黙だまって見ていることも出来ない。それだけのことだった。高城が口外することはないし、達郎が一生黙っていれば済むことなのだ。


「とっくに落としてる予定だったんだ。毎日同じベッドで寝ねられてみろ。そうでもしないと理性が焼き切れてるな」


　傷心の和希を言いくるめることも考えないではなかったが、結局はもう少し待ってみるということで現在に至っていた。要するに、和希に対して甘いことも達郎の真実であり、だからこそ高城はからかってくるのだった。


「ここまで待ったのを立派と言うべきか、しょっちゅう酔よい潰つぶしてイタズラしてる人でなしと言うべきか、迷うところですね」


「俺の忍にん耐たい力りよくを褒めろよ」


「イタズラしてる人の言うセリフじゃないでしょうが。ま、確かによく我が慢まんしてますよ。和希さんと仕事に関しては、人としてまぁまぁかな。どっちにしろ、あんたにしちゃ悠ゆう長ちようなことしてますよね」


「急せいてはことをし損じる、だ」


「計画倒だおれにならないことを祈いのってますよ。ま、どのみち私には出来ませんけどね。気の長いことで」


　高城は嫌いやみったらしく指を折って数えていたが、やがて途中で飽あきたとでもいうように手を広げた。


　彼がここまで突っ込んでくるのは初めてだった。達郎が和希を狙ねらっていることはとっくの昔に知っていたものの、今までは基本的に何を言うでもなく傍ぼう観かんしていたのだ。あくまで基本的には、なので、今日のように当てこすりは何度か口にしてきたが、今日ほどではなかった。


「仕方ないだろ。せめてそのくらいの年になってからでないと、バレたときの言い訳が出来ないからな」


「旦だん那な様にですか？」


「いや、亡なくなった奥様にだ」


「なるほど、確かに鶴つるの一声でしたからね」


　おとなしい世間知らずのお嬢じよう様さまだったが、可か憐れんな容姿に見合わない頑がん固こさがあり、和希に対する愛情が何よりも優先する人だった。そして彼女を深く愛していた武志は、彼女の言うことならばおおよそ何もかも受け入れていた。たとえば彼女が、達郎と和希の関係を知ってそれを不快に思ったら──普ふ通つう、思うはずだ──、この屋や敷しきから達郎を追い出すように頼たのんだかもしれない。その場合は間違いなく実行されていたはずである。


　高校生のうちに手を出さなかったのは、「誑たぶらかしている」という印象がどうしても強くなるからだ。それ以前は幼すぎて、さすがにどうこうする気にもならなかった。


　とにかく自分でも呆あきれるほどの長期計画は、佐和子の死によって、さらに半年ほど先へと延ばされることになってしまった。


「喪もが明けた途と端たんに口説くんだと思ってましたけど、何をぐずぐずしてるんです？」


「社長がいなくなったせいに決まってる」


「ああ、なるほど。それで、私にまで仕事を回し始めたんですね。和希さんを口説く時間を作るために」


「たまにはこういう仕事も楽しいだろう？」


「涙なみだが出るほどね。私はこれでも忙いそがしいんですよ。あんたがいろいろと厄やつ介かいなことを押しつけてくるもので」


　高城の仕事は単なる執しつ事じ役に留とどまらない。今回はデータを整理し、そのときに応じた判断を下し、ある程度の形になったものを達郎に伝えるという、社内の人間がやるようなことを頼んであった。そして以前から、社外において達郎の手足、あるいは目となっているのも事実だった。忙しいというのは本当だから、達郎は何も言い返さなかったが、かといって殊しゆ勝しような態度も取りはしない。


「会社に入って秘書になれって言ったのを断ったのは誰だれだ？」


「性しように合わないんですよ」


「だったら諦あきらめろ」


「まったく人使いの荒あらい……」


　うんざりしたような口調なのに、その顔は笑っている。文句を言っている割に、本当はさほど不満などないのを、達郎はよくわかっていた。
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「……やっぱ怠だるい……」


　ベッドの上にぺたりと座り、和希は気け怠だるさから溜ため息をついた。


　ある程度の量の酒を飲んだ翌日は大たい抵ていこうで、達郎にはそういう体質なんだろうと言われているが、それを理由に控ひかえるほどのつらさではなかった。


「おはよう」


「あ……おはよ」


　ソファではすっかり身み支じ度たくを整えた達郎が朝刊を読んでいた。これもよくあることで、和希が早く目を覚ます日には、部屋で一いつ緒しよに朝食を摂とることもあった。今日は残念だったが、夕食は一緒にと言われているからいいだろう。


「えーと、今日は現地集合なんだよね」


「ああ、中でね」


「やっぱスーツ着て行ったほうがいいかな」


「気にすることはないよ。嫌きらいなんだろう？」


「うん……じゃ、やめる」


　主しゆ催さいはササモトだが、和希は会社に関かかわっているわけでもないのだから、恥はずかしくない程度の格好で許されるだろう。


　途端に気が楽になったものの、怠さは相変わらずで、和希はふぅと溜め息をついた。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　達郎は新聞を畳たたみ、心配そうに近づいてくると、大きな手で和希の額に触ふれた。よくわからなかったのか、もう一度確かめるようにして、今度は顔を近づけてきた。


　思わず目を瞑つぶってしまう。見慣れているはずの顔だが、やはりこんなにアップになられるとどうしていいかわからなくなる。


　心臓が跳はね上がり、自然と顔が赤くなった。


「どうした？」


「な……なんでも……や、その……なんか、照れちゃって……」


「毎晩一緒に寝てる仲なのに？」


　笑いながらの言葉は、多分に和希をからかってのことだ。真ま面じ目めで優やさしいだけでなく、ときどき達郎は今みたいに揶や揄ゆしてくるが、それはけっして不快なものではなかった。


「それとは違ちがうよ。でも、やっぱこの年になって一緒に寝るのは変だよね」


「別にいいんじゃないか。特に何も問題はないだろう？　それとも好きな相手にバレたら困るのかな？」


「えっ……？」


　虚きよを衝つかれて、和希はまじまじと達郎を見つめた。


「いないの？」


「……いない」


　大学生にもなって、彼女はおろか、恋こいすら自覚したことがないのが実情だった。今の和希にとって誰よりも好きな相手は間違いなく達郎だが、それは恋だとか家族愛だとかいうカテゴリー分けを超ちよう越えつしたところにあり、他ほかの誰とも比べることは出来ないばかりか、それ以外のどんな人たちも、達郎より大きな存在になることはなかった。佐和子がいなくなってからは、なおさらだった。


　けれども達郎のほうは、きっと和希だけじゃない。大事に思ってくれていることも、甘やかしてくれていることも知っているが、交友関係が広い分、彼の心を占しめる和希の割合はきっと小さいだろう。


　好きな人だっているかもしれない。いや、達郎ほどの男が恋人を持っていないというほうがおかしいと思う。いまだに達郎の恋人という存在を見たことはないし、話にも上ったことはないが、遅おそくなる日のうちのいくつかは、仕事でなくてプライベートという可能性だってある。


　そう思ったら、急に嫌いやな気分になった。


　だが深く考える前に、達郎が口を開いた。


「大学に可愛かわいい子や綺き麗れいな子はいるだろう？」


「え？　ああ……いるけど、お母さんほどじゃない」


　当然のように答えたら、達郎がくすりと笑った。どういう意味だろうと無言で問いかけると、長い指先が和希の頰ほおに軽く触れてきた。


　それだけで体温が上がった気がした。


「つまり、自分より可愛くて綺麗な子はいないってことかな？」


「え……えええっ！　ち、違っ……そういう意味じゃないってば……！」


「確かに和希は可愛いけどね」


　こんな至近距きよ離りで見つめながら頰に触れて、うっとりするほど甘い声で囁ささやくのは反則ではないだろうか。


　耳まで赤くなった和希を見て、達郎はまた面おも白しろそうに笑った。


　これはきっと自分をからかっているのだ。そう悟さとり、和希はムッと口を尖とがらせた。


「からかって楽しい？」


「本心だよ。和希より綺麗な顔をした子は、そうそういないと思うよ。おかげで目が肥えて仕方ない」


　それを言うなら、和希だって達郎より男前だと思う人間を見たことがない。口に出すのは恥ずかしいから、告げるつもりはなかったけれど。


　和希は思い出したように達郎から離はなれ、故意に横を向いて言った。


「どうせちっとも男っぽくないよ。身長だって高二の測定のときから変わってないし、体重だって増えないし、筋トレしたってちゃんと筋肉つかないしっ」


「……したのか？」


「っ……」


　はっと息を飲んで、和希は再び赤くなる。


　実のところ、密ひそかに自室で腹筋やら腕うで立たて伏ふせやらをしていたことがあったのだ。しかしやり方がまずかったのか体質なのか、筋肉痛になるばかりで効果は表れず、やがて挫ざ折せつしてそれっきりになったのだった。


　達郎は堪こらえきれない、といったように喉のどの奥で笑っている。横を向いているのが、せめてもの礼れい儀ぎのようだった。


「わ、笑わなくてもいいじゃないかっ……」


「いや……悪い……」


「全然悪いって思ってないよ、それ！」


　和希はむくれて自室に戻もどってしまおうとした。怒おこったというよりは、恥ずかしさに逃にげ出したかったというのが大きかったかもしれない。


　だがベッドを降りる前に、達郎の腕に捉とらえられた。背中から抱だきすくめられるような格好に、思わず硬こう直ちよくした。


「俺が悪かった。ほら、機き嫌げん直して」


「ひゃ……っ」


　耳元で甘い声がして、とっさに首を竦すくめてしまう。こんなに近くで達郎の声を聞いたのは初めてだ。


　力が抜ぬけて、少し前まで抱かかえていた気持ちなんて吹ふき飛んでしまった。


　長い腕だ。和希の身体からだなんて、すっぽりと収まってしまっている。温かく包み込んでくれる腕に安心感を覚えながらも、ひどく落ち着かない気分になるという相反した状態になった。


「和希？」


「あ……えっと、スーツが皺しわになっちゃうし……っ」


　逃げるようにして達郎の腕の中から出て、困ったように笑う。実際、和希は自分の思いがけない反応に困こん惑わくしていた。


　幸い、スーツにはみっともない皺は寄っていなかった。


「えーと……あ、着き替がえてくる」


「ああ、俺はそろそろ行くよ。じゃ、ホールでね」


「うん」


　一いつ緒しよに部屋を出て、ドアの前で左右に別れることになる。


　ふと頭の隅すみに残っていたことを思い出し、和希は広い背中に声を向けた。


「達郎さんはいないの？」


「うん？」


　立ち止まり、身体ごと振ふり向いて彼は笑えみを浮うかべた。


「好きな人」


「いるよ」


　間かん髪はつ入れずに帰ってきた答えに、和希は大きく目を瞠みはった。


　いて当然。そう思っていたはずなのに、いざ肯こう定ていされてしまうと動どう揺ようして、何を言ったらいいのかわからなくなった。


　立ち尽つくす和希に、達郎は続ける。


「とても大事な相手だよ」


「そ……そう……なんだ」


　和希はパジャマの裾すそを握にぎりしめ、達郎の足あし下もとあたりを見ていた。どうしても顔が上げられなかった。


「ずっと前からね」


「……結けつ婚こん、しないの……？」


　黙だまって近づいてきた達郎は、和希の髪かみをくしゃりと撫なでて、少し屈かがんで顔を覗のぞき込んでくる。


「寂さびしい？　それとも、ヤキモチかな？」


「なっ……」


「冗じよう談だんだよ」


　宥なだめるようなキスを額に落とし、達郎は笑った。


「た、達郎さん……」


「和希のことに決まってるだろう？　他に大事な相手なんていないよ。和希のことで手いっぱいで、結婚は出来そうもないな」


　もう一度軽く髪を撫でて、達郎は踵きびすを返した。


　廊ろう下かに彼の姿がなくなるまで、和希は身動きが取れなかった。


　慌あわてて自室に戻り、ほとんど使ったことのないベッドにダイビングする。ますます混乱し、頭の中がごちゃごちゃになっている。


　冗談、というのは、何に対してなのだろう。好きな人がいると言ったことなのか、ヤキモチと言ったことなのか、あるいはキスに対してなのか。あの言い方だと、どう取ったらいいのかわからない。まるで告白のようにも聞こえたけれど、単に和希は手が掛かかって恋こい人びとを作る余よ裕ゆうもない、と言っているようにも聞こえた。


　いずれにしても、心臓がうるさいくらいに暴れて、どうにも落ち着かなかった。


「なんだよ、もう……」


　顔の火ほ照てりが治まらないし、気になって仕方なくて、じっとしていられない。


（変だぞ、オレ……）


　昔から達郎のことは大好きだったけれども、こんなふうにドキドキしたり、触さわられて意識したりということはなかった。きっと達郎が変なことを言ったからだ。とても甘ったるい声で可愛いだなんて言ったり、好きな人がどうのと言ったり……。それも耳元で囁くように、唇くちびるが耳みみ朶たぶに触ふれるような近くで。


　抱きすくめるようにして腕を回してきたのもいけない。あんなことを女性にしようものなら、一いつ瞬しゆんで落ちてしまうに違ちがいなかった。和希などは男だというのに、心臓の音が聞こえそうなほど落ち着かない気分になったのだから。


　和希が知らなかった達郎だった。


（恋人には、あんなふうなのかな……）


　胸の奥にちくりとした不快感がある。痛みというほどではないが、小さな棘とげが刺ささったような嫌いやな感じだ。


　兄のような存在を誰だれかに取られるのが嫌なだけだ。子供じみた独どく占せん欲よくにすぎない。そう言い聞かせていないと、とんでもない可能性に行き着いてしまいそうだった。











　紹しよう介かいされるたびに、和希はにこやかな笑みを浮かべて丁てい寧ねいな挨あい拶さつと、そして当たり障さわりのない言葉を口にした。


　コンサートが終わってもすぐには帰れないことは覚かく悟ごしていたが、こんなにも次から次へと人が来るとは思っていなかった。そもそも会場内で主しゆ催さい者しやとして達郎が紹介され、その場で立ち上がって挨拶──会え釈しやく程度だったが──をするということも和希は知らなかったのだ。


　ササモトホールはクラシックやオペラが公演される会場として、もっとも有名なところの一つだと言えるが、和希はさほど興味がない。クラシックは普ふ段だんからほとんど聴きかない音楽だったし、聴いていると眠ねむくなるからだ。幸いにして今日は緊きん張ちようしていたから、眠気を誘さそわれることはなかったけれども。


（でも、格好良かったな……）


　主催者として挨拶する達郎の堂々とした立たち居い振ふる舞まいに、和希は驚おどろきながらも見み惚とれてしまった。そして誇ほこらしいと思った。


　なのにあのときの高こう揚よう感かんは、今は見る影かげもなく萎しぼんでいる。


　目の前では和希にはよくわからない話が続けられていた。紹介され、少しだけ言葉を交かわした後は、もうひたすら黙っているのが和希の役目だった。口を挟はさもうにもついて行けないし、そもそも積極的に話したいという気持ちもないからだ。


「それにしても、珍めずらしくお連れの方がいると思ったら社長の坊ぼつちゃんでしたか」


「たまにはと思いまして」


「まぁでも、安心したんじゃないですか。今日いらしたお嬢じようさん方は。ああ、それと年とし頃ごろの娘むすめさんをお持ちの方もね」


　話し相手の男性は、そう言って意味ありげな笑みを浮かべた。


「どうでしょうね」


　達郎がさらりと流すと、相手はそれ以上の言げん及きゆうはやめ、挨拶と共に立ち去っていった。


　彼が言わんとしていたことは和希にだってわかっている。達郎を結婚相手にと望む女性、あるいは娘むすめ婿むこにと望む人は多いのだろう。それは当然のことだと思う。ササモトという企き業ぎようを手中に収めていく人だし、充じゆう分ぶんに力量もあり、見た目だって申し分ない。


　わかりきっていたことなのに、今さらのようにそれが気になってしまった。


　何人目かの話し相手としてやって来たのは、親子連れだった。武志と同じくらいの年の紳しん士しが、若い女性を伴ともなって現れた。どうやら全国展開しているコンビニエンスストアの社長とその令嬢らしい。


　型通りの紹介と挨拶が終わると、社長はまじまじと和希の顔を見つめてきた。


「お母さんによく似ておいでだ。おとなしいんだね」


「ええ。和希はこういう場に慣れてないので、引っ張り出すのに苦労するんですよ」


「そういえばパーティーにもいらしてませんね」


　娘の呟つぶやきに曖あい昧まいに頷うなずきながら、和希は早くこの場から立ち去りたいとばかり願っていた。特に人見知りというわけではないが、笹本家の一人息むす子ことして人前にいるのは苦手だった。


　このホールに入ってきたときもそうで、和希の顔を知っている会社側のスタッフが席まで案内してくれようとしたが、まだ入らないからとやんわり断った。仰ぎよう々ぎようしく連れられて中に入り、人の注目を浴びるのが嫌だったからだ。一人で中に入ろうとドアをくぐり、自分が座るべき席のほうを見たとき、結局和希は足を止めることになった。すでに隣となりの席の達郎は来ていて、和希の知らない初老の男性と話をしていたからだ。招待客の中の一人だったようだが、挨拶するのが鬱うつ陶とうしくて、開演ぎりぎりまでロビーの隅でぼんやりと下を向いて立っていた。和希の顔を知っている者がいても不思議ではないので、見つからずに済むのであればそうしたかったのだった。


　公おおやけの場に笹本和希として出て行く機会はほとんどない。それは和希が嫌がっているのを武志が知っているので、無理を言わないからだ。会社には関かかわらないと宣言していることだし、特に必要はないだろうと判断してくれたのである。


　佐和子が武志と再婚したことは、和希にとって幸いなことばかりだったが、唯ゆい一いつといっていい難点が大企業トップの御おん曹ぞう司しになってしまったことだ。


　ご令息とは言っても、和希は武志にとって亡なくなった妻の連れ子であり、人がそれを羨うらやんでいることは知っている。武志に兄弟はいないし、両親もすでに亡くなっていて、遺産を相続出来ない遠い親しん戚せきは、和希のことをあまりよく思っていないらしい。だから達郎は、やたらと和希の身辺について神経質になっているのだろう。


　達郎という後こう継けい者しやがいてくれて本当に良かったと思う。和希にはとてもじゃないがササモトを継つぐことは出来ないし、またそのつもりもないからだ。


「この後も仕事かね？」


「ええ、残念ながら」


　苦く笑しようまじりに答える達郎に、和希は危あやうく表情を変えてしまいそうになった。終わったら食事をしようと言っていたのに、予定が変わってしまったのだろうか。


　だがそれならそれで仕方ない。わがままなど言えるはずもなかった。


「ぜひご一いつ緒しよしたかったんですけど……」


　この女性が達郎を見る目は、とても熱っぽい。好意を隠かくすことなく、うっとりとして達郎を見つめていた。


　今まで意識していなかっただけで、達郎には常に秋波が送られていたのだろう。そしてやがてはその中の誰かの手を取り、結婚してしまう。


（そんなの、嫌だ……）


　自分だけの達郎ではなくなってしまう。それどころか、達郎は和希の知らない誰かのものになってしまうのだ。血の繫つながりもなく、もちろん友人ですらない自分たちの関係が、ひどく脆もろいものに思えてきた。


「和希、行くぞ」


「あ、うん」


　ようやく解放されたらしく、達郎は和希を連れて足早にホールを立ち去った。後のことは秘書がやってくれるようだった。


　ここまで送ってくれた運転手は、言われた通りに帰してしまっている。達郎もそうらしいので、二人はタクシーに乗って予約した店へと向かった。


「付き合わせて悪かったね」


「それはいいけど……さっき仕事って言ってたの噓うそ？」


「仕事と言えば、引き下がるからな。今日は和希と約束していたし」


　自分を優先してくれたことが単純に嬉うれしい。今まで当たり前に思っていたことが、本当はそうじゃないと気づいてしまったから余計にそうだった。


　到とう着ちやくした店はホールから車で五分ほど走ったところにあった。何を出す店かはよくわからないが新しいビルの上層階にあり、ほんの少し薄うす暗ぐらい店内に様々な年ねん齢れい層の客がいた。


　和希たちは一つだけ切り離はなされたようになっている席に通された。背の高い観葉植物が壁かべになり、他ほかの客から見えない席だった。


「今日はジュースだぞ。後で話があるからな」


「話？」


「家に帰ったらね。明日の予定は？」


「ないよ。いつもの週末」


　当然だと言わんばかりに和希は答えた。週末は達郎も家にいてくれることが多いので、彼と長く一緒にいられる貴重なときだ。そこにあえて用事を入れる気など和希にはないのだった。


　やがて和希の前にはジンジャーエールが、達郎の前には赤いワインが置かれる。


　グラスを持つ長い指や、ワインを飲むたびに動く喉のどの動きに、和希は自然と目を奪うばわれる。やけに官能的で、胸が騒さわいだ。


　だがじっと達郎を見ているうちに、和希は眉まゆをひそめた。達郎が少し疲つかれているように見えるのは、何もテーブル上のキャンドルのせいばかりではないだろう。


「大だい丈じよう夫ぶ？」


「何が？」


「うん……なんか、ちょっと疲れてるみたいに見えるから」


「ああ、急に仕事がね。すぐに慣れるよ」


　笑ってくれるのは和希に心配を掛かけないようにするためだ。わかっているから、和希の気分は晴れなかった。


「何かあったら言ってよ？　達郎さんに何かあったら困るよ」


「はいはい」


　本気で相手にしてくれないのが悔くやしくて、ジンジャーエールを睨にらむように見つめる。グラスの中で細かい泡あわが綺き麗れいに弾はじけていた。


　ことり、とグラスが静かに置かれた。


「後のことはね、高城に頼たのんであるよ」


「……え？」


「俺が死んだ場合、あるいはそれに準ずる何かがあった場合、だ。和希に一番いいようにしてあるから」


「な……何、言って……なんで達郎さんが、そんなこと考えんの……？」


　武志ならばまだわかるが、達郎はまだ三十になって何年も経たっているわけではないのだ。もちろん人には何があるかわからないけれども、和希は自分が死ぬことなど考えてもいなかった。


　茫ぼう然ぜんとする和希に、達郎は微ほほ笑えみかける。


「具体的にどうこう言っているわけじゃないんだ。ただ、俺の中には常に漠ばく然ぜんとそういう思いがあってね」


「どうして……？」


「俺の父は三十六で亡くなったんだ。自分でもくだらないと思うんだが、父親が亡くなった年に近づくのが少し怖こわいんだよ」


「そんな……だって、お父さんはお父さんじゃないか」


「わかってるよ。でもね、こういうのは理り屈くつじゃない。もちろん自分がそれ以上、生きられないなんて思ってるわけじゃないぞ。ただ、つい自分の年と父親の年を比べてしまうだけだ」


　その感覚がよくわからなかった。たとえば和希は佐和子が亡くなっても、その年を意識したことなどなかった。それは男親と女親の違ちがいかもしれないが。


「父も事業に失敗しているんだ。人が好よくてね、結局はそれで失敗したようなものだ。だから、俺は父のようにはならないと決めてる」


「そうなんだ……そっか」


　達郎が自分の話を──そして亡くなった家族の話をするのは珍めずらしいことだった。ましてここまで話してくれたことは初めてだ。


　和希を大人として認めてくれたみたいで、少し嬉しかった。











　家に入ったとき、出で迎むかえた高城の様子は少し変だった。


　珍しく困こん惑わくを表に出しているのは、つまり隠すつもりがないというだけだが、それにしても滅めつ多たに見られない態度であることは間違いなかった。


「何度か電話をしたんですがね」


「ああ、切っておいたんだ。食事の邪じや魔まをされたくなかったからな。で、どうしたんだ？」


「実は夕方、旦だん那な様からお電話がありまして……今日の夜、ある人物が二名ほどこちらに来ることになっているから、仲良くやってくれと」


「……どういうことだ？」


　達郎の顔が怪け訝げんそうに歪ゆがむのは無理からぬことだった。そもそも親戚付き合いもなく、滅多に人を呼ばない武志が自分の留守中にゲストを招くとはどういうことなのだろうか。


　疑問に答えることなく、高城は和希たちを促うながした。


「とにかく、お一人はいらっしゃってますので、どうぞこちらへ」


　応接間には、青年が一人座っていた。二は十た歳ちを過ぎてはいるだろうが、そう和希と年は離れていなさそうで、ずいぶんと綺麗な顔をしていた。和希のような甘い顔立ちではないし、ほっそりとはしているが、もう少し背も高くて、どこか作りものめいた印象があった。


（美人……）


　男にその形容はどうかと思ったが、すんなりそんな言葉が出てきてしまう。よく出来た人形みたいだった。


　彼は和希と達郎の顔を見ると、さっと立ち上がって綺麗にお辞じ儀ぎをした。


「こちらは、河かわ村むら享あきらさんです。そして先ほどお話しましたが、この方が当家のご子息、和希さん。そして会社を任されております、長谷部です」


　事情も何もわからなかったが、とにかく和希は紹しよう介かいされるまま挨あい拶さつをする。それは達郎も同様で、隙すきのない立たち居い振ふる舞まいを見せた。


　享という青年はとても礼儀正しく、姿勢もよくてしぐさまで綺麗だった。


「その……どうやらこの方は旦那様のご子息のようです」


「えっ？」


　和希は大きく目を瞠みはり、思わず高城の顔をまじまじと見つめた。


　頭の中でゆっくりと意味を咀そ嚼しやくしながら、次に達郎の横顔を見たが、やはりそこには驚きよう愕がくの表情があるだけだった。もっとも達郎の場合はわずかに目をすがめ、探さぐるように享を見ていたけれども。


　やがて達郎はふうっと息を吐はき出して、軽く和希の肩かたを叩たたいた。


「座ろう。高城、説明してくれ」


　和希は啞あ然ぜんとしたまま、達郎に促されてソファに座った。向かいには享がいて、緊きん張ちようした面おも持もちで、ちらっと和希に目をやってきた。


「まずはこれをご覧ください。享さんがお持ちになったものと、旦那様の書しよ斎さいに置いてあった書類です。電話で隠かくし場所を指示されて私が取ってきたものです」


　渡わたされた手紙に宛あて名なはなかったが、確かに武志の字で、今日の七時に笹本家を訪ねるようにと書いてあった。そして書類には、写真付きで、確かに享は笹本の子であること、今まで認にん知ちはしていなかったが、養育費は払はらっていたということ。そして二ヶ月ほど前に享の母親が亡なくなって、彼に身寄りがなくなったので、佐和子の喪もが明けるのを待って家に呼んだ……などの説明が書いてある。


「これに従って七時に享さんはお見えになられました。読めばわかるでしょうが、お年は二十二歳で、大学四年生です。奨しよう学がく生せいで、来年からは……その、ササモトの系列会社への就職が決まっているそうです」


「……それはつまり、社長の計らいで？」


　問いかけは享本人に向けられたもので、彼は細い顎あごを縦に小さく振ってから口を開いた。


「まだ母が生きている頃ころに、知り合いの紹介だと言われてたんです。そのときは知らなかったんですけど、亡くなったとき、いきなり弁護士さんが現れて事情を聞かされました。それで、喪が明けるまでは待って欲しいと……」


「まぁ、そういうことらしいですよ」


「つまり隠し子だな」


「ええ。まさに隠していらしたようですね」


　運ばれてきたお茶が全員に行き渡り、また応接間に四人だけになると、達郎は冷静な口調で言った。


「ところで、社長は二人……と言ったんだな？」


「そうです」


「まさか、そっちもなのか？」


「でしょうね。その下にもうお一人分の書類がありますから」


　二人、という言葉に和希はまたもや驚おどろかされることになった。あらかじめ客の人数は聞かされていたが、二人とも隠し子だとは思いもしなかった。


　享も知っていることなのだろうかと考えながら彼を見ると、彼はアーモンド形の目をわずかに瞠っていた。


　その様子を見ていた高城は、納なつ得とくした様子で頷うなずいた。


「ご存じないようですね。まぁ、お母様が違うそうですから」


「……二人……」


　頭の中がくらくらしてくる。実の父親ではないせいか、子供がいたという事実そのものへの衝しよう撃げきは大きくないのだが、では母親に言ったことは噓うそだったのかと思うと、たまらなく悔しくなってくる。


　自分は身軽だから、何も問題はない。自分たちが死んだ後、私財はすべて和希に渡り、管理は達郎がやってくれるから安心できる。とにかく和希のことは大だい丈じよう夫ぶだから、と言って結けつ婚こんしたのだ。


「旦那様に、いくつか確認をしておきました。ちなみに今後は、よほどの緊きん急きゆう事態でもない限り仕事以外の電話には出ないとおっしゃっていましたよ。要するに、自分が留守にしている間に、上う手まく収めておいてくれ、という意味でしょうね」


　不意に高城が口を開いた。やや呆あきれた口調なのは当然のことで、和希だったらその無責任さに怒ど鳴なっていたかもしれなかった。


「なるほどね……逃とう避ひ行こうも兼かねていたわけだ」


「まずは和希さんに伝言です。子供がいると知ったら、奥様が結婚してくれないと思ったので黙だまっていたそうです。その後は言うに言えなかったということらしいですよ」


「…………」


　理解はしたが納得はできず、和希は自分の手元を見つめたままでいた。それをいちいち宥なだめる男ではなく、高城はさっさと次の話に移っていった。


「もうお一人は槇まき将しよう吾ごさんとおっしゃって、二十五歳だそうです。享さんだけ呼ぶのは不公平だから、とおっしゃっていました」


「僕より年上なんですか……」


「そうです。お兄様ということになりますね。認知するかどうかはまだわからないそうですが、まあ和希さんにとってはお兄様がお二人出来たようなものですか」


　兄、と言われて和希はまじまじと享を見つめた。向こうも同じような気持ちだったのか、しっかり目が合ってしまった。


　心中は複雑だ。騙だまされていたような気分だが、享は何も悪くないのだし、印象はけっして悪くなかった。もちろん血の繫つながりがあるわけではないけれど、家族が増えるのは嫌いやなことではない。


　戸と惑まどっているのは同じらしく、どちらからともなく視線を外した。


「それで、彼らはここに住むのか？」


「旦那様はそれを望んでいらっしゃいました」


「わかった。部屋の準備は？」


「用意させました。もうお一人は、いらっしゃるかどうかわかりませんが」


「後は頼たのむ。念のために電話をしてみるよ。おそらく本当に出ないだろうけどな」


　苦く笑しようしながら立ち上がった達郎は、和希に視線で行こうかと促した。


「享さんと、ちょっと話したいから」


「そうか」


　少し意外そうだったが達郎は和希に笑え顔がおを向け、享には先に退室する非礼を詫わびてから自室に向かった。


「私も外しましょう。お話が終わったら呼んでください。長谷部の部屋にいます」


　気を利きかせたのか単に面めん倒どうだったのか、高城もすぐに出て行ってしまい、応接間には二人だけが残ることになった。


「ええと……あの、これからよろしくお願いします」


「いや、こちらこそ。でも、いいのか？」


「だって、当然の権利じゃないですか。いきなりだったから、ちょっと驚いちゃったけど……。お父さんもちゃんと言っておいてくれれば良かったのに……なんか雰ふん囲い気き悪いですよね、ごめんなさい」


「歓かん迎げいしろってほうが無理なんじゃないか。僕も、まさか家の人に話が通っていないとは思ってなかったけど……」


　小さく嘆たん息そくするのは、彼自身もこの状じよう況きように参っていることを感じさせる。いきなり見も知らない人たちのところへ行き、初めて訪おとずれる家で暮らせと言われたのだから、戸惑いや緊張があるのは当たり前だ。まして家にいるのは赤の他人ばかりなので、本来ならば頼たよりにするはずの実父は遠い異国の海の上だ。


「お父さんも丸投げしちゃうなんてずるいよね」


「……どんな人？」


「え……あ、そうか、会ったことないんだっけ……」


　問いかけてくる顔はとても真しん剣けんだった。実の父親のことなのだから、知りたいと思うのは当然で、きっと今はまだ表に向けたプロフィールしか得ていないのだろう。


「ええと……実はあんまりよくわからないんです。オレ……あ、僕がこの家の子になったのは八年前だし、一いつ緒しよにいる時間はそんなになくて……。あの、うちの事情は聞いてますか？」


「さっき、高城さんから。いいよ、普ふ通つうに喋しやべって。敬語も使うことないしね」


　少しだけ表情が柔やわらかくなったことに、和希は少し嬉うれしくなる。もし武志が享を認知すれば、義理とはいえ享は兄になるのだ。仲良く出来るに越こしたことはないだろう。


「なんか、変だよね。血の繫がった享さんはずっと別の場所で暮らしてて、赤の他人のオレと達郎さんがお父さんと一緒に暮らしてたなんてさ」


「君はれっきとした息むす子こだろ？」


「籍せきは入ってるけど……」


　後ろめたい気分になってしまって和希は溜ため息をつく。だが悪いのは武志だということもわかっていた。まだ現れないもう一人が生まれたときも、そして享が生まれたときも、どちらも武志は独身であり、責任を取ろうと思えば出来たはずだったのだ。なのに養育費の支払い以外のことをしなかったうえ、いざ呼んでもこの様だ。


　彼は一いち途ずに佐和子しか愛さなかったと信じていたのに。


「僕こそ申し訳ないと思ってる」


「え？」


　きょとんとして尋たずねると、享は苦笑しながら続けた。


「君やお母さんを騙してたようなものだし……」


「それはお父さんで、享さんはちっとも悪くないよ」


　本心だったから、和希は笑えみを浮うかべて言った。本当なら生まれた頃ころからここで暮らしていたかもしれない人なのだし、二ヶ月前に母親を亡なくしたばかりと聞いたら、自分の身に置き換かえて、しんみりとしてきてしまう。


　それを見て、享はかすかな笑みを浮かべた。


「来てみてよかったな」


「……？」


「本当は迷ったんだ。今さらだと思ったし、反発もあったし──子供じゃないんだから、一人でだってやっていけたし」


「でも、一人じゃ寂さびしいじゃん」


　なんの気なしに口にした言葉に、享は虚きよを衝つかれたような顔をして見せた。それからしばらくして、「そうなのかもしれない」と呟つぶやいた彼は、すっかり冷めてしまった紅茶をじっと見ていた。











「不満そうですね」


　揶や揄ゆするように言った高城には目も向けず、達郎は脱ぬいだ上着をソファの背に放ほうり出した。


　予想を裏切ることなく、武志は電話に出なかった。世話係によれば、「賑にぎやかでいいじゃないか」などと言っていたらしく、それを聞いたときはさすがに目をすがめてしまった。目の前にいたら、嫌味の一つや二つ言っていただろう。


「仕方ないな。この家は社長のものだし、俺は赤の他人だからな」


「調べますか？」


「必要ない。本当に子供だろうがそうじゃなかろうが、社長が認めているなら同じことだ。それに、わざわざ火種になりかねないのを二人も呼んだんだ。伊だ達てや酔すい狂きようじゃないだろう」


　最初から疑ってもいないが、真しん偽ぎのほどはどうでもいいのだ。


　それよりも重要なのは、同じ家に二人もの人間がやってくるということだ。一人はまだ不明だが、少なくとも享は住むつもりでいるようだ。そして和希がやけに興味を持っていたことも引っかかった。


　二ヶ月前に母親を亡くしたという理由が大きいのだろうが、そればかりでもなさそうだ。


「残念でしたね、せっかく口説こうとしていたのに」


「まったくだ」


「旦だん那な様はかなりの面食いらしいですね。あの方もきっとお母様似でしょう。ちょっと見ないくらいの美人でしたし」


「なんだ、あの手が好みか？」


「申し分のない美び貌ぼうですよね。和希さんと並んでいるところなどは、いい目の保養になりましたよ」


　にっこりと笑いながら、高城はどちらともつかない答えを口にする。その様子に真剣味はまったくなかった。もっとも彼の好みや性せい癖へきなどは達郎にとってどうでもいいことの一つで、要は和希が対象から外れていればそれでよかった。


「それはともかく、面倒なことになりましたね」


「ああ……。認にん知ちしていないのは、遺産相続でトラブルを起こさないためなんだろうな」


「今後はどうなさるか、わかりませんよ。お二人のお子さんが安全だと判断すれば、認知なさるかもしれません」


　含ふくみのある言葉の意味はわかっている。


　たとえば武志の実子の人間性が最悪だと仮定した場合だ。相続の権利を得た後、取り分を増やすために他ほかの相続人をなんらかの方法で排はい除じよすることだって考えられる。武志が残すのはそれだけの資産なのだ。だが権利を得ないうちは、おかしな真ま似ねもしないだろう。


「彼は大だい丈じよう夫ぶだと思いますけどね。金目当てという感じではなかったですよ」


「やけに肩かたを持つんだな」


「冷静な判断です。私情は一いつ切さいありませんよ」


　淡たん々たんと告げられる言葉と内線電話の音が重なった。応対に出た高城はすぐに部屋を後にし、入れ替かわるようにして和希がやって来た。


　やけに嬉しそうに見えるのは思い過ごしではないだろう。


「話が弾はずんでいたみたいだな」


「え、いや……うーん、弾むっていう感じじゃないんだけど……うん、でもいろいろ話したよ。あの人も、他に親しん戚せきとかいないって言ってた。僕には達郎さんやお父さんがいてくれたからいいけど、享さんは一人だったんだよ」


　どうやらすっかり懐かい柔じゆうされているらしい。人見知りはしないが、人ひと懐なつっこいわけでもない和希にしては珍めずらしいことだった。


「もし認知することになったらどうする？」


「どうって……」


「いいのか？」


「だって、お父さんの子供なんだから当然だろ。達郎さんは、嫌いやなの？」


「そんなことないよ。今までの分も、よくしてあげないとね」


　達郎は笑顔を作って和希を隣となりに呼び寄せ、心にもないことを口にする。だがこちらの言葉を微み塵じんも疑っていない和希は安心したように愁しゆう眉びを開き、享と話したということをいろいろと報告し始めた。


　今日のところは諦あきらめたほうがよさそうだ。和希は笑顔を浮かべているものの、子供がいた事実を武志に隠かくされていたということはショックだったはずだ。少なくとも今日はこれ以上、和希を混乱させることはない。


（まったく、とんだ邪じや魔まだ……）


　さすがに武志に恨うらみ言ごとの一つでも言いたくなってくる。電話に出ないと言うならば、皮肉を文面で届けるくらいはしておきたいものだった。


　このうえ、もう一人現れるかもしれないとは頭が痛い。


　かくなるうえは、和希を連れて生活の場を移してしまおうか。達郎の名義で買ったマンションの存在は武志も知らないが、二人で住むのに充じゆう分ぶんな広さがある。


　後は適当な理由だ。


　和希の話に相あい槌づちを打ちながら、達郎は上う手まい理由はないかと考えを巡めぐらせていた。




　　　　４







　二人目がやって来たのは、翌日の午後のことだった。


「槇将吾様とおっしゃる方がお見えです」


　天気がよくて暖かいからと、テラスでお茶を兼かねた昼食を摂とっていると、訪問者を告げる声が聞こえ、高城が応対に出て行った。


「享さんのお兄さん……なんだよね」


「……そうなるな」


　享は素っ気ない言い方をしているが、異い母ぼ兄けいに対して興味と期待があることは間ま違ちがいなさそうだった。


　和希はちらりと二階の窓を見る。一いつ緒しよにお茶をしてくれればいいのに、達郎は片づかない仕事があると言って自室に閉じこもったままだ。だが二人目の息むす子こが来たとなれば下りてくるだろう。


　間もなくして高城が連れてきた青年を見て、和希は目を瞠みはった。


（すげー……真っ黄っきー……）


　髪かみは金色で、前髪がうるさそうに長い。ひょろりとして背が高く、ミュージシャンふうと言えばそうだが、ホストっぽいと言われればそんな感じにも見えた。指にはシルバーのごついリングが二つはまっていて、耳にはやはりシルバーのリングピアス、首にも大流行したドッグタグをしていた。


　顔立ちは少し武志に似ているような気がする。女性受けしそうな顔だが、和希が今まで接したことがないタイプだ。


「ご紹しよう介かいを……」


「いいよ。自分たちでするから、達郎さんを呼んできて」


「はい」


　高城がいなくなると、和希は立ち上がって小さく頭を下げた。


「笹本和希です」


「ああ、お前が連れ子か。和希ね。ふーん、可愛かわいいな」


「な……」


　いきなりの「お前」呼ばわりに面めん食くらい、和希は目を瞠ってまじまじと青年を見つめた。しかも呼び捨てだった。


　ほんのすぐ近くに立つ将吾は、達郎や高城くらい背が高い。


「可愛い弟で嬉うれしいぜ」


「わっ……」


　ぎゅっと抱だきしめられた途と端たんに、柑かん橘きつ系の香かおりがふわりと鼻び腔こうをついた。いきなりのスキンシップに、どう対応していいのかわからなかった。


　高城を伴ともなって現れた達郎が、こちらを見て驚おどろいた顔をしている。だが彼が何か言うより早く、不ふ機き嫌げんそうな享の声がした。


「挨あい拶さつくらいしたらどうなんだ？」


「あん？」


「二十五にもなって、挨拶もろくに出来ないのかって言ってるんだ」


「誰だれだよ、お前」


「あ、あのっ……河村享さんていって、将吾さんの弟だから。昨日からうちに……」


「へぇ……俺以外にもガキ作ってやがったんだ？　ふーん、腹違いの弟かよ……なんだ、ちっとも似てねぇな。男にしとくのもったいない美人じゃん」


　じろじろと不ぶ躾しつけに享を眺ながめ、将吾はつまらなそうに鼻を鳴らした。


　享が不快そうに顔を歪ゆがめるのも無理もない。何しろ血が繫つながった兄との初対面だったのに、口にしたのは顔のことだけだった。どういった環かん境きよう下かにいたのかは不明だが、異い母ぼ弟ていを前にしても将吾に感かん慨がいはないらしかった。


「怒おこった顔、ぞくぞくするくらいいいね」


　にやにやと笑うばかりの将吾に、享はますます表情を険しくする。和希を抱きかかえる腕うでもそのままだ。


　均きん衡こうを破ったのは達郎だった。


「初めまして、留守を預かっております長谷部です」


　いくぶん硬かたい声に、睨にらみ合っていた二人の気が逸それた。笑みを浮うかべながら近づいてきた彼は、将吾に向かってやんわりと言った。


「どうぞそちらへお掛かけください。和希も自分の席に」


「う、うん」


　ようやく緩ゆるんだ腕から抜ぬけ出して、和希は元の場所に着席した。テラスのテーブルは大きく、椅い子すの数も充分だった。


　追加のお茶と、和希たちの替えのお茶がテーブルに並ぶと、待っていたように達郎は言った。


「てっきり、昨日お見えになるんだとばかり思っていましたが」


「勝手に日時を指定されたって、こっちにも都合ってもんがあるんだよな。で、親おや父じってのはどこにいんだよ？　留守を預かるって言ったよな、つまりいねぇのか？」


「社長は旅行中です」


「ふざけやがって……」


　チッと舌打ちをする将吾の気持ちもわからないではない。おそらく昨晩聞いた享への接し方と大差ないのだろうから、彼もずっと放ほうっておかれたのだろう。


　テーブルの上に、武志が書いたであろう手紙が叩たたきつけられた。


「拝見していいかな」


「勝手にすれば」


　達郎は手紙を手に取り、中の便せんを取り出した。封ふう筒とうは上が手で破られていて、ハサミか何かで綺き麗れいに切られていた享への手紙とは対照的だった。


　和希は横から覗のぞき込み、小さく頷うなずいた。書いてあることは享への手紙と大差なかった。


「で、どうする？」


「居座ったところで金取らねぇんだろ？」


「もちろん」


「だったら居座るさ。住むとこねぇからちょうどいいや」


　住むところがないと言いながら、将吾の態度には悲ひ壮そう感かんもないし、困こん惑わくしている印象もない。どうして平然としていられるのか和希には不思議でならなかった。強がっているわけでも、無理をしているようにも見えないからだ。


　まじまじと将吾を見ていると、目が合ってニヤリと笑われた。


「何？　俺のこと気になっちゃう？」


　慌あわてて目を逸らし、和希は曖あい昧まいに笑ってごまかした。見たことがないタイプへの興味は確かにあるが、それを口にするのは失礼だとわかっていた。


　どちらかというと、この家の人たちはもの静かなタイプが多かった。新たに加わった享にしても口数はそう多くなく、喋しやべるときも淡たん々たんとしていたし、雰ふん囲い気きも落ち着いている。だが将吾はまったく違ちがっていて、たとえば今もきょろきょろと視線を動かしたり椅子を揺ゆらしたりと、落ち着かないことこの上なかった。


「なぁ、いろいろ聞かせろよ。知りたいこと、山ほどあんだよ」


　その言葉に異存があるわけもなく、それから夕方になって冷えてくるまで、テラスで長い話が始まった。











　窓から庭を眺めて、達郎は小さく舌打ちする。


　日当たりのいい芝しば生ふの上に、和希と将吾と享の姿があった。ときどき迷い込んでくるどこかの飼い猫ねこをかまって、ひどく楽しそうだ。外で食べられるようにサンドイッチを作ってもらい、まるでピクニックをしているようだった。


　ランチを外で食べようと言い出したのは将吾で、それに和希が頷き、享を誘さそった結果の光景なのだそうだ。高城の話によると、和希は二人を打ち解けさせようとしているらしい。何も言いはしないが、そういった気き遣づかいが見えるという。


　確かに達郎から見ても、享はあまり将吾が好きではないらしい。なのに一いつ緒しよにいるのは、和希と二人きりにさせておくのが心配だからだろう。どちらかと言えば愛想のない青年なのだが、和希に対しては表情や態度も柔やわらかいようだ。


　そして将吾は、和希を可愛いと言って憚はばからず、抱きついたり軽く叩いたりと、スキンシップが激しいが、それを享に向けている様子はなかった。享にも思い出したように揶や揄ゆしてみたりしているらしいが、少なくとも悪意ではないようだ。


「微ほほ笑えましいですねぇ……」


　同じように庭を見ていた高城が、まるっきりの棒読みで呟つぶやいた。本当にそう思っているかどうかは怪あやしいものだ。


「とりあえず、兄弟らしいからな」


「行かないんですか？」


「これに目を通し終わって、まだあそこにいるなら顔くらい出すさ。とりあえず、お前の苦労に報むくいないとな」


「ありがとうございます。徹てつ夜やをした甲か斐いがありますね」


　さほど嬉しくもなさそうに言う高城だが、徹夜はおそらく本当だ。


　実は昨日の午後から、高城は達郎の指示で将吾のことを調べていたのだ。自じ称しようバーテンダーの将吾は夜の活動が多く、夜中でも情報を得ることは出来たという。それによると将吾は現在、どこにも勤めていないらしい。


「要するに無職だな」


「気が向くと知り合いの店に入っていたようです」


　住む場所がないと言っていたのも、どうやら今まで友人や知人──要するに広義の意味の遊び相手だろう──のところを泊とまり歩いていたからだという。


　ついでに高城は窓口になっていた弁護士からも、将吾と享に関するデータを手に入れてきた。それを見る限り、享にはまったく問題がなさそうだった。大学でも成績は優ゆう秀しゆうで、真ま面じ目め。悪い評判もなく、欠点は人付き合いが極きよく端たんに悪いところらしい。


　問題は将吾だった。高校中退はいいとしても、以後定職にもつかず、ヒモのような生活を送っていることは褒ほめられない。だがそれよりも遥はるかに問題なのは、将吾が女だけでなく男とも付き合える質たちだということだ。


「ずいぶんと派手らしいな」


「でもまぁ犯罪歴はないですから」


「あってたまるか」


　庭では、和希の膝ひざに乗った猫の喉のどを将吾が撫なでている。少し離はなれたところで本を開いている享は、ときおり和希が話しかけると本から目を離して何か答えているようだ。遠くから見たら、仲の良い兄弟と言えなくもなかった。


「結構、懐なついてますよね」


「そうだな」


「珍めずらしいんじゃないですか。誰だれかさんの教育の賜たまもので、和希さんは近寄ってくる相手を警けい戒かいしますからね。さすがに旦だん那な様の実子には、通用しませんでしたが」


「財産目当てという警戒は無意味だからな。実際はどうか知らないが、少なくとも和希にとってはね」


「別の意味での警戒も、叩き込んでおいたほうがよかったんじゃないですか。掌しよう中ちゆうの珠たまに傷でもつけられたら大変ですよ」


　もっともらしい忠告をくれてはいるが、実際にそうなったとしても、高城は少しも心を動かさないはずだった。


　将吾がやたらと和希に触ふれることに、果たして意味はあるのか。


「ああ、そうだ。さっき見かけたんですが、メイドに手を出そうとしていましたよ」


「将吾か？」


「ええ、もちろん丁てい重ちようにお断りしていましたけどね。私の教育がいいので、そのあたりはきっちりと」


「無節操な男らしいな」


　和希に悪い影えい響きようがなければいいが、と思う。いや、それよりも、その無節操さが和希に向けられることが心配だった。


「ああ、はしゃいじゃって……よっぽど嬉うれしいんでしょうね。ああやって、誰かとじゃれ合うのも初めてなのかな」


「あの男……何を考えていると思う？」


「さぁ、あんたと私のことは気にくわないと思っていそうですけど」


「だろうな」


　最初に目が合ったときの一いつ瞬しゆんの表情からもそれは感じ取れた。挑いどむようでいて反はん抗こう的な、どこか子供っぽい怒いかりを感じたのだ。それは達郎個人に向けられたものだったかもしれないし、武志に向けるべき感情だったかもしれない。いずれにしても、昨日以来、会えば睨にらむような目をされているのは事実だ。


「あの二人へは、どうでしょうね。少なくとも和希さんのことは、かなり可愛かわいがってると思いますよ」


「純じゆん粋すいな好意だといいんだがな」


　窓から目を難し、達郎は再び報告書に目をやった。


　まさか和希が自分以外の他人に懐くとは思っていなかった。それもここまで短期間にだ。それが正直な気持ちだが、高城の前でそれを口にするつもりはない。


　やがてすべての文面に目を通し、高城に視線を向けると、彼は恭うやうやしく礼を取った。


「では、私はこれで」


　出て行く高城を見もせずに、達郎は再び窓の外を眺ながめた。











　将吾の話は面おも白しろいと思う。


　それはあまりにも和希の知らない世界の話だからかもしれないが、将吾の話し方もあるに違いなかった。


　いろいろやったというアルバイトの話や、面白い友人の話。どれもが和希には考えられないことばかりだった。広い交友関係に驚おどろかされ、学生時代の話もフィクションの中でしかあり得ないと思っていたことが現実にあるのだと知った。


「半分くらいになっちゃうんだ？」


「だって午後は遊ばなきゃ」


「え、だって授業あるし……うちの高校でそんなことになったら大おお騒さわぎだよ」


　目を丸くして思わず近くにいる享を見ると、彼は肩かたをすくめて呆あきれたような顔をしていた。享は公立の進学校を出ているから、そういったことはなかったのだろう。


　話を聞きながら、和希はときおり顔を上げ、ある方向に視線を向けていた。


　達郎はちっとも部屋から出てこない。ランチに誘ったのに、仕事があるからと言って断られてしまったのだ。


（こういうの、嫌きらいなのかもしれないな）


　自分が好きだからといって、相手もそうだとは限らない。第一、達郎が外でサンドイッチを食べるなんて想像も出来ないし、本当は仕事なんかではなく、このシチュエーションが彼を遠えん慮りよさせた可能性だってあった。


　窓に人ひと影かげはない。ガラスはすべて特とく殊しゆなものであり、内側からはほとんど透とう明めいだが外からは暗く映って見えにくいものなのだ。中に照明が灯ともる夜ならばともかく、この時間ではそれも難しいだろう。


「どうしたんだよ、和希」


「あ、うんなんでもない」


「もしかして、あいつのことか？　なんだっけ……長谷部とかいう」


「う、ん……こんな日まで仕事なんて大変だなと思ってさ」


「あの男が会社を動かしてるのか？」


　将吾も和希の視線を追うように、二階のある部分の窓を見やった。だがすぐに飽あきたとでもいうように和希に目を戻もどした。


「お父さんがいなくなっちゃったから大変なんだって」


「親おや父じねえ……豪ごう華か客船で世界一周とはいい気なもんだぜ。だいたい息むす子こが二人もいるのに、赤の他人引き取って会社継つがせてるんだから、よっぽど俺たち使えねぇと思われてんだな。なぁ、そう思わねぇか？」


　いきなり声を掛かけられて、享は最初自分に向けられた言葉だとは思わなかったようだ。やがて彼はじっと将吾を見つめた後で、ぼそりと呟つぶやくようにして言った。


「実際、僕にはササモトを動かすことなんて出来ないけどね」


「やってみなきゃわかんねぇだろ。あの男より上う手まくやれたかもしれないしな」


「それは……どうかなぁ……」


　和希は控ひかえめにぽつりと呟いた。


「なんだよ、やっぱあいつの肩持つのかよ」


「だって、達郎さんはほんとに凄すごいんだよ。若手の中でも注目されてるし、達郎さんのアイデアで、いくつも成功してるし」


　達郎の話になると熱弁を振ふるってしまうのはいつものことで、一日早くここへ来た享は、夜中まで和希の達郎自じ慢まんに付き合わされていた。だから今も、あくまで好意的な意味合いのものだったが苦く笑しようをこぼしている。


「お前、やたらとあの男に懐いてるよな。よくまぁ、あんなのに……」


「あんなの……って……だって、達郎さんは優やさしいし、いつもオレのこと心配してくれてるし、当然じゃん」


「優しい……？　そりゃ、お前だけにじゃねぇの？　つーか、優しいやつが、人をあんな目で見んのか？」


「だからあんなってなんだよ」


　さすがにムッとして和希は将吾を睨み据すえた。昨日会ったばかりの人間に、達郎の何がわかるというのか。そんな気持ちでいっぱいだった。


「顔は笑ってんだけどさー、なんか違ちがうんだよな」


「考えすぎだよ。将吾さんが達郎さんのこと気に入らなくて、それで変なふうに見えるんじゃないの？」


「これでも人を見る目は確かだぜ」


「だったら、もっとちゃんと達郎さんのこと見ればっ？」


　声を荒あらくすると、膝ひざの上で丸くなっていた猫ねこが驚いたように逃にげていき、享の元へとすり寄っていった。


　猫に手を伸のばしながら、享は故意に音を大きく立てて本を閉じた。


「見るからに胡う散さん臭くさそうな男が家の中に入ってきたんだから、そういう目で見たとしても仕方ないんじゃないか？　それでも隠かくし子だって言われれば、歓かん迎げいの態度は取らなきゃいけない立場だろうし」


「胡散臭いってのは俺のことか？」


「そう聞こえるならそうなんだろ」


「ま、確かに享チャンは真ま面じ目めで優ゆう秀しゆうな大学生だしな。親父は俺には就職の世話なんてしてくれなかったぜ」


「ああ、それで拗すねてるのか」


　納なつ得とくしたように呟く享を、将吾は目をすがめて見据えていた。おそらく今のはけっして外れていなかったのだろう。


　将吾の視線など意に介かいしたふうもなく、享は猫を抱だき上げて撫なでていた。


「まったく、可愛くねぇな。取り澄すましやがって。こんな弟なんて欲しくなかったぜ」


「ようやく気があったな。僕も、あんたみたいな兄がいるって知って絶望したくなったよ」


「てめー、犯おかすぞ」


「低てい俗ぞく」


　和希を間に置いて、出会ったばかりの異母兄弟たちが悪あく辣らつな言葉を投げ合っている。身の置きどころがない、というのが正直な気持ちだったが、そんな様子に気づいてくれたのは、やはりと言おうか、享だった。


　享は和希と目を合わせ、バツが悪そうに苦笑した。


「ごめん。俺はそろそろ戻るけど、和希はどうする？」


「うん、オレも行く」


　なんとなくこの場に居づらくなっていたこともあり、和希は享に続いて立ち上がった。抱いていた猫は、地面に下ろされた途と端たんに自分の家があるほうへと歩き出していた。


　将吾はそれを眺めているだけで、立ち上がる気配もなかった。


「じゃ、先に戻ってるから」


　一応は声を掛けたが、返事もなかった。


　家に入り、メイドに片づけを頼たのんでから、和希はふっと息をついた。


「享さんは達郎さんのことどう思ってる？」


「どうって、別に……警けい戒かいされてるなとは思うけど」


「警戒……」


「さっきも言ったけど、それは当然なんだ。僕たちはまだ認にん知ちもされていないし、父親に会ってもいない。君は気にしていないらしいけど、普ふ通つうだったら財産の問題とかいろいろで、揉もめごとになるところだよ。何しろササモトの社長なんだから」


「だって、お父さんの資産て、三分の一になったとしてもすごい額だよ。それに、オレはほんとの子供じゃないし……」


　むしろ申し訳ないとさえ思ってしまう。たとえば同じく他人でも、達郎は会社にとって必要な人間であり、すでに個人資産も相当なものだが、和希は佐和子のおまけで武志の子供になったようなものなのだ。


「和希は欲のない子だな」


「享さんだって、別に欲しがってなさそうじゃん」


「わからないよ。そういうふりをしているだけかもしれない」


　とても本気とは思えないことを口にして、彼は与あたえられた部屋に入って行こうとする。部屋は同じく二階だが、和希たちとは少し離はなれている。客間だったところだから、それなりに使い勝手はいいだろう。


「ちょっと、一いつ緒しよにいてもいいかな」


「いいけど……長谷部さんのところに行かなくてもいいのか？」


「仕事みたいだから」


　それは言い訳だった。達郎と距きよ離りを置こうとしている自分がいることに、和希は気づいてしまっている。


　大事な人がいると言われたことが影えい響きようしていることはわかっていた。今までのように達郎に依い存ぞんしきっていると、自分だけのものでないとはっきり突つきつけられたときに、相当なショックを受けてしまうだろう。


　享と将吾が来たことは、和希にとってちょうどいいタイミングだと言えた。


　部屋に入ってすぐに、和希は二人分のお茶を頼んだ。


「享さんは、将吾さんのこと嫌きらい？」


「関かかわり合いになりたくないタイプかな。和希は、平気そうだな」


「面おも白しろいし……それに、悪い人じゃないと思うし。達郎さんのこと言われたときは、ちょっとムカついたけどね」


　それだって後に引くようなものではなかった。将吾の内面がなんとなく見えた後だからなおさらだ。


　和希が好きな人たちなのだから、みんな上手くやってくれればいいのにと思う。


（あ……お父さんもそうなのかも……。丸投げはどうかと思うけど……）


　小さく嘆たん息そくして、和希は椅い子すに腰こしかけた。




　　　　５







　仕事から帰って自室に戻もどり、達郎は上着とネクタイをソファに放ほうり出した。


　最近、苛いら立だっているのは自覚していた。仕事でミスを犯すほど甘くはないつもりだが、顔に余よ裕ゆうがないと高城には指し摘てきされている。


（当たり前だ……）


　今までとは生活のパターンが変わってしまったのだ。ここのところ、和希はずっと自室で眠ねむっている。急にどうしたのかと問い正したら、「もう大学生だから」とか「享たちに知られたら恥はずかしいから」という答えが返ってきて、以来、ますます和希は達郎を避さけるようになってしまった。確かに筋が通っていたこともあって、黙だまって引き下がるしかなかったが、大学生になったのは半年も前のことだったから、納得はしていなかった。


　和希は明らかに達郎と距離を置こうとしている。果たしてそれが和希自身の判断によるものなのか、誰だれかに何かを吹ふき込まれてのことなのかはわからない。いずれにしても、ここ一週間ほど──つまり、二人の息むす子こたちがやって来てからというのは間ま違ちがいないことだった。


　今までのように和希といられなくなったことは、自覚していた以上に達郎にとって応こたえることだったようだ。


　向けられる瞳ひとみに自分が映っていることに心が安まり、必要とされることでいかに満たされていたかを思い知った。


　この数日、様子を見ていたが、そろそろきちんと話し合ってもいい頃ころだろう。


　時計を見て、達郎は隣となりの部屋へ向かった。ドアをノックして少し待つものの反応はなく、もう一度軽くノックしてからドアを開けてみた。


　部屋の中に和希の姿はなかった。風ふ呂ろだろうかと思ったが、バスルームが使われている形けい跡せきもない。


　ならば、と達郎は客間の一つをノックした。


　ややあって、内側から静かにドアが開き、享は意外そうな様子で達郎を見上げてきた。


「遅おそくにすまないな。和希が来ていないかな」


「いえ……」


　享は眉まゆをひそめて隣部屋に目をやった。心配そうな顔をしているのは、彼の中になんらかの懸け念ねんがあるせいだろう。


「すまなかったね。おやすみ」


　達郎はすぐに部屋の前から離れたが、享はドアを閉めることなくこちらの様子を窺うかがっていた。和希のことが気になっているのだろうが、そこには純じゆん粋すいな心配しかないように思えた。好意はあるようだが、それは達郎が懸念する類たぐいのものではなかった。


　ドアをノックすると、間もなくしてうるさそうに将吾が現れて、達郎の顔を見るなり露ろ骨こつに不快そうな態度になった。


「なんだよ」


「和希が来てないかな」


「いるけど、寝ねちまったよ。明日の相談してるうちにな」


　将吾がそう言いながらドアをさらに開けると、和希が椅子に凭もたれて眠っている様子が見えるようになった。ビールの缶かんがテーブルに載のっているから飲んだことは確かだろうが、眠ってしまうほどの量には見えなかった。


「飲ませたのか」


「未成年に飲ませるなって？　冗じよう談だんだろ、今どき大学生にそりゃないだろ」


　呆あきれたような、あるいは非難するような声だったが、達郎は無視して部屋に入った。咎とがめるように制止されたが、聞くつもりもない。


　和希に近づくと、実に平和そうな顔をして寝入っているのがわかった。安心しきった様子を将吾の前でも見せていたのかと思うと、醜みにくい嫉しつ妬とがふつふつと湧わき上がってくるようで、冷静さを纏まとうのにひどく苦労しなくてはならなかった。


「何もしていないだろうな」


「したよ。キスだけね」


　軽い口調に、達郎は目をすがめた。将吾には背中を向けているから顔は見られなかっただろうが、気配としては伝わったかもしれない。


　冗談か本気かもわからない言葉だというのに。


「可愛かわいい顔して寝てるから、ついな」


「ふざけるな……」


「あんた、やっぱ和希から聞いてるのとは違ちがうな。あいつ、あんたのことベタ褒ほめすんだけど、それって騙だましてんのか？　それとも俺に対してだけそうなのか？」


「和希に害のある人間には容よう赦しやしないだけだが？」


「俺は害があるってのかよ」


　心外だと言わんばかりの将吾を、達郎は冷ややかに見つめた。ついキスをした、という将吾を責められる身でないことは百も承知だった。


「君の無節操さが、和希に向かわないとも限らないからな」


「いくら俺でも、その気もないやつを相手にするほど不自由してねぇよ」


「だったら、うちのメイドたちにも手を出すのはやめてもらおうか。もちろん外から連れ込むのもだ。セックスしたいなら、泊とめてくれる相手のところへ行けばいい。いくらでもいるんだろう？」


「ふーん……外から連れ込まないで、メイドじゃなきゃいいのか？」


「和希に手を出したら、どんな手を使ってでも君を排はい除じよするから、その覚かく悟ごをしておくんだな」


「排除、ねぇ……意味が広いよなぁ。和希にあんたがそう言ってたって教えても、問題ない範はん囲いの言葉だよな。やっぱ、あんたって俺が思ってた通りの人間なんじゃねぇの？」


　鼻を鳴らしながら将吾は納なつ得とくした様子を見せたが、必要以上に相手になってやる気はなく、達郎は和希の身体からだをそっと抱だき上げた。


　この件で焦あせる必要は何もない。将吾が何を言ったところで、和希は信じないだろう。それだけの信しん頼らいは得ているはずなのだ。


「明日、和希と遊びに行く約束したから邪じや魔ますんなよな。ちなみに、和希は享を誘さそう気満々だったけど」


「問題のある場所じゃないなら、和希の好きにさせるさ」


「へぇ……そうなんだ。じゃあさ、一つ聞きたいんだけど……たとえば俺が享に手ぇ出したら、どうすんの？」


「合意なら俺が口を出すことじゃない」


「和希だと問答無用で『排除』なのに？　それって、単に個人的感情ってやつだろ」


「成人しているかしていないかの違いだよ」


「どうだか」


　まったく本気にしていないのは伝わってくるが、知ったことではなかった。そもそも達郎ですら詭き弁べんだと思っているくらいなのだ。


　仮に将吾が享を無理に犯おかしたとしても、達郎はさして心を動かすまい。気の毒だとは思うだろうが、それだけだ。


　おそらく自分はどこかがおかしいのだろうと、達郎は思っている。和希以外の人間に対しては、たとえ武志だろうと佐和子だろうと、そして高城だろうとも、感情的な部分が動かされることはないのだから。


　和希を抱いたまま器用にドアを開け、廊ろう下かへ出ようとした達郎は、背中でうんざりしたような声を聞いた。


「ここは虫の好かねぇ野や郎ろうばっかだぜ。血の繫つながった弟は人の顔見りゃケチつけてくるし……優やさしいのは和希だけだな」


「嫌いやなら出て行くことだ」


　立ち止まることも振ふり返ることもせずに言い放つと、吐はき捨てるような声が背中にぶつけられてきた。


「冗談じゃねぇ。居座ってやるよ」


　返事はしないで部屋を出ると、気き遣づかわしげな顔で享が立っていた。ドアを開けていたから会話だけは聞こえただろうが、将吾の言葉を気にしている様子はなかった。少なくとも表面上はそうだ。


　近づいてきた享は黙ってドアを閉めて、そのまま後ろを歩いてきた。そうして和希の部屋のドアを開けてくれた後、きちんとメイクされたベッドの上うわ掛がけ布ぶ団とんをカバーごと捲めくった。


「ありがとう」


「いえ。何か他ほかにすることがあれば……」


「いや、いいよ。助かった」


　いつも和希に接しているように言葉を掛けると、享は黙だまってぺこりと頭を下げて部屋を出て行く。ほっそりとした後ろ姿に、先ほどの将吾の言葉を思い出した。


　なるほど、享ならば抱いてみたいという男がいても不思議ではない。だが達郎が思うのはそれだけだった。


　ドアが静かに閉まり、二人だけが残される。ベッドに腰こしを下ろして、さらりとした和希の前まえ髪がみをかき上げた。


（確かに外で飲むなとは言ったが……）


　要するに自分以外の人間と飲むな、という意味だったのだが、和希には言葉通りでしかなかったらしい。


　この無防備さが達郎の前だけでなかったことが、こんなにも口くち惜おしいとは思わなかった。可愛くて仕方ないのは曲げようもない真実なのに、将吾の前でもこんな姿を晒さらした和希を憎にくらしいとさえ感じる。


　理り不ふ尽じんな感情であることは承知していた。


「悪い子だな……」


　いっそこのまま最後まで抱いてしまおうか。そうして和希を正気づかせ、この想おもいをぶつけてしまおうか。


　たとえ拒きよ否ひされようが泣かれようが、きっと自分はやめたりしないだろう。


　大事すぎて、思い切れないできた。失うことを恐おそれているから無理をしたくなくて、慎しん重ちようになりすぎていた。


　和希を失うことは、心を失うのと同じだ。


　それは想像するだけでも足あし下もとを掬すくわれるような恐きよう怖ふだった。もしそうなったとき、自分がどうなるのか、そして何をするのか、想像もつかない。


　最初はもっと軽い気持ちだったはずだ。懐なつかれて可愛いと思い、慕したわれて愛いとしいと思った。あくまで知り合いの子供として。


　なのに気がついたときには、誰だれよりも何よりも大切な存在になっていた。だがそれだけではなく、欲しくて欲しくて、たまらなくなっていた。


　持て余すほどの独どく占せん欲よくと凶きよう暴ぼうな衝しよう動どうを抑おさえながら、和希の信頼と好意を受けるに足る人間であり続けてきた。すべてを奪うばい、食くらい尽つくしたいという欲求を、笑え顔がおの下に隠かくすことにも慣れてしまった。


　大切に思う心もまた本物だから、余計に質たちが悪い。今ではもうどれが本当の自分なのかわからなくなったほどに。


「和希……」


　手を首に滑すべらせ、達郎はそのまま服の中に入れようとした。だが深く息を吐き出して、手を自分の身体に引き寄せる。


　今、手を出してしまったら、コントロールが利きかなくなるだろう。それは和希を傷つけ、下手をすれば彼を失うことにもなりかねない。


　理性で以もつて衝動を抑え、達郎は静かにベッドから離はなれた。


　危あやういところまで来ている自分に、彼ははっきりと気づいていた。











　昼前に達郎の部屋を訪ねた和希は、休みであるはずの達郎がスーツを着ていたことに目を瞠みはり、用意した言葉を飲み込んでしまった。


　一いつ緒しよに……なんて、とても言えなくなった。


「もう出かけるのか？」


「あ、うん……」


　どうやら昨晩のうちに、遊びに行く約束のことは達郎まで伝わっていたらしい。将吾の部屋で眠ねむってしまった和希を部屋まで運んでくれたらしいので、それも当然だろう。


　達郎は腕うで時計をはめながら時間を確かめている。


「仕事？」


「ああ、ちょっとトラブルがあってね。謝罪とフォローに出向かないといけなくなった」


「そっか……大変だね。じゃあ、行ってくる」


「楽しんでおいで」


　いつものように穏おだやかに笑う達郎は、あれ以来、何も言ってこない。どうして急に一緒に寝ねなくなったのかと問われて、あらかじめ考えておいた言葉を口にした。それに納得したのか、それとも最初から達郎にとって大したことではなかったのか、ここ数日は何ごともなかったかのように振る舞まわれた。


　和希は黙って頷うなずいてからドアを閉め、階下へと降りていく。リビングにはすでに享がいて、いつものように本を読んでいた。


「浮うかない顔してるな」


「そんなことないよ」


「和希は気持ちが顔に出るよ」


　じっと顔を見つめられると、なんだか何もかも見み透すかされているような気分になって視線を逸そらしてしまう。


「気が乗らないなら、行くのやめるか？」


「いいんだ。気分転てん換かんていうか……家でじっとしてると、ますます余計なこと考えちゃいそうだから」


　気き掛がかりなことがあると白状してしまったようなものだったが、享は追つい及きゆうしないでいてくれた。仮に問われていたとしても、和希は答えられなかっただろう。


　約束した時間を五分は過ぎてから将吾は現れた。家の中だというのに遅おくれてくるあたり、彼のルーズさが窺うかがえた。


「とことん、いい加減な人間なんだな」


「うるせぇな。ほんとに可愛かわいくねぇ……和希を見ろよ。文句一つ言わねぇぞ」


　将吾は長い腕を和希の首に回して顔を寄せてきた。和希のことをやたらと褒ほめ、そして可愛がるのは、享に対する当てこすりだとわかっていた。おそらく見た目と本人の優ゆう秀しゆうさに文句が付けられないので、態度や性格といった部分で攻こう撃げきしようとしているのだ。


　子供みたいだと思う。二は十た歳ちを過ぎた兄弟──果たしてその意識があるのかどうかは不明だが──のケンカとしてはむしろ微ほほ笑えましい。


「呆あきれて何も言えないだけだろ」


「たまには可愛いことも言えよ。あ、それとも俺が和希ばっかり可愛がるから、ヤキモチだったりして？」


　ニヤニヤと笑いながら将吾が言うと、享は心底呆れ果てたというように彼を一いち瞥べつし、くだらない、と呟つぶやいた。それはあまりにもうんざりした様子で、普ふ通つうなら引き下がるはずなのに、めげることなく将吾は和希を放して享に近づいていった。


「照れるなよ、享クン。ほら、お兄ちゃんだぞー」


　後ずさる享をあっという間に腕に抱だき込んでしまうと、将吾は嫌いやがらせに顔をすり寄せ、頰ほおにキスしようとする。


「放せ！　触さわるなっ！」


「なんだよ、暴れんなよ」


　異母兄弟でじゃれ合っている光景を、出かけようとしていた通りがかりに達郎が見ていったが、特に何を言うでなかった。だが目が合ったときに、少し笑っていたような気がした。


　達郎が出かけて少し経たった頃ころ、享は将吾の足を踏ふみつけて腕から逃のがれることに成功した。かなり怒おこっているようだったが、逆に将吾の機き嫌げんはすこぶる良さそうだ。


「可愛いとこもあんじゃん。そうやって、必死になってんのがいいな。黙ってると、お高く止まってる感じだもんな」


「余計なお世話だ。和希、行こう」


「う、うん」


　振ふり向くことなく歩き出した享を追って、和希も歩き出した。今日の目的は映画だから、計画を立てた将吾がいなくても構わない、ということらしい。もちろん笑いながら将吾は付いてきて、ときどき前を行く享にからかうような言葉を投げつけていた。


　仲がいいとは言えないが、悪くもないんじゃないか。


　和希はそう思い始めていた。











「よく考えたら、男三人で映画観みて、茶ーしてるってのは虚むなしくない？」


　今さらのように将吾が言い出したのは、映画館から出た後で近くのカフェに落ち着いて、ずいぶんと経ってからのことだった。この近くまで車で送ってもらった和希たちだったが、すでに運転手は帰している。達郎も将吾と享が一緒だということで、あまり神経質になっていないようだった。


「嫌なら帰れば」


「女じゃねぇけど、綺き麗れいどころだからな、悪くねぇよ。和希は可愛いし、享は黙だまってりゃ文句なく美人だしな」


　そう言いながら、将吾は和希の首に腕を回してくる。人が見ていようとお構いなしだが、しぐさが自然なせいなのか、奇き異いの視線が向けられるということもない。ただし別の意味で、注目は集めていた。


　達郎と一緒のときもそうだが、将吾と享も恐ろしく目立つ。特に将吾は、故意にそうしているとしか思えない立たち居い振ふる舞まいだった。


　スキンシップが激しい将吾だが、彼に抱きしめられようと頰ずりをされようと、和希はなんとも思わない。達郎にはちょっと抱きしめられたくらいで心臓が爆ばく発はつしそうだったのに、将吾にふざけてキスされそうになったときは、げらげら笑って逃にげていた。


「そろそろ行くかー？」


　言いながら立ち上がるものの、伝票を手にするそぶりはない。どうやら出かける前に、享は高城から金を預けられたらしいのだ。最年長の将吾ではなく享を選んだあたりが、高城の信用度を表している。


　レジで会計をしている享に何ごとか言ってから、将吾は和希の手を引いて店の外へ出て、タクシーを拾った。


「待ってよ、享さんがまだじゃん……！」


「享には言ってあるよ。すみません、赤あか坂さかの……」


　押し込められるようにして車に乗せられて、すぐに将吾も目的地を告げて乗り込んできた。ドアが閉まり、ほぼ同時にタクシーは走り出す。


　さすがにこれはおかしいんじゃないかと思った。


「どういうことだよ？」


「実は、会わせたい人がいてさ。お前の、本当の親おや父じさん」


「え……？」


　思いもしなかったことを言われ、和希は言葉を失ってしまう。どうしてここに実父が出てくるのか理解出来なかった。


「二ヶ月前に弁護士が来てから、笹本に関することをいろいろ調べたんだ。そのうちに、お前の親父さんに行き当たってさ……お前が知らないこと、いくつも知ってるぜ」


「オレの知らないことって……？」


「だから、こないだから言ってんだろ。長谷部は、お前が思ってるようなやつじゃないって。俺が言っても信じねぇみたいだから、直接、実の父親から聞きな」


　将吾はそれきり黙り込んでしまったし、和希も何を言ったらいいのかわからなくて、ただ自分の手元だけを見つめていた。


　やがてタクシーは止まり、和希は将吾に連れられて車外へと出た。


　ホテルのラウンジに連れて行かれ、観葉植物でロビーから見えにくい位置に並んで座った。注文すら将吾に任せてぼんやりしていると、やがて懐なつかしい顔がやって来て、和希の向かいに座った。


　会うのは八年ぶりだ。佐和子と離り婚こんしてから、一度も会っていなかったのだ。


「大きくなったな」


　実父──山やま根ね政まさ之ゆきは感かん慨がい深ぶかげに目を細めたが、和希は戸と惑まどいのほうが強くて再会の喜びは湧わいてこなかった。


　かつてこの男から愛情を感じたことはなかった。ひどいこともされなかったし、親としての責任は果たしてくれたが、基本的に彼は和希に対して無関心だったはずだし、佐和子の葬そう式しきにすら現れなかった男なのだ。今となっては誰だれよりも近い肉親だというのに、実感はひどく薄うすかった。


　和希は小さく頭を下げた。


「佐和子によく似ているな」


「……僕の知らないことってなんですか？」


　まっすぐに山根を見て尋たずねてから、和希は視線を将吾に移した。


「俺にしてくれた話を和希にしてやってくださいよ。こいつ、あの長谷部を信じ込んじまってんですよ」


「長谷部を……？」


　怒ど気きを含ふくんだ声で呟いた山根は、それから痛ましげに和希を見つめてきた。同情と哀あわれみを含んだその目がひどく嫌だった。


　それが顔に出ていたのか、気づいたらしい山根はふっと表情を深刻なものに変えた。


「私が事業に失敗したのは、あの若造と笹本のせいなんだ」


「どういう意味？」


「私の会社だったところが、今はササモトの傘さん下かに入っていることを知っているか？」


「え……？」


「名前は変わっているが、一部の役員以外はほとんどそのままで、ササモトの系列会社になっている。つまり、乗っ取られたんだ」


「要するにさ、山根さんの会社はちょっと業績が悪くて、それで立て直しのためにいろいろやってたらしいんだよ。で、そこに付け込まれたっていうか……まぁ、そんな感じ」


「甘かん言げんに乗った私がバカだったんだ。会社は持ち直すどころか、ますます傾かたむいて……後で指示していたのは長谷部だったと聞いて愕がく然ぜんとしたよ。あのとき、あの男はまだ入社もしていなかったからな」


　和希は無意識のうちに小さくかぶりを振っていた。こんなことを言われたところで、にわかに信じられるはずもない。だが和希は当時も今も、会社のことは何も知らないのだ。


「で、めでたく離婚が成立して、親父はお前のママをゲット……ってわけだ」


「あれは……あいつらは、欲しいもののためだったらなんだってする連中だ。和希、お前に渡わたる遺産だって、どうなるかわからないんだぞ」


「……何……言ってんの……？」


「お前、ぽやっとしてるし、長谷部のこと信じ切ってるじゃん。たとえば親父が死んだら、管財人はあいつってことになる。知らないうちに全財産取られるってことだって充じゆう分ぶんあり得うるぞ。どうせ実印も何もかも、あいつが管理するんだろうしな」


「なっ……」


　和希は目を剝むいて将吾を見つめた。怒ど鳴なりたいくらいに言葉があふれてくるのに、あまりの怒いかりに声にならないほど身体からだが震ふるえてしまっている。


「落ち着けよ。冷静になって考えてみろよ。山根さんがやつらの口車に乗って失敗したのは事実なんだぜ。俺と享のことだって親父は隠かくしてたんだろ。本当は長谷部だって知ってたんじゃないのか？」


「そんなこと……」


「あ、出てきたな。和希、ちょっと振ふり向いてみな。声出すなよ」


　訝いぶかりながらも言われるまま振り返った和希は、ちょうどエレベーターから出てきたらしい長身の後ろ姿を見て目を瞠みはった。


　たとえこちらに背を向けていようと見み間ま違ちがえるはずもなかった。今朝、和希はあの後ろ姿を見送ったばかりだったのだ。


　達郎の横には、女性が一人いる。ふと立ち止まって互たがいに顔を見合わせたとき、和希は危あやうく声を上げそうになった。


（あの人……）


　先日、コンサートのときに父親と一いつ緒しよに話しかけてきた女性だった。仕事でトラブルがあったと言って出かけた達郎なのに、一緒にいる女性はビジネススーツではなく、華はなやかな色とデザインのワンピースだ。達郎の近くに秘書の姿は見えないし、第一仕事をしているような雰ふん囲い気きはなかった。


「なんで……」


「要するに、あれだよ。ちょっとした食事……って名目の、見合いなんだってさ」


「っ……」


「お前は知らなかっただろうけど、結構噂うわさになってたらしいよ。向こうのお嬢じようさんも、今日のことを自じ慢まんげに言って回ってたみたいだしな。要するに政略結婚てやつだよ。確かお前には仕事……って言ってたんだよな」


　将吾の言葉が頭の中に反はん響きようしている。


　和希が一番だと言い、結婚は出来ないなんて言ったのは、つい先日のことだ。なのに今、達郎は結婚するかもしれない女性と一緒にいる。トラブルが起きて謝罪とフォローをするなんて、まことしやかな噓うそまでついて。


　本当にそんな気などはないのかもしれない。だがそれならば、会うこと自体を断ればいいではないか。


　何が本当なのか、よくわからなくなってくる。達郎のあのときの様子は、いつも和希が見ている彼と何一つ違わなかったのだから。


　だからといって達郎を疑うことなんて出来ない。長い間ずっと優やさしくしてくれたことを、否定出来るはずもなかった。


　それからの和希は上の空で、何を言われてもほとんど返事をしなかった。


　気がつくと父親は退席していて、元のように二人だけが残された。どうやら父親は再婚相手と上う手まくいっているらしく、以前よりも裕ゆう福ふくになって、年の半分くらいを外国で過ごしているという。何かあれば力になるし、もしものときは自分を頼たよってくれと言っていたらしい。


　せっかくそこまで言ってくれたのに覚えていなかった自分に、和希は笑ってしまった。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


「……あんまり」


「だろうな。お前、あいつのこと信じ切ってるもんな……ショックだろうと思うよ」


　溜ため息をつく将吾からは、本気で心配している様子が伝わってくる。だが自信はなかった。何しろ今まで、達郎の噓を一つも見み抜ぬけなかった和希なのだ。


　疑ぎ心しん暗あん鬼きになってしまいそうだった。


「……将吾さんは何がしたいわけ？　オレにいろんなこと教えるのはなんで？」


「このままじゃヤバイって思ったんだよ。もしかしたら長谷部は、笹本の全部を手に入れようとしてるのかもしれないってさ。親おや父じはとっくに長谷部の操あやつり人形なのかもしれねぇし」


「そんな……だったら、将吾さんたちを呼んだのはなんで？　もし達郎さんが最初から知ってたなら、絶対に阻そ止ししたはずだろ？」


「そうなんだけどさ、ひょっとしたらコントロールしきれてないのかもしれないじゃん。俺たちのことだけ、本当に知らなかったのかもしれないしな。けど、山根さんの言ってたことは本当だぜ。長谷部にしてみればチャンスだったんじゃないのか。その時点では将来会社を継つげるかどうかわからなかったし、養子ってわけでもない。でも笹本に息むす子こが出来て、それを懐かい柔じゆう出来れば、少なくとも遺産は思い通りになる。そのためには……」


「噓だ……っ」


　和希は全身で否定し、それ以上の言葉を拒きよ否ひした。ずっと向けられてきた言葉や視線がまやかしであるはずがない。いい子だと撫なでてくれたことが、打算に裏打ちされていたなんて信じられることではなかった。


　将吾は嘆たん息そくし、冷めきったコーヒーを喉のどに流し込んだ。


「お前、あいつのこと好きなわけ？」


「違っ……」


「あ、やっぱそうなんだ」


　はっきりと突つきつけられて逃にげられなくなった。和希自身でも、もう気づいていたことだったのだ。


「すっかり誑たぶらかされてるよなぁ……無理もねぇけどさ。きっと仕し掛かけられてたんだろ。ただ懐なつかれてるより、そういう関係になっちまったほうが確実だもんな。たとえば和希が結婚したり、他ほかに相談相手とか作られたりすると、やりにくくなるからな」


　かすかにかぶりを振りながら、今の状態に笑えないものを感じていた。実際、達郎は思わせぶりな態度と言葉で、和希の気持ちを今の状態まで導いた。完全に気づかせたのは図はからずも将吾だったが、ここのところ達郎が過か剰じように触ふれてきたのは事実だった。


「もう、やっちゃった？」


「まさか……！」


「あ、そうなの？　意外……とっくにやっちゃってんのかと思ってたぜ。それっぽいこと言ってきたり、したりしねぇの？」


「…………」


「してるんだ？」


　将吾は意を得た、とばかりに目を輝かがやかせた。


「あいつってさ、俺が和希にちょっかい掛けると、殺しそうな勢いで睨にらんでくんだよな。すでに自分のものだって感じ。享に何しても関係ないって顔してるのにさ。俺たちには遺産入るかどうかわかんねぇもんな。とにかく、ちょっと注意したほうがいいぜ。絶対、落とそうとするはずだからな」


　将吾の言葉は、どこか遠くから聞こえているような気がした。











　帰りのタクシーの中で携けい帯たい電話の電源を入れた途と端たんに着信があった。映画を観みたから、そのときに電源を落としたままになっていたのだ。


　表示されているのは享の名前だった。


「はい……？」


『どこにいるんだ？』


「あ、ごめん。やっぱり無断だったんだ？」


　和希が溜め息をつくと、享も電話の向こうで同じようにしていた。怒おこっているのかと思ったが、ただ和希を心配してくれているだけだと知って、少し気持ちが和やわらいだ。


　それからしばらくタクシーに揺ゆられ、家に足を踏ふみ入れた途端、出で迎むかえた享はかなり険しい表情で将吾に文句を言っていた。そして和希には、本当に何もされなかったかと、とても心配そうに尋たずねてきた。謝りながら何もなかったことを報告すると、ようやく享は安あん堵どの息を漏もらし、それでも将吾に対してはかなりきついことを言った。それに対して将吾は、半分くらい冗じよう談だんまじりに反論したり、逆に享をからかっていた。


　達郎からの電話は、部屋へ戻もどる途中にあった。


　緊きん張ちようしながら、それでも電話だからと決心してボタンを押すと、少し焦あせったような声が聞こえてきた。


『途中で享くんを撒まいたそうだな。どこに行ってたんだ？　今は家か？』


　開口一番がそれだったので、和希は虚きよを衝つかれてしまった。


「そうだけど……」


『享くんが心配してたぞ。電話も繫つながらなかったと言っていた』


「それは……映画観たから、電源切ってて……そのままになってただけだよ」


『どういうことだか説明してくれないか？』


　穏おだやかな口調でありながら、そこには有う無むを言わせない強さがあり、尋じん問もんでもされているような気分になってしまう。


　黙だまっている和希に、達郎の声はさらに低くなった。


『言えないのか？』


　今までこんなふうに話されたことはなかった。いつでも達郎の声こわ音ねは、優しく響ひびいていたはずだった。


　和希が知らない一面が確かに達郎にはあるのだ。考えてみれば当然のことで、仕事のときの彼や、他の人の前での彼は、もっと違ちがう顔をするのだろう。たとえば和希だって、達郎の前ではいつも自分を取り繕つくろっていた。いい子だと思われていたかったし、失望させたり、嫌きらわれたりしたくなかったから、学校の友達や享たちの前よりもおとなしくしていた。それは多分に、連れ子の立場によるものかもしれなかったけれども。


『将吾くんと、どこで何をしていたんだ？』


　どこで、に対しては答えたくなかった。自分があの光景を見て、それで傷ついているなんて思われたくなかったのだ。だが何をしていた、の部分には答えられた。


　和希は自室に入り、ドアを閉めながら言った。


「お父さん……山根のお父さんに会ったんだよ」


『山根……さんに？』


　驚きよう愕がくの声音には、それだけでない何かが含ふくまれているように聞こえてしまった。だがそれは多分に先入観によるものかもしれなかった。


『どういうことだ？　どうして将吾くんが山根さんと繫がっているんだ？』


「うちのこと調べてるうちに知り合ったって言ってた。それで、お父さんから聞いたんだ……」


『何を……？』


　達郎の声はひどく硬かたくて、緊きん張ちよう感かんがあった。和希だってそうだから、二人の間には息苦しいまでの空気が流れていた。


「お父さんの会社だったところが、今はササモトの系列になってることとか……失敗したのは、達郎さんたちに乗せられたからだとか……」


　達郎は否定の言葉を口にせず、ただ諦あきらめたように溜め息をついた。


『根本的な原因は山根さんにある。それは事実だよ。それに会社がササモトの傘さん下かに入ることによって、ほとんどの従業員が職を失わないで済んだ。あのままだったら、大量の失業者を出したうえに退職金も満足に払はらえなかったからね』


「でも……事実なんだよね」


『そうだな』


「お父さんに、会社のことで間違ったアドバイスしたのも？」


『……ここでする話じゃないな。帰ったら話すよ』


「仕事、終わったの？」


『いや、もう少しかかりそうだ』


「ふぅん……大変だね」


『そんなことより、山根さんから、どんな話を聞いたんだ？』


　平然と噓うそをつく達郎に、和希の中でかすかな音がした。無条件の信しん頼らいであり、確固たる自信であったものに、亀き裂れつが入った音だった。将吾の言葉をすべて信じたわけではないが、闇やみ雲くもに否定することも出来なくなっていた。


　和希は目を伏ふせて、きゅっと口を噤つぐんだ。


　疑い始めたら際限がない。たとえば達郎が和希に対する接し方を変えてきたのは、武志が家を空けてからだった。


「別に……」


『別にって態度じゃないだろう？』


　溜ため息まじりの言葉は、まるで和希のことを咎とがめているようだった。噓をついていたり、隠かくしごとをしていたのは達郎のほうだというのに、どうして自分ばかりが責められなくてはいけないのか、理り不ふ尽じんに思えてくる。


『全部、戻ってから話そう。少し遅おそくなるが、待っていてくれ』


「……わかった」


　電話を切ってベッドの上に放ほうり出し、和希は大きな溜め息をついた。


　帰宅時間は聞かなかったが、話が出来る程度には遅くならないつもりなのだろう。


　和希は夕食を断って、それからずっと部屋に閉じこもっていた。享が心配して来てくれたが、考えごとがしたいからと説明し、結局ワインとチーズ──チーズは夕食を断った和希を心配してつけてくれたらしい──を持ってきてくれたメイドにしか会わなかった。


　嫌いやな気分を払ってしまいたくて、わざわざアルコールを頼たのんだのに、飲んでも気分はよくならなかった。いつもならふわふわと気持ちがよくなってくるはずだが、頭の中は冷えたままだし、普ふ段だんよりもずっとまずく感じた。


　和希はグラスの中身を小さなピッチャーに戻すと、中身をすべて室内のシンクに捨ててしまった。それが水と一いつ緒しよに流れていくのを見て、和希は溜め息をついた。


　かつてササモトという会社の看板商品だったものだった。山やま梨なしの小さなワイナリーを、武志と彼の父親が二代で現在まで大きくしたのだ。今はワインではなく、飲料水やビールなどが主力商品となっていたが、それも時代の流れだろう。


　和希は流れ続けていた水を止め、ベッドに身体からだを投げ出した。


　時計を見て、また溜め息をついてしまった。とっくに十時を回ったというのに、達郎が帰ってくる様子はない。


　まだあの女性と一緒にいるのだろうか。


「ランチだったはずじゃん……」


　その気がないなら、いつまでも一緒にいる必要はない。それとも別の用事で、遅くなっているだけなのだろうか。


　和希は溜め息をつきながら目を閉じた。


　達郎の帰りが遅いことなど珍めずらしくもないことだ。どこかに泊とまってきたことだって、以前はよくあった。考えれば当たり前のことで、友人と会ったり、恋こい人びとと過ごしたりしていたこともあったはずだ。佐和子の具合が悪くなり、和希が不安定になっていたから、優先してくれていただけなんじゃないだろうか。和希の状態がよくなり、享や将吾という存在が現れたから、もうお役ご免めんだと思って、見合いをする気になったのだろうか。


「そうだよ、訊きけばいいことだし」


　頭の中をもっと整理して、それから達郎に直接尋ねればいいだけだ。全部話そうと言われているのだから、願ったりではないか。ただし達郎を疑ってしまったとか、好きだと気づいてしまったということは、けっして気づかれないように、注意しなくてはいけない。


　達郎にだっていろいろと事情があるのかもしれない。


　あれこれと考え、言葉を組み立てながらシミュレーションをしているうちに、意識が薄うすくなっていくのを感じた。ようやくアルコールが回ってきたのか、単に眠ねむ気けなのかはよくわからない。


　どのくらいの時間が経たったのか、和希はドアが開く音に意識を浮ふ上じようさせた。そういえば、ノックの音がしていたかもしれないと、ずいぶん遅おくれて気がついた。


（なんで……鍵かぎ……）


　マスターキーは存在するけれども、それは緊きん急きゆうの事態でもない限り使用されないはずだから、もしかしたら自分は夢でも見ているのかもしれないと思った。


　誰だれかが近づいてきて、髪かみを撫なでてきた。それが気持ちよくて、意識が再び沈しずみ込んでいく。


　それから唇くちびるに何かが触ふれて、急に息苦しくなった。生き物みたいに入り込んできたものが、口の中で動き回り、冷たい感かん触しよくがパジャマの下に潜もぐり込んできた。胸のあたりを摘つままれ、やわやわと揉もまれて、むず痒がゆいような感覚がそこから湧わき上がってきた。


「っ……ぁ……」


　何が起きているのか理解出来ないまま、ようやく息苦しさが遠のき、和希は空気を求めて忙せわしない呼吸を繰くり返した。


　うっすらと目を開けても、飛び込んでくるのは天てん井じようだけだった。


　胸に暖かく湿しめった感触を覚え、同時に下か肢しに刺し激げきを感じた。


「ぁ……あんっ……」


　知っている、と思った。とろけてしまうような快感を、確かに和希の身体は知っている。初めて感じるものではなかった。


　そして胸で感じる甘さとは違い、下肢への刺激は和希も自らの手で知っている。だがそう経験があるわけではなかった。興味が薄いわけでも、性欲を感じないわけでもなかったが、自じ慰いにはどうにも後ろめたさが付きまとって仕方ないからだ。いつも頭の中は冷静で、こんなものかと思っていた。


　びくびくと腰こしが跳はねそうになる。今まで和希が知っていたのは快感と呼べるほどのものじゃないことを知った。


　和希は大きく目を瞠みはり、自分がされていることをはっきりと認にん識しきした。


「や……っ、やだ……！」


　手足をばたつかせ、切せつ羽ぱ詰つまった声を上げた和希に、達郎は愛あい撫ぶの手を止めて顔を上げた。


　ひどく冷静な、それでいて熱を帯びたような達郎の目が、和希から言葉と身動きを奪うばっていた。頭の中が真っ白になっていた。


　パジャマの前はすべてボタンが外されていて、ズボンも下着ごと脱ぬがされ掛かけている。だが自分の格好を恥はずかしいと思う余よ裕ゆうすらなかった。


「酔よってたんじゃなかったのか」


　達郎は平然とそう言いながら、和希の胸に舌を寄せた。


「やっ……」


　とっさに逃にげようとした身体を力で押さえつけられ、なおも強くそこを吸われた。ただそれだけのことなのに、じんわりとした甘い痺しびれが指先まで伝わっていくようだった。


　和希は全身で暴れるが、体格の違ちがいと、上から体重を掛けられていることにより、自由を取り戻もどせない。だが代わりに達郎も好き勝手には出来ないようだった。


「なんで……っ、こんな……話があるからって、言ったのに……！」


「酔いつぶれていると思ったんだ。そうなったら何を話しても、和希は覚えていないからな」


　だから勝手に人の身体を弄もてあそんだというのは理由になっていない。ましてこんなに嫌がっているのに、達郎は放してもくれないのだ。


　初めて達郎が怖こわいと思った。怖くて、身体が勝手に震ふるえてきた。


「愛してる」


　きつく抱だきしめられ、低い声で耳元でそう告げられたとき、和希の身体は抵てい抗こうをやめてしまった。大きく瞠った目は、達郎の肩かた越ごしに何もない宙を見つめることになった。


　たとえばこんなときじゃなかったら、和希はすんなりとその言葉を信じただろう。好きな人からそう言われて嬉うれしくないはずがない。なのに今は、一方的な行こう為いの言い訳にしか聞こえなかった。まして仕事だと言いながら見合いをしたばかりの男なのだ。


「あ……赤坂のホテルで、お父さんに会ったんだ……」


　息を飲む気配がはっきりと伝わってきた。わざわざ言わなくても、和希があの場で達郎を目もく撃げきしたことはわかったはずだ。


　腕うでが緩ゆるんだ隙すきをついて、和希は思いきり達郎を突つき飛ばした。達郎はバランスを崩くずすこともなかったが、逃げることには成功して、そのまま和希はベッドの上を後ずさる。


「なんで噓うそついたんだよ！　仕事だなんて、大噓……っ」


「噓じゃない。俺にとっては仕事みたいなものだからな。黙だまっていたのは和希に誤解されたくなかったからだ。先方の顔を潰つぶすわけにはいかなくて会ったんだよ。この間、言ったことは本当だ。俺は結けつ婚こんなんてしないし、和希のことが一番大事なんだ」


　慌あわてた様子もなく達郎は言った。


「大事なのに……こんなこと、すんの……？」


　達郎の言葉によると、酔っていたからこそ手を出してきた、ということになり、そこには和希の意思など必要ないようだ。


　これが初めてではないのだろうと思った。身体は確かにあれを知っていたし、以前、酔って記き憶おくをなくした翌日に、和希の身体には無数の赤い点が散らばっていた。あれはもしかしたら達郎がつけたものなのではないだろうか。


「今日が初めてじゃないよね……」


「身体だけでも先に欲しいってのは、許せないか？」


　肯こう定ていの代わりに達郎は問いかけてきた。


　許せるとか許せないとか、そういう問題ではなくて、ただ達郎がそんなふうに和希を扱あつかっていたことがショックだった。


「和希が大人になるまで待とうと思っていたんだ。でも残念なことに、待ちきれるほど人間が出来てなくてね」


　伸のばされてきた手が肩に触れた瞬しゆん間かんに、和希はびくりと身を竦すくませてさらに後ろに退いてしまった。頭で考えて取った行動ではなかった。


　目を瞠る達郎の顔は、俯うつむいた和希からは見えていなかった。


「和希は、俺のことが好きじゃないのか？」


　否定されるとは思ってもいない問い掛けに、和希は答えを返さなかった。頷うなずくことも、かぶりを振ふることも出来なかった。


　混乱して、自分がどうしたいのかもわからなくなっていた。


「どうなんだ？」


　詰つめ寄ってくる達郎から逃げようとした和希だったが、痛いくらいに腕を摑つかまれて、大きく震えてしまう。


「痛いよ……！」


「拒こばまないでくれ。でないと……」


　ノックの音が、室内の張りつめた空気を少しだけ緩めた。


　なのに達郎は腕を放そうとはせず、それどころか和希を引き寄せようとまでしてくる。


「やだっ……」


　達郎が怖くて仕方なかった。優やさしくて穏おだやかだった彼の姿は、今はどこを捜さがしても見つからない。


　ドアを叩たたく音は次し第だいに激しくなってきて、終しまいには身体からだごとぶつかっているとしか思えない音と衝しよう撃げきになった。さすがに怒ど鳴なっている声も聞こえてきて、向こうにいるのが将吾だということがわかった。


　あの様子では諦あきらめることもないだろうし、家の者たちが何ごとかと集まってくるのは必至だ。


　同じ結論に至ったせいか、達郎は嘆たん息そくして和希から手を放すと、ベッドを降りてドアを開けに行った。その間に和希は慌てて自分の格好を整える。


　ロックを外した途と端たん、ものすごい勢いで外からドアが開いた。


「和希っ……！」


「静かにしなさい。家の者が何かと思うよ」


　やんわりと注意する達郎の声はひどく冷ややかで、将吾を見る目はぞっとするほど温度を感じさせなかった。将吾が達郎のことをよく言わないことを、思わず納なつ得とくしてしまうような態度だった。


　将吾はベッドの上の和希を見て、目をすがめた。


「あんたが和希の部屋に入って行ったきり出てこねぇからだよ。ずいぶん長いこと出てこなかったじゃねぇか。何してたんだよ」


「話をね」


「へぇ……和希、ほんとか？」


「う、うん……」


　引きつった笑え顔がおで頷きながら、達郎を庇かばおうとしている自分はなんて愚おろかなんだろうと思った。いくら達郎でも、社長の息むす子こに無理矢理手を出した事実はマイナスになる。会社を追われるようなことはないだろうが、武志の耳に入ったら、普ふ通つうは何もないでは済むまい。


　遅おくれて享が開いたままのドアから顔を覗のぞかせた。将吾が大おお騒さわぎをしていたので、思わず様子を見に来てしまったらしい。


「何かあったんですか？」


「いや……」


　感情を見せない達郎から視線を外し、享は和希に目を向けると、わずかに眉まゆ根ねを寄せてもう一度達郎を見上げた。


　問うような、そして咎とがめるような視線だったが、達郎が答えることはなかった。


　和希は俯いて、両手をぎゅっと握にぎりしめる。


「どうした？　あー、なんだよ、お前なんて顔してんだよ……！」


　無理に笑おうとして失敗した顔は、きっとみっともないくらいに歪ゆがんでいるのだろう。見かねたのか、顔を覗き込んでいた将吾が慌ててベッドに上がり込んできて、ぎゅっと和希のことを抱きしめた。それは宥なだめるためのもので、他ほかの意味合いなどありはしなかった。だから和希も、子供のように背中を軽く叩かれて目を閉じた。


「悪いが、後を頼たのむよ」


「あ……はい。あの……？」


「和希の力になってやってくれ。君なら安心だ」


　将吾の手がそれを聞いてぴたりと止まり、和希も思わず顔を上げた。


　ドアの前では達郎と享が向かい合うように立っていて、達郎の視線はこちらにはなかった。


「それ、どういう意味ですか？」


「少し家を空けることになってね。それを、和希に話していたところたんだ」


　和希はぎゅっと手を握りしめるが、声にして問いかけることはしなかった。理由なんて訊きくまでもなかった。


　それから達郎は静かに部屋を出て行ったが、和希は顔を上げないままでいた。


　閉まったドアを、和希はしばらく見つめていた。




　　　　６







「おーい、笹本和希くーん？　どこ行っちゃってんのー？」


　目の前で手をひらひらと振られて、和希は反射的に目の焦しよう点てんを合わせ、意識も現実へと立ち返った。


　それでも目の前にいる宮内に反応らしい反応は返さなかった。


「マジで大だい丈じよう夫ぶか？　つか最近、君が笑ってるとこ見たことないんですけど？」


　前の席に座った宮内は身体ごと和希に向かい合い、同じ高さに目を合わせてきた。


「……別に楽しくないし」


「えええーっ、何それ何それっ！　笹本の笑顔は俺の和なごみグッズだったのに、それはちょっと何ごとっ？」


　なんと言われようとも知ったことではない。第一、和希はわざと無表情になっているわけではないのだ。まるで笑うことを忘れてしまったみたいに、顔の筋肉が強こわ張ばって動かなくなってしまっただけだった。


　達郎は自ら口にした通り、あの翌日には笹本邸ていを出てしまった。都内のホテルにいるらしいが、新宿のどこか、ということしか和希は知らない。もう十日も経たったが、一度も帰ってきていないらしいのだ。必要なものは高城が届けているらしく、彼の話によると、朝から晩まで仕事をしていて、寝ねるためだけに部屋に戻もどっている状態らしい。


　あの家に和希がやって来てから、こんなに長く達郎と離はなれていたことはなかった。


　少しは頭も冷えて、なんとか整理もつくようになった。あのときは達郎が噓うそをついていた、あるいはずっと隠かくしごとをしていた、ということに衝撃を受けてしまって、何一つ冷静に聞けていなかったと思う。


　では今ならばすべてを受け入れられるかというと、それは否いなだった。


　以前と違ちがって達郎の言葉に疑いを持つようになってしまったし、勝手に身体を弄いじり回されていたというのも笑って済ませられる問題じゃない。そして何よりも、達郎が知らない人みたいに思えて、どうしたらいいのかわからないのだ。


　以前のようには戻れない。わかっているのはその事実と、和希が達郎のことを好きで、キスされたりセックスしたりということには嫌けん悪お感かんもないということだった。


「家うちでまた何かあったのか？」


「……なんで家だって思うんだよ」


「だって君の世界って、家と大学しかないじゃん」


「…………」


　何気ない言葉はぐうの音も出ないほどに真実であり、和希は改めて自分の環かん境きようの特とく殊しゆさに気づかされた。今まで何一つ疑うことなく達郎に言われた通りにしてきたし、自覚していた以上に囲い込まれ、そして甘やかされてきたのだと思う。だから和希は人一倍世間知らずで、同じ年の連中よりも子供っぽい。


　和希のことを好きだというのは本当なのだろうか。和希の世界を狭せばめ、達郎でいっぱいにしたのは、予定されたことだったのだろうか。


（あんなことしておいて、大事だって言われてもさ……）


　自然と溜ため息が出てきた。告白されてもすんなり信じられないのは、そこが納得出来ないからだ。だから自分の気持ちだって告げるのを躊ちゆう躇ちよしてしまう。


　なんだか裏切られたような気分だ。無条件に達郎のことを信じていた自分をあざ笑ってやりたかった。


　午後の授業も、ぼんやりと聞き流すような状態で、人の声のほとんどは耳から耳へと抜ぬけていった。


　気晴らしに遊びに行かないか、という誘さそいを断って、和希はいつものように迎むかえの車へと直行した。門を出たところで宮内とは別れ、駅とは反対方向の道を少し歩いた。今日は遊ぶ気持ちにすらならなかった。


　いつもの車が見え、和希は歩調を速めた。今日こそ達郎は帰ってくるかもしれないと期待を抱いだきつつ、裏切られる毎日だった。


　車に後ろから近づいて、後部シートのドアに手を掛かける。スモークを張ったガラスは外からの目を遮しや断だんするから、和希がそのことに気づいたのはドアを開けて身を屈かがめた瞬しゆん間かんだった。


「えっ……」


　後部シートには達郎が座っていた。


「達郎さん……」


「早く乗りなさい」


　以前とまったく変わらない調子でやんわりと言われ、和希は戸と惑まどいながらもシートに座ってドアを閉めた。


　すぐに車は走り始めた。


　ひどく緊きん張ちようして言葉が出てこなかった。重苦しい空気がまとわりついて、息苦しさすら覚えてしまう。


　達郎は何も言ってくれず、ただ時間だけが過ぎていった。


　しばらく俯うつむいていた和希は、盗ぬすみ見るように達郎の横顔を見つめたが、そのときに外の景色が目に入り、わずかに目を瞠みはった。


　家への道とは違っていた。


「どこに……」


　言いかけて、和希は言葉を失う。真後ろだったからわからなかったが、運転席にいるのは荒瀬ではなかった。


　身体からだをずらして確かく認にんして高城の姿を認め、さらに和希は眉根を寄せた。


「なんで、高城さんが……荒瀬さんは？　具合でも悪いの？」


「ええ、ちょっと体調を崩くずしましてね」


　さらりと自然に言葉を返されたが、違い和わ感かんは拭ぬぐえなかった。そもそもこの車に達郎が乗っている意図もわからないのだ。


「どこ行くんだよ……？」


「もうすぐ着きますよ」


「だから、どこにって訊いてるんじゃないか……っ！」


「それは長谷部に訊いてください。私は指示通りに運転しているだけですからね」


　冷静な声は和希の中に言いしれない不安を落としていく。思わず縋すがるようにして達郎を見たが、端たん整せいな横顔は気づかないようにまっすぐに前を見つめているだけだった。


　長い脚あしを組んでゆったりと座る姿に、不自然なほどの余よ裕ゆうを感じた。


「……止めて」


「それは出来ません」


「いいから、止めて！　降りて、一人で帰……っ」


　不意に腕うでを強く引かれ、和希は半ば倒たおれ込むように達郎の腕に捉とらえられた。抵てい抗こうを思いつく間もなく唇くちびるを塞ふさがれ、顎あごを強く摑つかまれることで閉じられなくさせられたところに、何かを流し込まれた。


　鼻をつく匂においと口の中への刺し激げきでアルコールだということはわかった。ワインなんかよりもずっと強いものだった。


　口と鼻を塞がれ、息苦しさに飲み込んでしまうと、喉のどに焼けるような熱さを感じた。


「やっ……！」


「ただのブランデーだよ。うちで扱あつかっている、ね」


　シートに押さえつけられ、抵抗を封ふうじられて、また口を塞がれる。同じようにして流し込まれた強いアルコールが胃を熱くし、全身に回っていくような気がした。


　飲み込んでしまってからも唇は離れていかなかった。逃にげまどう舌を吸われ、粘ねん着ちやく質しつな音を立てて口こう腔こうを犯おかされて、嚙かみつこうとしても顎を押さえられてしまっている。必死になって暴れているのに、どうしてもふりほどけなかった。


　力が上う手まく入らない。必死で動いているつもりなのに、和希が期待するほどにはなってくれないのだ。


　どうしてこんなことになっているのか、頭の中は混乱しきっていた。


（なんで……）


　頭の中が霞かすんで、だんだんと夢うつつになっていく。抵抗しなくてはという気持ちすらも薄うすくなっていくようだった。


　車の振しん動どうが止まり、エンジンの音が切れた。


　和希がはっきりと覚えているのはそこまでだった。











「ん……」


　冷たい水を飲まされて、はっきりとしなかった意識がクリアになっていった。


　重いまぶたを持ち上げて見た先には、和希を見下ろしている達郎の姿があった。一番見慣れた優やさしい顔で、和希の髪かみを梳すいてくれている。


「達郎さん……」


　だから、和希は自然にふわりと微ほほ笑えんだ。ここ数日間のことも、もちろん少し前のことも頭の中にはなくて、ただ達郎といつもの時間があるのだと錯さつ覚かくしてしまった。


「気分は悪くないか？」


「うん……」


　少し熱い気もするけれど、大したことはなかった。


　無意識に目元に手をやろうとし、それが果たせないことに違和感を覚えた。腕が自由にならないのだった。


「っ……」


　和希は息を飲んで頭上に目をやり、両手が縛しばり上げられていることを知って愕がく然ぜんとした。一ひと纏まとめにされた手首は布でしっかりと拘こう束そくされていて、ベッドの上部にくくりつけられている。


　ここが家でないことに、ようやく和希は気がついた。


（そうだ、車で……）


　車中でのことをすべて思い出したら、あまりにも穏おだやかな達郎がたまらなく怖こわく思えてきた。こんなことをしておいて、彼は今までと変わりなく微笑んでいられる人間なのだ。


「目が覚めたなら、始めようか」


「始……める？」


　何を、と問う間もなく、和希の身体に掛けられていたブランケットが取り去られた。空気が肌はだに触ふれる感かん触しよくに、初めて自分が全ぜん裸らであることを知った。


　目的は明白だった。


「そう、セックスをね。おとなしくしているなら、解ほどいてあげるよ」


「それって……黙だまって犯されろってことかよ……」


「犯すんじゃなくて、抱だくだけだ。和希が気持ちいいことしかしないから」


　頰ほおを撫なで、髪に触れる指先も、口調も表情すらも、泣きたくなるほどに優しかった。なのに、達郎は和希を縛り、自由を奪うばっている。


　無意識にかぶりを振ふっていた。


「オレのこと、大事だって言ったくせに……」


「大事だよ。だから今まで最後まではしてこなかったし、今も起きてからと思って何もしなかっただろう？」


「な……」


　和希は言葉を失い、目を瞠った。そんな理り屈くつなど納なつ得とく出来るはずもなかった。


「たぶん、和希を失ったら俺はきっとおかしくなるんだろうな」


　温度のない言い方に、思わずぞっとした。脅おどしでも冗じよう談だんでもなく、おそらく達郎は今みたいに穏やかに壊こわれていくのかもしれない。


　見つめてくる視線から、和希は目を逸そらした。


　今ならばわかる。達郎の目的に財産などは微み塵じんもないだろう。将吾が誤解するのも無理はないし、達郎が和希の思っていたような人間じゃないという点は正しかったが、ここだけは間ま違ちがっていた。


　それだけでも少し救われる気がした。


「最初はね、社長のために手に入れたようなものだったよ。会社を傾かたむかせて、和希を手て懐なずけてしまえば、奥様が心を決めると思ったからね」


「…………」


「可愛かわいいだけだったのに、いつからこんなふうに欲しくなったんだろうな。慕したわれているだけじゃ、満足出来なくなって……」


　達郎の指先が、平たい胸を撫でるようにして触さわる。


　結局、和希の返事などどうでもいいのだろう。拒きよ否ひしようがしまいが同じことで、つまりは縛って犯されるか否いなかというだけだ。ここがどこかは知らないが、わざわざ人を攫さらうような真ま似ねまでしたからには、たとえばここで和希が泣こうが懇こん願がんしようが、許してくれるとは思えなかった。


「オレの気持ちなんて、どうでもいいわけ……っ？」


「……嫌きらいになったか？」


「嫌いって言ったら、やめんの？」


「いや」


　平然と言い放ちながら、達郎はシャツを脱ぬぎ捨てていく。引き締しまった身体からだが露あらわになり、和希はたまらなく恥はずかしくなった。男の裸はだかなどに反応することはないのに、今からこの身体が自分を抱くのかと思うと意識しないではいられなかった。


「それに、和希は俺のことが好きだろう？」


「か……勝手に決めつけんなっ！」


　いつの間にか、達郎の前で取り繕つくろうことを忘れていた。今さらいい子だと思われたところで意味はない。和希が少しばかり猫ねこを被かぶっていたのとは比べものにならないくらい、達郎には別の一面があったのだから。


　本当に何も見えていなかった。あるいは自分に都合のいいことしか目に入れようとしなかった報むくいなんだろうか。


　自分への憤いきどおりすらも込こめて、和希は達郎を睨にらみつけた。


「好き……だった。けど、今は嫌いだ」


「そうか……。待ちきれなくて、盗ぬすみ食いをしていた罰ばつだな」


　達郎の整った顔が自じ嘲ちように歪ゆがみ、瞳ひとみに暗い影かげを帯びた。


　傷つけてしまったのかもしれないと思ったが、和希は罪悪感から目を逸らした。


　こんな目に遭あわされている自分が、達郎に同情する必要はないと思った。


　口にした言葉は半分、本心だ。憧あこがれと尊敬と、そして親密さの延長にあった恋こい心ごころは、裏切られたというショックによって冷えかたまり、今のこの状じよう況きようによって砕くだけてしまった。けれども本当に嫌いになったわけじゃない。何よりも嫌いやなのは、達郎が和希の意思をまったく無視して、好き勝手にしようとしていることだった。


　いずれにしても、もう元の関係には戻もどれないのだろう。


「ずっと、あのままでいたかったのに……」


「それは最初から無理だったよ。計画が成功していれば、和希とは恋人同士になっていたからな」


　近づいてくる顔から逃げると、達郎はあっさりと諦あきらめて代わりに首をきつく吸い上げた。


　舌でなぞられ、軽く歯を立てられながら、肩かたや腕うでの付け根や、胸や脇わき腹ばらに、嫌というほどにキスされた。


　愛あい撫ぶは柔やわらかく、そして優しい。触れられる感触はどこまでも甘く、和希をじっくりと陥かん落らくさせようとしていた。


　和希の中に生理的な嫌けん悪お感かんなどはなく、理性と意地でこの行こう為いを必死に否定しているようなものだった。だからなのか、身体は本能の部分に支配されて、愛撫を素す直なおに受け入れてしまっている。


　息が上がって、身体がどんどん熱くなってきた。


「や……嫌だ……っ」


「いつもしていたことだろう？　和希が知らなかっただけでね」


　笑えみさえ含ふくんだ声がした直後に、ちゅっと音を立てて乳ち首くびが吸われた。


　びくっ、と身体が反応してしまい、後から甘く痺しびれるような感覚がそこから指先にまで伝わってきた。


「あ、んっ……」


「そう、我が慢まんすることはないよ。和希は、ここを弄いじられるのが好きだからね」


「違っ……」


　かぶりを振る和希を見て、達郎は口の端はしを上げた。


「いつも俺にこうされて、気持ちよさそうに喘あえいでいたよ。和希はね、ここだけでもイけるいやらしい身体なんだよ」


「う、噓うそだ……！」


　信じたくなくて、和希はかぶりを振る。この身体が、すでに思ってもみなかった反応をするのは確かだが、認めたくはなかった。


　達郎はそんな和希を見て目を細めると、ふっと笑みをこぼした。


「証明してあげるよ」


　ゆっくりと顔が胸むな元もとに伏ふせられて、敏びん感かんなところが温かいものに含まれる。それだけで、溜ため息が出てしまいそうなほど気持ちがよかった。


　刺し激げきされて尖とがった粒つぶに、舌が絡からみつく。転がされ、上から押しつぶすようにされると、もうたまらなかった。


「ふ……っ、ぁ……や……」


　勝手にこぼれ出る声を抑おさえることが出来なくて、和希は自分のその反応こそが恥ずかしく、カッと全身を染め上げた。


　きゅっと唇くちびるを嚙かんで声を殺そうとしていると、気づいた達郎が顔を上げて眉まゆをひそめた。


「素直に声を聞かせないと、高城を呼んで手伝わせるよ。ああ……そうすれば、縛しばらなくてもよくなるね。そうしようか？」


　さっきよりも激しく首を横に振り、和希は嚙んでいた唇を少しだけ開いた。今の達郎ならば本当にやりそうな気がしたし、命じられたら高城は顔色一つ変えずに和希を犯おかす手伝いをするだろうと思った。


「そう、いい子だね。和希」


　ずっと言われてきた言葉が、まったく違う響ひびきとなって聞こえる。この言葉があったから、今の自分がいるようなものなのに、それすらも歪められてしまった気がした。


　口でずっと弄られていたほうを指先で摘つまみながら、今度は反対側が口に含まれた。左右に異なる刺激を与あたえられ、身体が甘く疼うずき、どうしようもない感覚に支配されていく。


　痛いと思う少し前の愛撫に、泣き出したくなるほど感じている自分がいた。


「ぁんっ……や……あ、ぁっ！」


　軽く歯を立てられ、ピリッとした痺れに背中が浮うき上がった。自分の身体が自分のものではないみたいで、怖こわくなる。むず痒がゆいような、それでいてどこか甘ったるいこの感覚は、和希から力を奪うばうには充じゆう分ぶんすぎた。


　そこから何か蜜みつでも出ているみたいに、達郎は飽あくことなく小さな突とつ起きをしゃぶり、吸い上げていく。


　熱は溜まっていく一方で、和希にはどうにもならない。ベッドの上でのたうちながら喘ぐ以外、何も出来なかった。


「も……う……触らな……でっ……」


　泣き声まじりに懇願しても、達郎はまるで聞こえないかのように、指先でそこを擦こすり上げ、また軽く歯を立てた。


「あぁっ……や……ぁ……」


　和希は喉のどを逸そらして、いやいやをするようにかぶりを振ふった。


　聞こえていないように、というのは間ま違ちがいだ。聞こえていたからこそ、達郎はさらに和希を追いつめようとしている。


　すべての神経が、胸のその二点に集まってしまったかのようだった。もしかしたら、神経がむき出しになっているんじゃないかと不安になる。


　小さな粒の周囲──白い部分との境をぐるりと舌先で舐なめられ、ぞくりと鳥とり肌はだが立った。


「ひ……ぁ……」


　目に涙なみだが溜まって、天てん井じようがぼやけている。また強く吸われ、思わず目を閉じたら、涙がすうっとこぼれ落ちた。


　なんで泣いているのか、和希自身にもよくわからなかった。


　執しつ拗ように口と指で弄られて、知らないうちにすすり泣くような声を上げていた。どのくらいそうされていたのか、よくわからなくなるほど、長くそこばかりを責められた。


「あ、あぁ……っ！」


　指の腹で、強くきゅうっと摘まれ、同時に反対側を甘嚙みされて、和希は仰のけ反るように背中を浮かせた。


　頭の後ろが真っ白になって、生温かいものが自分の身体の上に撒まき散らされた。


　力の抜ぬけた身体からだをシーツに受け止められ、和希は荒あらい呼吸を繰くり返しながら、達郎の唇が涙を掬すくい取っていくのを感じていた。


「噓じゃなかっただろう？」


　明らかに笑いながらそう言った後、達郎は和希の身体の上に散ったものを丁てい寧ねいに舐め取っていく。


「や……ぁ……」


　過敏になった肌を舐められて無意識に身を捩よじろうとしたが、難なく押さえつけられてしまう。


　確かに一度も前に触ふれられていない。なのに、胸を弄られただけで本当に達してしまったのだ。別の意味で、また泣きたくなってしまった。


　膝ひざを両手で大きく左右に割られ、慌あわてて和希は脚あしを閉じようとしたが、すでに達郎が間に身体を入れてしまっていた。誰だれかの前で裸はだかで脚を開くなんていう経験は、少なくとも和希の記き憶おくではないことだった。けれども知らないうちに、何度もこうやって達郎にすべてを見られていたのだという。


　綺き麗れいにすべてを舐め取ってから、達郎は腿ももの内側にキスをした。痕あとがはっきりとつくほどに強く吸い、歯を立てる。


　小刻みに脚が震ふるえてしまった。


「和希の肌は、痕が残りやすいな。指の痕も残りそうだ」


　唇が腿から膝まで辿たどっていき、そこからふくらはぎ、足首まで舌でなぞっていった。


「い、いやっ……だ……」


　足の指先を口に含む達郎を見て、和希は思わず泣き声を上げた。反射的に引っ込めようとしたのに、足首をきつく摑つかまれて逃にげられなかった。


「ここも気持ちがいいよ。おとなしくしておいで」


　かぶりを振って嫌いやだと訴うつたえているのに、達郎は構うことなく舌を絡めてくる。指の間に舌を差し入れられて、ぞくん、とした快感が身体の芯しんまで届いた。


　身体が疼いて仕方なかった。


　達郎みたいな男が、なんでそんなことをするんだろう。和希の泣き顔を見て、楽しんでいるのだろうか。


　何もかも、余すことなく達郎に暴あばかれてしまうのだという気がした。


　やがてひとしきり指をしゃぶって、キスはゆっくりとまた這はい上がってきた。そうして、脚の付け根に強いキスをし、和希目身に舌を寄せた。


「はっ……ぁ……」


　イッたばかりだったのに、また少し反応していたところは、達郎の口の中でもう一度追いつめられていく。


　身体がどうかしてしまったみたいだった。どこをどう触さわられても感じてしまって、まるでそういうふうに作られた人形みたいだ。


「ァ──ッ……」


　舐め上げられ、付け根の部分を優やさしく揉もまれて、和希はがくんと喉を晒さらした。


　自じ慰いなんかとは比べものにならなかった。これが快感なのだとしたら、今までそうだと思っていたものは、やはりもっと別の可愛かわいらしいものだ。


　このまままた絶頂を迎むかえさせられるかと思ったのに、達郎はふいに口を離はなし、そのまま唇を元のほうへと滑すべらせていく。


　腰こしの下にピローを重ねて押し込まれ、恥はずかしい格好で腰を浮かされた。


「赤ちゃんみたいで、可愛いな。舐めてあげるから、いい子にね」


「やだ……ぁっ……」


　暴れようとしても、足首を強く摑まれて抵てい抗こうを封ふうじられた。


「高城を呼んで欲しいのか？　後ろから高城に抱だっこされて、こうやって脚を広げてもらいたいなら、それでもいいぞ」


「や……いや、だ……」


「だったら、おとなしくしなさい。俺一人のほうがマシだろう？」


　和希には頷うなずく以外に何も出来ず、自分の身体の最も奥まった部分に、達郎が舌を寄せてくるのを待つしかなかった。とても最後まで見てはいられず、きつく目を閉じた。


「っ……」


　濡ぬれた温かいものが触れた瞬しゆん間かんに、身体がびくんと竦すくみ上がった。


「恥ずかしがらなくても、和希のここはもう何度も見てるよ」


「やっ……喋しやべらな……」


　息が掛かかり、和希は泣きながらかぶりを振った。


「酔よっているときの和希は、なんでも言うことを聞いてくれるからな、恥ずかしい格好も、全部してくれたよ」


　達郎の舌は頑かたくなさを解ほぐすように丁寧に動き、湿しめった音を室内に響かせる。他ほかに聞こえるのはエアコンのかすかな音と、和希のすすり泣く声ばかりだ。


　氷がゆっくりと溶とけ出すようなじれったい快感が全身を包んでいる。


　舌先はさんざんそこを舐めた後に、ゆっくりと中へ入ってきた。


「んん……っ」


　溶けてしまう、と思った。自分はこのままどろどろに溶け出して、形をなくしてしまうのだと怖こわくなった。


　そっと出し入れされる舌に、和希は溜ため息とも声ともつかないかすかな声を上げた。身体を内側から舐められている事実に、身体の奥底からぞくぞくと得体の知れない感覚が這い上がってくる。


　和希が知らなくても、この身体が達郎の指や舌を、そして快感を知っているのだと思い知らされる。


　もう抵抗しようなんていう気き概がいは和希の中に残っていなかった。腕うでを自由にされたとしても、今はベッドから起きあがることも出来ないだろう。


「あんっ、ぁ……や、ん……」


　考える力がとても弱くなっていると、どこか冷静な部分が他ひ人とごとのように指し摘てきする。嫌だと言いながら、こんなに喜んでいるのはおかしいと責める声もする。けれども今の和希にはどうでもいいことだった。もう余計なことは何も考えたくなかった。


　胸やその他の部分への愛あい撫ぶと同じか、それ以上の時間をたっぷりと掛けて、達郎は和希の後ろを愛撫した。


　そして舌が抵抗なく入っていくようになってから、達郎はゆっくりと長い指を挿さし入れた。


「ぅ、ん……っ」


　抵抗はさほどなかった。気が遠くなるほど長く舐められて、和希のそこは柔やわらかく溶け出しているのかもしれない。


　根本まで挿し入れられ、中で円を描えがくように回される。


　身体の中に他人の指がある感覚は、和希にとって違い和わ感かんでしかなかった。そのはずなのに、別の感覚もじわじわと奥底から滲しみ出してきているのだ。


　指を増やされても、痛みはさほどなかった。


　痛くないように気づかわれながら出し入れされていくうちに、和希は自然と腰を揺ゆらめかせていた。


「そう、上手だな」


　優しく囁ささやかれ、少し指の動きを速められると、じわじわと快感が駆かけ抜けていく。他の部分とはまったく違ちがう快感だった。


「あっ、ぁ……っ」


　達郎は和希の顔を見つめながら、中で指をばらばらに蠢うごめかせ、跳はね上がる腰を押さえつける。


　和希は涙なみだで濡れた目で達郎を見つめた。ずいぶんと長い時間、和希一人が快感に苛さいなまれ、喘あえがされている。意識が戻もどったときはまだ外も明るかったのに、カーテンの隙すき間まから見える空は真っ暗だった。


　だがゆっくりとかき回されて、すぐに目を開けていられなくなった。


「ん……っ、ん……ぁ、あんっ……」


「和希はこうやって後ろを弄いじられるのが好きなんだよ」


「やっ……違、う……」


　いやらしい身体からだだと言われているみたいで、和希は何度もかぶりを振ふった。


「こんなに喜んでいるのに？」


「あ、ぁ……ア……ッ！」


　ゆるやかに後ろを突ついていた指先が、くっと中で折り曲げられる。


　電流を当てられたような衝しよう撃げきに和希は目を見開き、強きよう烈れつな感覚に半ば茫ぼう然ぜんとなった。自分の身体に何が起こったのかわからなかった。


「ああ……和希はここがいいんだな」


　やんわりと言いながら、指先は同じ場所を軽く突いてくる。


　和希は腰を捩よじり、無意識にそれから逃げようと暴れたが、のし掛かる形で押さえられてどうにもならなかった、


「ひぁっ……あぁ……っ、いやぁ……っ！」


「イイ、の間違いだろう？」


　笑みを含ふくんだ声が、耳のすぐ近くで聞こえた。


「やっ、だめ……いっちゃ……う……」


「それじゃ、やめないとね」


　頰ほおに優しくキスをして、達郎はずるりと指を引き抜ぬいた。


「あっ……ぅ……」


　その瞬間に喪そう失しつ感かんを覚えて、和希は愕がく然ぜんとする。意に染まない行こう為いを強要されているはずなのに、今はそう主張する自信がなかった。


　脚あしを抱かかえられ、肩かたに担かつぐようにして、全ぜん裸らになった達郎が指の代わりに彼自身を押しつけてきた。


「は……っ……」


「力を入れるな。ゆっくり息を吐はいて……」


　じりじりと身体を開かされて、和希は大きく目を瞠みはる。


「あ、あっ……や……」


　痛みがまったくないわけではないが、そう強いものではなかった。それよりもずっと、異物感のほうが大きかった。


　指なんかとは比べものにならない質量のものが、自分の中に入っているのがわかる。


　達郎は和希が息を吐き出すタイミングに合わせて、少しずつ腰を進めてきた。けっして急ぐことはせず、尖とがった胸の粒つぶを柔らかく弄り、甘い刺し激げきで気を逸そらしてくれる。いくらかの痛みは、快感がごまかしてくれた。


「はぁ、あ……っ、ぁ……！」


「そう……いい子だったね」


　額にキスを落とされて、和希はゆっくりと目を開けた。涙で霞かすんでしまってよく見えないけれど、きっと達郎は優やさしい顔をしているのだろう。


　彼がしていることと、実際のしぐさ、そして呟つぶやかれる言葉と口調がどうにも嚙かみ合っていない。無む理り強じいをする男が、優しい目をして見つめてくるのは反則だと思う。


　達郎は和希の手首を縛しばっていた布を解ほどき、そっと腕を肩の高さに下ろした。少し痺しびれているのは当然だろうが、それもすぐに引いていった。


　もう今さら抵てい抗こうは出来まいと判断されたのだ。


　達郎は和希の腰こしの下からピローを取り去り、ゆっくりと顔を寄せた。


「和希……」


「っぅ、ん……んんっ……！」


　唇くちびるを塞ふさがれると同時に、後ろを穿うがたれた。舌を吸われ、胸を弄られながら、和希は達郎の身体の下で身み悶もだえる。


　愛撫されることで身体は勝手に反応し、意識しないところで達郎を締しめ付けた。入ってきたときよりも質量を増したものは、和希の中でいっぱいになっていた。


　和希はシーツに爪つめを立てて、感じるたびにびくびくと身体を震ふるわせた。


　指よりもずっと奥まで犯おかされて、自分がおかしくなっていくのを感じる。嫌いやでなくてはいけないのに、嫌じゃなかった。無理矢理の行為に感じるなんておかしいのに、何をされても気が変になりそうなほど感じてしまう。


「あ、ぁ……っ」


　最初は熱いと思ったものが、やがて内側から和希を焦こがすような快感に変わっていった。


　浅く、そして深く突かれて、指で感じたのと同じ──いや、それ以上の快感が全身を走り抜けていった。


　キスから解放された唇は、熱い息と喘ぎ声を吐き出す。


　さっき指で突かれたところを、今度は達郎自身で抉えぐられた。


「そこ、だめっ……や、ぁっ……」


「だめ……じゃないだろう？」


　和希の顔はもう涙でぐしゃぐしゃだが、達郎は涙を指先で拭ぬぐうだけで、泣かせること自体をやめようとはしなかった。


「ぁ、あん、んっ……あーっ！」


　びくんっ、と大きく身体が震えて、和希は二度目の絶頂を迎むかえる。掠かすれた悲鳴が尾おを引いて、達郎の下でぐったりと細い腕を投げ出した。


　だが達郎は和希の息が整う間もなく、突き上げる動きを続けた。


　また波が押し寄せてくる。


「く……ぅ、ん……っぁ、も……や、だ……」


「音を上げるのが……早いよ、和希……？」


　達郎は和希が晒さらした喉のどに嚙みつくようにキスをして、深く交わったまま、腰を押しつけるようにして中をかき回してきた。


「ひっ……や……ぁ、いや……っ」


　甘く溶とけ出した身体は、その一いつ片ぺんまでもが達郎に支配されてしまっている。身体だけじゃなく、心だってもう和希の思い通りにはならなかった。


　達郎がシーツを摑つかんでいた手を握にぎり、自分の口元へと持っていく。きつく握られた手を開かせるようにキスをして、手のひらに舌を這はわせた。


「ぁん……あ……」


「摑まっておいで」


　手を背中に導かれ、和希は両りよう腕うでで縋すがり付くようにして広い背中に抱だきついた。そうしていなければ、深い渦うずの中へと飲み込まれていってしまいそうな気がした。自分を快楽の中に放ほうり込み、なすすべもないほど翻ほん弄ろうしている男にしか縋ることは出来ないのだ。


　達郎の背中にしがみつき、肌はだを触ふれ合わせているというだけで、不安はほとんどなくなり、怖こわいとも思わなくなった。


　不意に泣きたくなって、和希はぎゅっと達郎にしがみつく。とっくに泣いていたけれど、今までのは身体の勝手な反応であって、心が伴ともなったものではなかった。


　しゃくり上げながら、達郎の背中に爪を立てる。


　達郎は和希の脚を抱えるようにして、弱いところを何度も突き上げた。


「や……っ、あ……あぁっ！」


　悲鳴を上げていく和希の中で、ようやく達郎が終わりを迎える。もっと深いところで熱いものを受け止め、びくびくと痙けい攣れんしながら和希は小さな悲鳴を上げた。


　断続的に注がれる感かん触しよくが生々しい。けれど、嫌だとは思わなかった。


　口移しに水を流し込まれて、ようやく目を開いた。


「は……ぁ……」


「大だい丈じよう夫ぶか？」


　心配そうな顔と声は、きっと本物だ。無理強いをしておきながら相手を気き遣づかい、優しく抱きながらも容よう赦しやはしないという、矛む盾じゆんしたことが当然のように出来る男なのだ。


　両腕はすでに達郎の背にはなく、またシーツの上に投げ出されている。


　ふわふわとした雲の上にでもいるような、このまま眠ねむってしまいたい気分になった。眠りに落ち、もし目が覚めなかったとしても構わないと思った。


「ずいぶん気持ちよさそうだったな」


　そう言われ、とっさに和希はかぶりを振った。嫌というほど自覚していたが、言葉で突きつけられたくはなかった。


「あんなに可愛かわいい声でよがってたのに？」


　からかうように言われ、和希はぷいっと横を向いた。心の中はとても複雑で、一つや二つの言葉では説明することが出来なかった。あまりにもいろんな気持ちと言葉が絡からみ合ってしまったから、何も言えなくなった。


　達郎は和希の顎あごを取って正面を向かせたが、目を合わせる前にまぶたで覆おおい隠かくしてしまった。


「ああ、どうせ口では本当のことを言わないんだったな。だったら、身体からだに訊きこうか」


「は……放してよ……っ」


　力が入らない手で達郎をやんわりと押しのけるが、その手を取られて指を口に含ふくまれた。


「やっ……」


　舌を絡められて、ぞくぞくと鳥とり肌はだが立つ。嫌けん悪おではなく、快感によってもそうなるということを、和希はすでに何度も教えられていた。


「和希は嫌きらいな男にされても感じるのか？」


　本当は好きなんだろうと言われているようなものだったが、自分の気持ちすらわからなくなっている和希には、かぶりを振ふることも頷うなずくことも出来なかった。


　繫つながったままの部分を示すように指でなぞられて、びくっと全身に震えが走る。


「知らな……っ、や……だ、もう……気が済んだろ……っ」


「気が済むはずがないだろう……？　一度や二度で放せるくらいなら、最初からこんなところに連れてきたりしないな」


「あ、ぁっ……や……っ……」


「飼ってあげるよ。大切にね」


「な……」


　和希は隠すことの出来ないショックをその表情に乗せ、信じられないようなものを見る目で達郎を見つめた。


　茫ぼう然ぜんとする唇をキスで塞ぎ、達郎は再び和希を揺ゆさぶりながら、甘い悲鳴すら飲み込んでいった。




　　　　７







　意識は何度も浮ふ上じようし、また沈しずんでいくといったことを繰くり返した。


　眠っているのか起きているのかわからない時間はどのくらいあったのか、とにかく和希が目を覚ましたときには、ベッドに一人きりだった。達郎の姿はどこにもなく、自分が眠っていた場所以外のシーツは冷え切っていた。


　窓は遮しや光こうカーテンで視界を遮さえぎられているが、時計があるから時間はわかる。もう夕方のニュースをやっている時間だが、サイドテーブルの上のリモコンに手を伸のばす気にはなれなかった。


　昼過ぎに目を覚ましてからも、一度眠ってしまって、気がついたら夕方だったのだ。


　和希は自分がいつ眠りに就ついたのか、それすらわかっていないから、疲ひ労ろうのせいばかりではなく、睡すい眠みん不足なのかもしれない。


　目を閉じると、達郎の声や体温を思い出す。半分眠っていた状態の和希にスープを飲ませたり、髪かみを撫なでながら優やさしく言葉を掛かけていてくれたのは夢ではないだろう。あれは朝方のことだったように思う。


　寒いと言ったら、シャツを着せてくれた。


（わかんないよ……）


　拉ら致ちするように人を連れてきて、縛しばってまで犯おかしながら、けっして和希が傷を負うような真ま似ねはしなかった。愛あい撫ぶは優しく、ときには壊こわれものを扱あつかうように丁てい寧ねいだったのに、一方で容赦なく責められ、泣きながら許しを請こうても聞き入れてくれなかった。


　身体中の、ありとあらゆるところを舐なめられ、何度イッたのか覚えてもいられないくらい絶頂に押し上げられた。達郎が言ったことは半分本当で、そして半分が噓うそだ。確かに痛いことはされなかったが、快感が続きすぎて苦しいほどだったのだから。


　まだ身体が熱を持っている。繫がったところが脈を打つようにして疼うずき、達郎が入っている感触が残っているような気さえする。


　あれが無理矢理なのか、そうでないのか、自分でもわからなくなってしまった。嫌いやだと口では言っていたけれど、身体は喜び、抵てい抗こうらしい抵抗をしなかったのだから。


　あられもない格好で貫つらぬかれ、自分で腰こしを振るほどよがっていたことを覚えている。


　情けなくて、じわっと涙なみだが浮うかんできた。


（好きって、言われたからか……？）


　達郎が和希に執しゆう着ちやくしているのは本当だろう。好き、だなんて言葉で表すほど可愛いものではないけれど、彼が笹本の令息という立場や財産ではなく、和希自身を求めているのは確かな気がした。


　だからといって、すんなりと彼を受け入れられるわけでもない。和希も達郎のことは好きだったけれど、それは子供じみた独どく占せん欲よくと、身内としての好意の意味合いが強く、ようやく恋れん愛あい感情に近いもので意識し始めたばかりだったのだ。いきなりあんなことをされても、気持ちが追いつかなかった。


（飼うってなんだよ……オレはペットかよ……っ）


　暗い部屋の中でぎゅっとピローを抱だきしめていると、ドアが軽くノックされた。ぎくりと身を硬かたくすると、予想外の声が聞こえてきた。


「和希さん……？　起きてます？」


　高城だとわかると、さらに返事はしたくなかったが、訊きたいことがあるのも確かだったから、仕方なくざらりとした声で返事をした。


　すぐにドアが開き、明かりが点つけられた。


　まぶしさに和希は目を瞑つぶった。


「夕食ですよ」


「……訊きたいことがあるんだけど」


「まぁ、そうでしょうね。でも、少し待ってください。まずは食事です。その後でないと、答えませんから」


　高城はドアを開けたまま姿を消すと、間もなくしてトレイに載のった雑ぞう炊すいを運んできた。細かく切った具がかなり入っていて、和希の普ふ段だんの食事量に見合うだけの分量だった。


　食べている間、高城は特に何をするでなく、少し離はなれたところで持って来た椅い子すに座って本を読んでいた。


　やがて八割方食べ終わると、和希はレンゲを置いて顔を上げた。残してしまったが、これでも多少の無理をしたのだ。普段ならば余よ裕ゆうで平らげられるのだが、食べようという気が湧わいてこない。


　気づいた高城がやって来て、サイドテーブルにスポーツドリンクのペットボトルを置き、食器を下げていった。それから五分ほどで戻もどってきた高城は、元の椅子に腰かけ、何も言わずに見つめてきた。話があるなら、自分から切り出せということだった。


「達郎さんは？」


「仕事です。そのうちに帰ってきますよ」


「ここ、どこ？」


「長谷部が個人的に持っているマンションです。ちなみにここの存在は旦だん那な様も知りません」


　とても新しそうな部屋であることはわかる。だがそれ以外の情報を得ることは出来なかった。何しろ和希はベッドから出ていないし、カーテンは閉まったままだからだ。


「達郎さんは、どうしてこんなことしたんだよ……」


「キレた、としか言いようがありませんね。あの人は、もともと強ごう引いんで容よう赦しやがなくて、気が短くて意地が悪い、かなり人格的に問題がある人です。心は狭せまいし、執着は激しいし、目的のために手段は選びませんしね。和希さんの前では見せないようにしてきたでしょうけど……ああ、昨日で化けの皮は剝はがれたのかな」


　高城こそ容赦がなく、並べ立てられた否定的な言葉に和希は何も言えなくなった。和希が知っている達郎とは、まったく違ちがっていた。そんな人じゃないと、少し前までの和希だったら必死に反論していたはずだが、今はもう出来なかった。心の片かた隅すみで、達郎の優しさを信じる自分には目を瞑った。


「……オレはいつ帰してもらえる？」


「その質問は長谷部にどうぞ。私は彼に従っているだけですから」


　淡たん々たんとした口調には、現状に対して抱いだくはずのあらゆる感情が欠落していた。それがひどく異質に思えた。


「なんとも……思わないのかよ」


「それはつまり、和希さんを拉致して、犯して、監かん禁きんしている……ということに対して？」


　やはり何もかも知っているのだ。そのうえで、彼は達郎に協力している。


「な……なんで言いなりになってんの？　だってオレ、あんたの雇やとい主の子供なのに、こんなことっ……」


「残念ながら違うんですよ。私の雇こ用よう者しやは旦那様ではなく、長谷部です」


　初めて知る事実に和希は目を瞠みはり、高城はその反応を楽しむようにじっとこちらを見つめている。おそらくこの告白に関しては、もっとも効果的なタイミングであったことだろう。


　高城はすっと立ち上がり、窓に近づいてカーテンを開けた。


　窓の外は、和希の位置からだとほとんど何も見えなかった。ただ暗い空が広がっていて、遠くに明かりが見えているだけだった。


「ここは三十八階なんです。かなり風が強いので、窓は少ししか開きませんし、ここから外の人間に何か訴うつたえたところで見つけてくれる確率はほとんどないと思いますよ。電話も引いていませんしね」


　オフィスビルのようにガラスの向こうには何もなく、近くに同じような高い建物は見あたらなかった。


　黙だまり込んでいると、高城はさらに続けた。


「必要なものがあれば揃そろえますよ。何かありますか？」


「……服……」


「それは必要ないでしょう？」


　くすり、と高城は笑った。


「ない、って……」


「外に出るわけじゃありませんし、長谷部が帰ってきたら、そのシャツだって脱ぬがされてしまいますよ」


「っ……」


　和希はアッパーシーツをぎゅっと握にぎりしめて俯うつむいた。飼う、という達郎の言葉が頭の中で反はん響きようしていた。


「ああ、他意はありません。ただ事実を申し上げたまでですよ」


「……いつまでも、こんなこと続けられるわけがない……っ」


　一日や二日ならばともかく、何日も和希が帰らず、大学にも行っていないとなれば、いくら達郎と高城が口裏を合わせたところで不ふ審しんを抱かれて当然だ。武志は当分帰ってこないが、家には今、将吾と享がいるのだ。


「ええ、もちろん。長谷部も和希さんをずっと閉じこめておけるとは思っていません。だからこそなんですよ」


「どういう意味？」


「ああ、帰ってきたようです。ずいぶんと早いですね」


　開け放していたドアから、間もなくして達郎が現れた。それは足音でわかったが、和希は顔を上げられないでいた。


「では、私は帰りますよ。後のことはお任せしますよ。邪じや魔ま者ものには早く消えて欲しいでしょうし。何か追加するものは？」


「いや」


　達郎は高城に目をやることなく答え、和希に近い場所に腰かけた。高城が静かにドアを閉めると、二人だけになった。


　身体からだを硬くし、顔を上げない和希を見て、達郎は嘆たん息そくした。


「和希」


「オレをどうしたいんだよ……」


「本音で？」


「当たり前じゃないか」


　顔を上げ、和希はキッと達郎を睨にらみつけたが、それを受け止める目はあくまで冷静で、そして笑えみを浮うかべているようにも見えた。


「今は……キスをして、抱いて……他ほかの誰だれのことも考えられないようにしたいかな」


「か……身体だけで、いいってことじゃん……オレの、気持ちとか……どうでもよくてっ……」


「そう長い間じゃない」


　確か高城が違う言葉で、同じ方向を示すことを言っていた。つまり、ずっとこれが続くわけではないのだ。


　問うように見つめると、達郎はゆっくりと顔を寄せてきて、触ふれるだけのキスをした。


「いずれ、隠かくしておけなくなる。それまでだ」


「それって、いつ……？」


「さぁ……」


　穏おだやかで静かな会話は、とても監禁する者とされる者が交かわしているようには聞こえないだろう。今は和希もかなり落ち着いていて、心の中も凪ないでいた。それはおそらく達郎の雰ふん囲い気きが穏やかなせいだ。


　こうしていると、前と同じように優やさしい達郎が近くにいてくれるようだった。


「今は高城が上う手まくごまかしているし、あの二人が騒さわぎ出したところで、そう簡単にここまでたどり着けないだろう。短くて一週間くらいかな。良ければ……そうだな、社長が帰ってくるまでか」


「その間、ずっと……ここにいんの？」


「ああ」


「それで、達郎さんのオモチャになんの……？」


「和希をオモチャにした覚えはないな」


「だって……昨日、達郎さんがオレのこと……飼う、って……」


　最後まで言えなくて唇くちびるを嚙かんでしまった。あの言葉は、和希にとって自覚している以上に衝しよう撃げき的だった。自分が達郎にとって、そういうモノなのだと突つきつけられた気がした。


「和希を蔑さげすんで言ったわけじゃないよ」


　頰ほおに添そえられた手が、そっと顔を上げさせた。きっと傷ついたような顔をしてしまったのだろうから、和希は隠すように目を逸そらした。


「ここに閉じこめて、撫なでて……キスをして、抱だいて……和希を可愛かわいがりたいだけだ。何よりも大事にしてね」


「あ……あんなこと、したくせに……大事って……」


「嫌いやだったのか？」


「い……嫌だよっ」


「本当に？」


　耳元で囁ささやく声に、和希は首を竦すくめた。これは質問ではなく、和希の噓うそを揶や揄ゆしているのだ。


　達郎は和希を腕うでに抱き込んで、シャツの上から身体を撫でてくる。かぶりを振ふりながら腕の中でもがいても、構うことなくさらに強く抱きしめられた。布ぬの越ごしに擦こすられた乳ち首くびは、すぐに尖とがってじわじわと甘く痺しびれるようになり、和希は思わず達郎の肩かたに顔を埋うずめた。


「俺と同じくらいに和希は噓つきだな」


「違っ……」


「もうこんなにしているくせに、そんなこと言うのか？」


「あっ！　ぁ……や……っ」


　擦られて、和希は達郎の腕の中で大きく跳はね上がる。昨晩の熱は収まりきることなく身体の奥に残っていて、あっけないほど容易たやすく全身に広がっていった。


「暴れるとまた縛しばるぞ。それは嫌だろう？」


　宥なだめるような声は、和希に言い訳を与あたえているかのようだった。このまま抵てい抗こうもせずに抱かれることに、理由をくれたのだ。


　シャツを着たままベッドに押し倒たおされて、脱がされることもなく胸に顔を埋められた。


　布越しの微び妙みような感覚に和希は甘く声を上げ、結局最後まで抗あらがうことをしなかった。











　気を失うようにして眠ねむった和希を腕に抱き、達郎はその寝ね顔がおを見つめながら、汗あせで張り付いた髪かみを指先で払はらってやる。


　和希の身体はとても感じやすく、どうしようもなく快楽に弱い。達郎がそういうふうにしたから、記き憶おくとして残っていなくても、身体は達郎の指や舌を覚えているし、快感を高めていくことに貪どん欲よくだ。


　愛あい撫ぶすると甘くとろけていき、さらに達郎を夢中にさせる。


　だが望んでいたのは今日のような従順さではなかった。本当は和希には自ら達郎を求めて欲しかったし、抱かれることで満たされて欲しかった。


　欲しいのはその心であったはずなのに、どこで自分は間ま違ちがってしまったのだろう。


　諦あきらめたように、和希は身体を預けてきたが、望んで抱かれていたとは思っていない。いずれは解放されるとわかったせいかもしれないし、抵抗をしても無む駄だだと思ったせいかもしれない。あるいは従順になることで、精神的な拒きよ絶ぜつを示しているのかもしれなかった。


　身体は愛撫に容易く陥かん落らくし、溺おぼれてくれるが、心まで預けてくれるわけではないのだ。


　まつげの先についた涙なみだの粒つぶに気づいて、達郎は手を止める。


　あどけない寝顔は和希がもっと子供だったときのことを思い出させ、達郎の中のわずかな罪悪感を刺し激げきしてきた。子供の頃ころと同じく向けられていた好意を、欲望にまみれた劣れつ情じようで踏ふみにじったのだ。自由を奪うばい、強ごう引いんな快感で辱はずかしめて、失神するほど執しつ拗ように抱いた。


　それでも和希は達郎を憎にくむことなど出来ないだろう。だからといって以前のように無防備な好意を寄せてくることも、もうないはずだ。


　揺ゆるぎない信しん頼らいを得たと思い上がっていたし、ゆっくりと口説き、少しずつ求めていけば、和希は達郎のすることを受け入れるはずだと高をくくってもいた。


　なのにあまりに慎しん重ちようになりすぎて、達郎は機会を逃のがしてしまった。


「和希……」


　愛いとしくて、可愛くてたまらない。誰よりも何よりも大切にしたい。それは真実であるはずなのに、余すことなく食くらいつくして、泣きながら自分の名を呼ばせたいという醜みにくい欲望を抱いだいていたのも事実だった。


　相反する心は、どちらも同じくらいの強さで達郎を支配している。


　欲望は果てがなく、一度抱いたら、さらに自分を律することが出来なくなった。あるいは和希の拒絶が、達郎の理性を壊こわしたのだろうか。


　あのとき──和希が自分より将吾の腕を選んだように思えたとき、達郎は決めたのだ。暗い情念に突き動かされようとしている自分を否定するまいと。どうせ元に戻もどれないものならば、いっそ壊してしまえと。


　だがいつまでも和希を閉じこめておくことは出来ないし、自分のものにするために、和希の人生を犠ぎ牲せいにするほどのエゴイストにもなれない。こんなことをしていても、やはり達郎にとって和希は何にも代え難がたいほどに大切なのだ。


　だから限られた時間の中で、達郎はこの身体に自分という男を刻みつけていくだろう。許しを請こうて、優しく接することで、もう一度和希の信頼と好意を得られると約束されたとしても、達郎はもうそれだけで満たされはしない。欲しいのは心と身体の両方であり、受け入れて欲しいのはありのままの自分だ。


　後戻りは出来なかった。強欲で執しゆう着ちやくの激しい自分を受け入れるか、拒きよ否ひするか。和希の選せん択たく肢しは二つしかない。


　勝手な言い分だということはわかっている。攫さらって、閉じこめて、勝手に犯おかしておいて、受け入れろも何もあるものか。


（我ながら、どうしようもないエゴイストだな……）


　どちらにしても、和希の記憶から自分が消えなければいいと思う。


　和希を抱きしめて、薄うすく開いた唇を自分のそれで塞ふさいだ。
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「絶対おかしいだろうが！」


　享の部屋にやって来た将吾は、苛いら立だちを露あらわにしながらそう叫さけび、マホガニーのテーブルを拳こぶしで叩たたいた。


　それを冷静に眺ながめて、享はふっと溜ため息をつく。


「……そうだな」


　和希が家に帰ってこなくなって、もう一週間になる。込こみ入った事情があって、と説明したのは高城であり、いくら尋たずねてもその事情とやらは話してくれなかった。相変わらず達郎は家に戻ってこないが、毎日会社へは行っているようだ。これは会社に問い合わせ、達郎と話して知ったのだが、その彼も和希については何も教えてくれない。


　ならば、と旅行中の武志に連れん絡らくを取ろうとしたが、これも本人まで届くことはなかった。高城が先手を打ったのだという将吾の主張に、享も異議は唱えなかった。


「高城もグルだ。間違いねぇよ。ここんとこずっと、昼間いないってのも怪あやしいしな。あいつらが共きよう謀ぼうして、和希をどっかに隠かくしてんだよ！」


「なんのために？」


「決まってんだろ。今のとこ和希は唯ゆい一いつの遺産相続人なんだぜ」


「長谷部さんが金目当てで動いてるって言うのか？」


　わずかに眉まゆをひそめて言うと、将吾は不満そうに鼻を鳴らした。


「違うって顔だな」


「あの人はそういう人じゃないと思う」


「なんだよ、やけに肩かた持つじゃねぇか。ああ、もしかして惚ほれちゃったとか？　享クンは、ああいうのが好み？」


　苛立ちがそのまま趣しゆ味みの悪い揶や揄ゆになって飛んでくるが、今はそれも仕方ないかと相手にはしなかった。もともとこの手の言葉は流すことにしているし、短い付き合いの中でも、将吾がその口ぶりほど悪意を込めていないことはわかっていたからだ。


　それでも享はいつものように、突つき放した言い方をした。


「僕は長谷部さんの肩を持ったつもりはない。くだらないこと言ってる暇ひまがあったら、もっとまともな意見を言ったら？　あの人が和希をどこかに連れていったことは間違いないと思ってるけど、理由が違うと思うよ」


「どう違うんだよ」


「わかってるんだろ？　あの人の目的は和希自身だ。実際に、あの二人がどういう関係だったのかはわからないけど……」


「長谷部の野や郎ろう、俺が和希にちょっと触さわると、すげぇ目で睨にらんできたからな」


「なんだ、わかってるんじゃないか」


　どうやら個人的に達郎のことが気に入らなくて、必要以上に悪く言い、そして騒さわいでいるようだった。


（反はん抗こう期きの子供じゃあるまいし……）


　どうしてもこれが兄だなんて信じたくなかった。何も兄弟に夢を抱いだいていたわけではないが、もう少しマシな人間でもよかっただろうにと思う。もっとも将吾とて、こんな弟は欲しくなかったらしいから、その点に関しては気が合うとも言えた。


「一いつ緒しよに和希捜さがそうぜ」


「……その前に、一つ訊ききたいことがある」


「なんだよ」


「あの日……映画を観みに行ったとき、僕を撒まいて和希を連れ出しただろ？　あれは一体どういうことなんだ？」


　享は将吾をじっと見つめ、反応を一つも見み逃のがすまいと注意を払はらった。不信感、というならば、享は目の前で騒いでいる男にだって抱いていた。何か隠しごとをしているのは間違いなく、現に帰ってきたときはすでに和希の様子がおかしかった。


「そりゃお前……口説こうと思って……」


「へぇ……」


「お前がいたら邪じや魔まだろ。それだけだよ」


「僕には、むしろあんたが原因みたいに思えて仕方ないけどね」


「俺は和希を隠したりしてねぇって」


「それは知ってる。でも、何も知らないわけじゃないだろ？　僕の知らない何かをあんたは握にぎってるはずだ」


「なんのことだよ」


　その目に明らかな動どう揺ようを窺うかがわせながら、将吾はあくまでしらを切ろうとする。追つい及きゆうしたところで口を割るとは思えないから無む駄だなことはしないが、これで享のスタンスがはっきりとした。この男と行動を共にすることはない。


「和希のことは心配だけど、あんたも信用出来ないな」


「なんだと？」


「それに、長谷部さんが和希を連れて行ったんなら、危険な目に遭あうことはないだろうし……」


　少なくとも怪け我がを負わされたり、恐おそろしい目に遭わされたりということはありえないだろう。別の意味で、危険があるのは確かだけれど……。


「勝手にしろ！」


　将吾はそう吠ほえて部屋を出て行った。勝手に来て怒ど鳴なり散らして帰って行く異い母ぼ兄けいに、享は嘆たん息そくした。


　おそらく将吾は達郎か高城の跡あとを付ける気だろう。こちらの動きには警けい戒かいしているはずだから、やすやすと行き先を知らせるような真ま似ねはしないだろうが、もし和希を見つけたら、将吾はかなりの騒ぎを起こすはずだ。それは和希のためにもならない気がする。


　享は窓から外を眺め、どうしたものかと溜め息をついた。


　会って間もない少年のことを、こんなに案じている自分が不思議だった。血の繫つながりはないし、戸こ籍せき上でも赤の他人だが、本当の弟のように思えて仕方ない。


　勝手な感傷だということはわかっている。実父はいまだに声すら聞いたこともなく、異母兄とは反発し合ってばかりいて、他ほかに身寄りもない。そんな自分に懐なついてくれた相手に、妙みように入れ込んでしまったのだろうけれど、悪い気はしなかった。


　だから和希にとって、一番いいようにしてやりたい。それがどんな形なのかは、まだ見えてこなかったけれども。


「あ……」


　庭に将吾の姿を見かけた。外へ行こうという格好ではなく、どこか人目を避さけるように歩いている。ガラスの加工で享が見ていることはわからないらしいが、手には携けい帯たい電話が握られていた。


　考えるより先に享は部屋を飛び出していた。階段を駆かけ下り、庭へ出て、将吾が歩いていったほうへ向かう。


　その姿よりも先に、話し声が聞こえてきた。


「だから電話してくんなって言ってんだよ。わっかんねーオッサンだな。部屋に盗とう聴ちよう器きでも仕し掛かけてあったらどうすんだよ。それよりさ、長谷部の跡、つけさせてくんねぇ？　絶対あいつが和希の居場所知ってるって。ああ……うん、高城も知ってるはずだけど、同じ家からつけてくのって難しくてさぁ……」


　木に凭もたれ、怠だるそうに話していた将吾が、気配を感じたのか不意に振ふり返った。その瞬しゆん間かんだけは驚おどろいたような様子を見せたものの、意外なほど落ち着いた声で続けた。


「また電話するわ。とにかく長谷部のほう頼たのむな」


　電話を切る音と一緒に、将吾が近づいてくる。表情には余よ裕ゆうがあり、強がりではない笑えみが浮うかんでいた。


「盗ぬすみ聞きはよくねぇなぁ、享クン」


「今の誰だれだ？　あんた、何を企たくらんでる……？」


「人聞き悪いこと言うなよ。和希の本当の親おや父じさんに頼みごとしてただけじゃん。別に疚やましいことなんてねぇよ」


「どうしてあんたが和希の父親を知ってるんだ？」


「そりゃあ、ちょっとした縁えんてやつで」


　笑いながらの言葉でなくても、この男の言うことは信じられない。どこまで本気かわかったものじゃなかった。


　すぐ前まで来ても足を止めない将吾に、享は思わず後ずさった。すぐに背中に木が当たり、逃にげ場はなくなってしまう。


　享の顔の横に手を突いて、将吾は口の端はしを上げながら見下ろしてきた。


「オッサン、すっげー心配してんだよ。だから協力すんのは当然だろ？　何たって、俺にとっても和希は弟みたいなもんだしさ」


「だったらどうして、コソコソ隠かくれるように連れん絡らく取り合ってるんだ？」


「そんなもん、あいつらが油断ならねぇ連中だからだよ。オッサンが言うには、長谷部はとんでもねぇ野郎らしいしな」


「どういう意味？」


「そもそも和希の親父さんの会社を倒とう産さんに追い込んだのは長谷部なんだってよ。離り婚こんの原因も経済的なことらしいしな」


「そんな……」


「わかったら、協力してくれよ。嫌いやならせめて、あいつらには黙だまっててくれ。和希のためなんだからさ」


　将吾は軽く享の肩かたを叩たたき、家の中へと戻もどっていった。しばらくその場に立ち尽つくし、享はいくつもの情報を整理し、自らに問いかけてみた。


　何を信じたらいいのか。達郎と高城の動きがおかしいのは事実だが、将吾の言葉を鵜う呑のみにも出来ず、享自身は何一つ情報を持っていない。頼たよるのは自分の目と感覚だけだが、それに自信を持っているわけではなかった。


　ゆっくりと歩き出しながら、一つ一つ考える。


　達郎の抱く想おもいが軽いものでないことは享にだってわかる。彼は冷静そうな顔の下に激しい執しゆう着ちやくと渇かつ望ぼうを隠し、和希をとても大切にしていた。そしてここしばらくの和希の様子を見ていれば、一方的な想いだとも思えなかった。


　自室に籠こもり、外が暗くなる頃ころまで繰くり返し考えて、享はやがて一つの結論を出した。


　時間を確かめてから部屋を出て、静かに歩き出す。階下にある部屋の前に立ち、軽くノックをすると、ややあって高城が現れた。彼は享の訪問に眉まゆ一つ動かさず、頭半分は高い位置から見下ろしてくる。


　態度は慇いん懃ぎんだが、相変わらず妙に威い圧あつ感かんのある男だった。


「どうしました？」


「話があります」


「どうぞ」


　あっさりと部屋に招き入れられ、椅い子すを勧すすめられた。二階にある部屋よりは小さめだが、それでも十分な広さがあり、家具はそれなりに揃そろっているものの、私物と呼べるものはほとんど見あたらなかった。


　飲み物を用意しようとしたのは、享が断った。


「和希のことで」


　すぐに切り出すと、高城は予期していたと言わんばかりに軽く頷うなずいた。けれども彼はけっして自分から口は開かない。


　高城はここのところ、平日の昼間は家を空けていた。もともと常に家にいたわけではないが、和希がいなくなってからはそれが顕けん著ちよになった。そして土日は、以前と同じように昼間も在宅しているのだ。


「和希はいつ帰って来るんですか？」


「まだわかりません。でも、そう遠いことではないはずですよ」


「……あの二人、ちゃんと収まったんですか？」


「どういう意味です？」


　問い返してきた高城がほんの少し意外そうな顔をした。眼め鏡がねの奥の瞳ひとみは、それでいてどこか面おも白しろがっているような色合いを感じさせる。


　視線でさらに先を促うながされ、享は自分の考えを伝えるために口を開いた。


「感情的に少しこじれていたように見えたから……気になって」


「和希さんから何か聞いたんですか？」


「いえ。でも和希が長谷部さんのことを好きなのは、見ていればわかりますから。もちろん長谷部さんもですけど……」


「なるほど……」


　高城は感心した様子を見せはするが、それが本心からかどうかはわからなかった。この男を見ていると、出したはずの結論が揺ゆらぎそうになってしまう。将吾よりもよほど信用がならない男だし、何を考えているのかさっぱりわからない。


　それでも享は自分の感覚を信じ、自分が思っていること、そして将吾から聞いたことを高城に話していった。











　窓から眼下に広がる景色を眺ながめて、和希は何をするでなくただぼんやりとそこに立っていた。


　ここよりもずっと低いビルや家や道路は、まるでジオラマのようだ。景色の奥のほうには東京湾わんが広がっていて、夕日に焼けた空がとても綺き麗れいだ。


　あれから何日経たったのか、和希にはよくわからなくなってしまった。


　訊きけば答えてくれるはずだし、テレビをつければすぐにわかるだろうが、和希はその気になれなかった。今日が何日だとか、何曜日だとか、そんなことは大きな意味を持たないし、興味もなくなった。ただ達郎が仕事に出かけなかったから、おそらく土曜日なのだろう。


　和希の頭の中は達郎でいっぱいだ。一いつ緒しよにいる間はもちろん他ほかのことなんて考えられないし、仕事に行っている間も、彼のことばかり考えている。


　考える時間がありすぎたせいなのか、和希の気持ちは混乱から解き放たれている。感情が変化して、いろいろなことを思い知らされた。


　犯おかされている、という意識はもうない。達郎がそう言っているように、和希も抱だかれているとしか感じられなくなった。しかも嫌だとは思っていないのだ。達郎はこれ以上ないほど優やさしく触ふれてくるし、荒あら々あらしく容よう赦しやがないときでも、和希を傷つけたりすることはしなかった。意地悪く焦じらしたり恥はずかしい言葉を口にしたりもするが、泣く羽目になるのは激しすぎる快楽のせいであり、感情的なことではない。


　そんな自分が嫌だった。


　何よりも達郎への気持ちをはっきりと自覚したことが、和希にとって衝しよう撃げきだった。複雑に絡からみ合っていたいくつもの感情を解ほどいていったら、そこにあったのはやはり恋こいと呼ばれているものだったけれど、和希はそれを達郎に知られたくはなかった。


　きっかけは、高城と交かわした会話だった。


　──和希さんは、あの人の良心なんですよ。


　どんな話の流れだったかは覚えていないが、高城は薄うすく笑いながらそう言った。昼間、彼はここにいるが、そんなふうに積極的に話すことは珍めずらしく、和希はその驚きもあってまじまじと見つめ返したものだった。


　──りょう……しん……？


　──そう、良い心、の良心です。


　いきなり言われたところで、すぐに理解出来るはずもなく黙っていた。すると高城はさらに続けた。


　──私が言うのもなんですが、あの人は心に欠けつ陥かんがありますよ。情に欠けているんです。


　──そんな……。


　まだ達郎を庇かばおうとしている自分に気づいて和希は愕がく然ぜんとした。そうして自分の気持ちに気づいてしまったのだ。


　優しく抱かれ、快感に負けてすべて許してしまったみたいで、ひどく嫌だった。それが事実なのだとしても、達郎にはそう思われたくなかった。


　一度だけ、抱かれている間につい好きだと口にしてしまったが、あのとき達郎は苦く笑しようするだけで何も言わなかった。それが自分たちにとって幸いだったのか不幸だったのかは、いまだによくわからない。ただ一つだけはっきりしていることは、この状態で告白したところで、それを本心だとは思ってもらえないということだ。快感に溺おぼれて理性を失った人間の、意味のない言葉だと取られたのかもしれないし、早く解放されたくて心を偽いつわっていると思われたのかもしれない。


（最初に言われたときにオレも好きだって言ってたら……どうなったのかな）


　考えても仕方ないこともたくさん考えた。時計の針を戻もどすことはできないから無む駄だだとわかっていても、そこまで自分をコントロール出来ない。


　和希の気持ちが伝われば、きっと何かが変わるはずだ。だが言ってもどうせ信じてもらえないだろうし、ささやかなプライドと意地が邪じや魔まをして、言葉を尽つくしてわかってもらおうなんて気持ちにもなれなかった。


「和希」


　掛かけられた言葉に、和希はゆっくりと振ふり返った。


　ここへ来てから、あまり言葉は交わしていない。たとえば週末──これで三度目だ──には朝から晩まで一緒にいるのに、会話らしい会話はほとんどなくて、それよりはずっと身体からだを重ねながらの言葉のほうが多かった。もっとも和希が口にするのは、意味のない喘あえぎ声ばかりだったけれども。


　近づいてきた達郎が、窓辺で和希を抱きしめた。顎あごを掬すくい上げられてキスをされ、唇くちびるが深く結び合わされる。


　和希が身に着けている唯ゆい一いつのものは達郎のシャツで、裾すそは腿ももまで隠かくしてはいるものの、無防備な姿には変わりない。すぐに脱ぬがされることも多かったし、このまま最後までされてしまうことも結構あった。


　今度はどっちなんだろう。そう思いながら身体を這はい回る手を感じていると、少し唇を離はなして達郎は言った。


「明日には帰れるよ」


「えっ……？」


　とっさに意味が理解出来なかった。それくらい、和希にとっては思いがけない言葉だった。


「元の生活に戻れる。嬉うれしいだろう？」


　決めつけるようにして言われて、和希は少し俯うつむき加減になった。あるいは頷いたように見えたかもしれなかった。


「飽あきたわけ……？」


「まさか。ただ、そろそろ限界なんだ。山根さんが、和希を捜さがしている」


「……お父さんが……？」


「興信所を動かされたら、時間の問題だ。今のあの人には、それくらいの力はあるからな」


「そっか……」


　結局、いくら和希のことを愛しているとか執しゆう着ちやくしているとか言ったところで、自分の立場のほうが大切というわけだ。保身のために、和希を簡単に手放してしまう、その程度の想おもいに和希は溶とろかされ、陥かん落らくしてしまったのだ。


　達郎ほどの立場にいる人間ならば当然だと頭ではわかっていても、気持ちが納なつ得とくしてくれなかった。


　なんだか惨みじめに思えてくる。達郎の気持ちを疑いはしないけれど、彼にとっては自分の身が危あやうくならない範はん囲いでの、欲望の処理でしかなかったのかもしれない。


「……和希は、どうしたい？」


　俯いていた和希は、不意に問われて思わず顔を上げた。


「何が……？　どういう意味？」


「ここを出てからも、俺に会って平気か？」


「……そんなの、わかんないよ。だいたい、平気じゃないって言ったらどうすんの？　オレの前からいなくなんの？」


「ああ」


　あっさりと頷うなずいて、達郎は表情を和やわらげた。余よ裕ゆうの笑えみでも自じ嘲ちようでもなく、どこか投げやりな気配があった。


「けど……無理じゃん……」


「会社を辞やめればいい。もともと俺は血けつ縁えんでも戸こ籍せき上でも関係ないから、会社に関かかわらなくなればそれまでだ」


「何、言ってんだよ……！」


　彼が会社にとって、そして武志にとって、どれだけ重要な人間であるかは和希にだってわかることだ。まして無責任に背負ったものを放ほうり出す人間でないことも。だからきっと、今のは本気じゃないのだろう。


「和希が望むんであれば辞任する覚かく悟ごは出来ているよ。二度と目の前に現れるなと言うならそうする」


「オレにそんなこと決めさせんな！　なんで……そんなこと……」


　誰だれかの命運を握にぎるなんてことは恐おそろしくてしたくない。達郎ならばなおさらだし、そもそも和希はそんなことを望んではいないのだ。恨うらんでいるわけでも、憎にくんでいるわけでもないのだから。


「達郎さんには、会社にいてもらわなきゃ困る……」


「……わかった」


　それだけ言って、後は何を言われるでもなく、指先で唇をなぞられる。その指が、やがて頰ほおに触ふれ、首を辿たどってシャツの中へと入り込む。ボタンは普ふ段だんから上のほうをほとんど外してあり、容易たやすく外からの進しん入にゆうを許した。


　達郎に抱だかれる以外に、ここにいる和希がすることは何もなかった。高城が言ったように、本当に服を着る必要なんてないくらいで、この身体はセックスに慣れ、快楽を覚え込んでしまった。


　ちゃんと元の自分に戻れるんだろうか。達郎に与あたえられた凄すさまじい快感を忘れることが出来るのだろうか。


「ん……っ、ぁ……」


「明日までは……」


　耳元で囁ささやかれた声に、ぞくりと身体の芯しんが震ふるえた。これから味わう甘い苦しみへの戦おののきだったかもしれないし、そうされることへの期待だったかもしれない。


　和希にもどちらなのかよくわからなかった。


「おいで」


　腰こしを抱かれてベッドへと促うながされ、シャツのボタンを外されていくのをぼんやりと見ていた。身体中に散らばった赤い痕あとは、ここに来てからというもの消えることがなかった。休日は時間など関係なく抱かれるとわかっているから、今さらどうこう思うこともないが、カーテンが開けたままになっていることに気づいて和希は眉まゆをひそめた。


「カーテン……」


「誰も見ないよ」


「でも……」


「すぐに気にならなくなるだろう？」


　いつものように、と続く声が聞こえた気がした。達郎が和希を抱くのは何もベッドに限ったことではなく、リビングのソファだったりバスルームだったりしたこともあった。いずれも和希は最初だけ抵てい抗こう感かんを示すものの、結局は何も考えられなくなって貪どん欲よくに快楽を貪むさぼってしまっていたからだ。


　和希は諦あきらめて目を閉じた。そうすれば、カーテンのことなど気にならなくなるだろう。


　ベッドに和希を横たえ、シャツのボタンをすべて外した達郎は、前を開いて露あらわにした胸むな元もとに顔を伏ふせていった。




　　　　９







　家へ向かう車の中で、会話は一いつ切さいなかった。


　和希は後部シートに座り、ときおり運転席の達郎に目をやる以外は、ほとんど外を眺ながめていた。後ろに座るように指示したのは達郎だった。言葉ではなく、黙だまってドアを開けて和希を促したのだ。


　大学前から連れ去られて二十日近くが経たっていて、外はもうすっかり寒くなっていた。秋が終わり、冬の気配を濃こく感じた。


　ひどく久しぶりに服を身に着けて、靴くつを履はいたら、自分の靴なのに違い和わ感かんがあってしょうがない。だが足あし下もとがふらついたのは靴とは無関係で、身体からだの問題──要するに昨晩の濃のう厚こうな行こう為いのせいに他ほかならなかった。


　最後だから執しつ拗ように求めてきたのだろうし、和希のほうにもそういった一いつ瞬しゆんの感傷があったことは否いなめない。


　門をくぐり、車寄せに停車されると、すぐに中から高城が出てきた。彼は何ごともなかったような顔をして、和希たちを中へ通した。


「和希……っ！」


　玄げん関かんホールに入ってすぐに上のほうから声がし、途と中ちゆうで曲がる形の階段を将吾が駆かけ下りてきて、少し遅おくれて享が続いた。


　達郎は和希の側そばを離れ、将吾たちとすれ違ちがうような形で自室へと向かう。


「おい……！」


　険しい表情で達郎に何か言いかけた将吾だったが、小さく舌打ちしてすぐにまた和希に駆け寄ってきた。達郎は一度も将吾に目を向けようとはせずに、やがて和希の視界から姿を消してしまった。


「和希、お前……っ」


「……ただいま」


「ただいまじゃねぇだろ？　お前、今までどこにいたんだよ！」


　肩かたを摑つかまれて、がくがくと揺ゆさぶられた。乱暴だけれど、将吾が心配してくれているのはよくわかった。そして黙ってこちらを見ている享が、もの問いたげな目をしているのも和希は気がついていた。


「ごめん……」


「長谷部と一いつ緒しよだったんだな？　何があったんだ？」


「何って、別になんでもないよ。心配かけてごめん」


「そんなんで納なつ得とく出来るわけねぇだろ？　いきなり帰って来なくなるわ、連れん絡らく一つ寄よ越こさないわ、携けい帯たいも繫つながらないわ……。もしかして、黙ってろって言われてるのか？　まさか脅おどされてるんじゃ……？」


「違うよ！」


　和希は慌あわててかぶりを振ふった。黙っていると余計に騒さわぎが大きくなりそうだが、上う手まい言い訳は浮うかんでこなかった。


　救いを求めるように高城を見たが、彼は少し離はなれたところから傍ぼう観かんを決め込んでいて、むしろこの状じよう況きようを面おも白しろがって見ているようだった。


　和希はふっと息を吐はき出しながら、少し表情を和やわらげた。


「そういうんじゃないんだ……ちゃんと説明出来なくてごめん。でも本当に大だい丈じよう夫ぶだから、もう心配しないで」


「和希……」


「ちょっと疲つかれてるから、部屋で寝ねるね」


　やんわりとそれ以上の追つい及きゆうを拒きよ否ひして、和希は享にも笑えみを向けると、ゆっくりと自室に戻もどった。和希の姿が視界から消えるまで、将吾たちがこちらを見ていたのはわかった。


　部屋に入り、手にしたバッグを床ゆかに放り出して、そのままベッドに身体を投げ出した。


　目を閉じると、達郎のぬくもりを思い出してしまう。抱きしめてくる腕うでの温かさや、触ふれてくる指の優やさしさが鮮せん明めいに蘇よみがえってくる。


　夜中まで貪られたのが噓うそのように、夜が明けて目を覚ましてからの達郎は、和希を抱きしめたり軽くキスしたりはしたものの、それ以上のことはしてこなかった。


（マンション出てからは顔も見ない……）


　昨日の夕方に交かわした会話が脳のう裏りに蘇ってくる。結局、途中で立ち消えてしまったような形になったが、達郎の中では何か結論が出たのかもしれない。


　何も考えたくなくて目を閉じ、このまま眠ねむってしまおうかと思ったときに、バッグの中で携帯電話が鳴り始めた。今日の昼過ぎになって、ようやく返してもらったものだった。


　誰だれだろうと思いながら、手を伸のばして電話を摑みだした。


（享さんだ……）


　和希は目を瞠みはり、戸と惑まどいながらボタンを押した。ほんの数分前に会った人から──それも同じ家にいる人からの電話というのは不思議な感覚だった。


「はい……？」


『ああ、僕だけど……ちょっと今から部屋に行ってもいいかな』


「あ……うん」


『じゃあ、今から行く』


　会話はたったそれだけで終わり、それから本当に間もなくドアがノックされた。


　和希は享を招き入れて、向かい合って座った。彼が何を聞きに来たのかはわかっているつもりでいた。


　けれども、向けられた言葉は予想外のものだった。


「一つだけ確かめたいことがあるんだ。和希は……長谷部さんのことが好きだろう？」


「な、何……」


「別にからかってるわけじゃない。僕にはそう見えるし、長谷部さんも和希のことを大事にしているように見えるから……」


「大事に……？」


「違うのか？」


「……わかんない……」


　和希は俯うつむき、そのまま黙り込んだ。


「……和希、雰ふん囲い気きが少し変わったな」


「そうかな」


「長谷部さんと寝たのか？」


　あまりにもストレートに言われて、和希は思わず息を飲んでしまった。享の顔を見ると、彼は真しん剣けんな顔をしていて、軽い気持ちで言ったわけじゃないのだとわかった。


　享にならば言ってもいいかもしれない。彼は将吾のように騒ぎ立てたりはしないだろうし、和希を混乱や迷いから救いだしてくれるかもしれない。


　ゆっくりと、和希は今日までのことを話していった。ホテルで父親に会ったことも、以前から達郎が和希の身体を好きにしていたことも、包み隠かくさずに全部口にした。さすがにあのマンションでのことは一部しか言わなかったが、自然と顔が赤らんでしまったから、無む駄だなことだったかもしれない。


　享は何も言わず、ただときおり相あい槌づちを打つだけで話を聞いてくれた。驚おどろいた様子もなかったし、眉まゆをひそめるということもなかった。


　そして和希が口を噤つぐんでから、ぽつりと言った。


「保身のためじゃないと思うよ」


「でも……」


「自分の身を守りながらだって、和希を自分のものにしておくことは出来るよ。弱みを突ついて脅すことだって、やろうと思えば出来たはずなんだ」


「そこまでするほど、欲しくないって……思ったのかもしれないじゃん」


「だから自分も本当は好きだって、言えなかった？」


　静かな言葉に和希は目を瞠った。違う、と言うことが出来ずに、自分の気持ちを嫌いやというほど思い知った。


「……うん……」


「ちゃんと話してくれば。あの人、部屋を片づけてたよ」


「え……？」


「さっき、少し話したんだ」


「……そうなんだ……」


　言葉の意味よりも、達郎と享が二人きりで話したことのほうが気になってしまい、そんな自分に気づいた途と端たん、和希は目を逸そらして膝ひざの上できつく手を握にぎりしめた。


　探さぐるような言い方になってしまったのは無意識だった。独どく占せん欲よくなら和希だって持っていた。和希よりも達郎を理解し、そして同じ目的のために動こうとする高城にすらも、嫉しつ妬としてしまっているくらいに。前から彼のことが好きじゃなかったのは、そのせいだったのだろう。


　きっと顔にも出ていただろうに、享は何も触れずに答えた。


「和希を頼たのむって言われたよ。もうここには戻ってこないつもりだと思う」


「っ……」


　思わず腰こしを浮かせる和希を見て、享は先に立ち上がり、和希の手を引っ張った。そのまま部屋の外へと歩き出し、ドアが開いたところで、言い争うような声を聞いた。


「なんとか言えって！」


　いや、正しく言うならば、将吾が怒ど鳴なっている声だった。階段の上のところで、達郎に向かって突っかかっているらしい。


「あいつ……」


　享の呟つぶやきを聞きながら、和希はすでに駆かけだしていた。意識して膝に力を入れていないと、そのまま崩くずれてしまいそうな不安定さがあった。


　和希の姿に気づいて、将吾が顔をこちらに向けた。それでも達郎の胸むなぐらを摑む手を放すことはなかった。


「将吾さん、何してんだよ……！」


「お前が言えないみたいだから、こいつに訊きいてやろうとしてんだ……！」


「言えないわけじゃないってば！」


　和希は将吾の腕に取りすがり、達郎から手を放させようと表情を険しくする。心配してくれる気持ちはありがたいし、達郎への気持ちは相変わらず複雑なままだけれど、将吾が達郎を詰きつ問もんし、そして糾きゆう弾だんするのを望んでいるわけじゃなかった。


「放せっての」


「将吾さんが放したら放す」


「なんでお前、こんなやつ庇かばうんだよ……！　だいたい、てめぇもだんまり決め込んでんじゃねぇよ！　和希がこんなんなってんのに、関係ねぇみたいな顔しやがって！」


　ぐっと腕に力を込こめる将吾を、達郎は何も言わず冷ややかに見つめている。まるで他ひ人とごとのような態度だ。


　だから、将吾が頭に血を上らせるのも仕方ないことだったのだ。


「なんとか言えよ！」


　将吾はジャケットを摑つかんだ手で達郎を締しめあげようとし、達郎はそれを引き外そうと、将吾の手首を摑む。


　とっさに振ふり払はらった将吾の腕うでが、和希の身体からだを揺ゆるがせた。


「っ……」


「和希！」


　ただでさえふらつく身体は、あっけなくバランスを崩した。階段の上という足場の悪い状態だったのも運が悪かった。


　ふっと身体が浮ういたような感覚があって、やけにゆっくりと、和希は自分が階段の上から投げ出されたことを自覚した。


　ぎゅっと目を閉じて、来きたるべき衝しよう撃げきを覚かく悟ごする。


　だが身体が感じたのは痛みではなく、馴な染じんだ腕と、床ゆかに叩たたきつけられたにしてはおかしな衝撃だった。


「和希！　長谷部さん！」


　享の声がとても遠くから聞こえてきた気がした。そろりと目を開けた和希は、自分を抱だきしめている達郎を見て目を瞠った。落ちていく和希をとっさに抱きしめて、達郎は一いつ緒しよに落ちたのだ。それも自分の身体が下した敷じきになるように庇って。


「達郎さん！」


　下まで落ちたわけじゃなかった。階段は曲がっているから途と中ちゆうにランディングがあり、和希たちはそこに留とどまってはいたが、それでも十段ほどはあっただろう。


　目を閉じ、苦痛の表情を浮かべている達郎を見て、すっと血の気が引いていった。


「し……死んじゃやだ……！」


　動どう揺ようのあまり半泣きになって叫さけぶと、達郎は目を開けて苦く笑しようした。マンションを出てから初めて和希を見てくれた。


「こら……勝手に殺すな」


「達郎さん……」


　絞しぼり出すような声だったが、返事をしてくれたことに安あん堵どして、和希は思わずその場にへたり込んだ。


「よかった……だってオレ、まだ何も言ってなくて……ほんとは、達郎さんのこと好きで、だから……っ」


　言葉が舌先に絡からんで上う手まく出てこなくなり、思わず和希は自分から達郎にくちづけていた。


　さすがに驚いたらしい達郎だったが、それ以上だったのは見ていた享と将吾だった。もっとも享のほうには、周囲を見回す余よ裕ゆうがあったが。


「キ……キスとかえっちとか……嫌じゃなかったし、達郎さんだったら……いいし。だから、出てっちゃだめだ……！」


「和希……」


　宥なだめるように背中を撫なでてくれる手は、この上もなく優やさしかった。


　階段を下りてきた将吾と享は、和希たちを取り囲むようにしてこちらを見ているが、口を挟はさむことも出来ずに黙だまっている。


　一方階下においては、高城が騒さわぎに集まってきた者たちに声を掛かけ、大だい丈じよう夫ぶだからと持ち場に戻もどしてから上がってきた。


「お取り込み中、申し訳ないんですが、いくつか確かく認にんをさせてください。頭は打っていなかったようですけど、どうします？　救急車が必要ですか？」


　高城の冷静な声に、達郎は視線だけを彼に向けた。


「いや……」


「医者は？」


　さらなる問いかけに答えることなく、達郎の視線は再び和希に向かった。


「それより和希だ」


「ああ、失礼しました。最優先事じ項こうでしたね。うっかりしていましたよ」


　絶対に噓うそだと誰だれもが思ったものの、この場で口に出す者はいなかった。そんな中、高城は視線を和希に向け、形ばかりの確認をしてきた。


「どこか痛いところはありますか？」


「オレは平気だよ。それより達郎さんがっ……」


「だそうです。で、医者は必要なんですか？」


「ただの打だ撲ぼくだ。放ほうっておけば治る」


　そう言いながら、達郎はゆっくりと上体を起こした。背中がかなり痛むらしく、端たん整せいな顔が苦痛に歪ゆがんでいた。それから溜ためていた息を吐はき出すようにして、肩かたの力を抜ぬくのがわかった。少なくとも見えている範はん囲いに傷らしきものはない。服の下には打撲の傷があるのだろうが、血が出ているわけではないし、どの程度なのかはわからなかった。


「ま、上手く落ちていましたからね。ひどいようでしたら、後で湿しつ布ぷでもお持ちしますよ。ところで、立てるんですか？　肩でもお貸ししましょうか」


「いい」


　一人で立ち上がろうとする達郎に和希が寄り添そったのは、考えてしたことではなかった。身体が勝手に動いたのだった。


「和希……」


「摑まって」


　頼たよりないことはわかっていたが、黙って見てもいられなかった。本当は高城や将吾のほうがしっかりと支えられるだろうし、確実なのだろうけれども、どうしても他ほかの誰にもこの役目を譲ゆずりたくない。


　和希と達郎はゆっくりと階段を上り、見ているしかない享は、少し先に立って達郎の部屋のドアを開けにいった。将吾は将吾で、バツが悪そうな顔をしてじっとこちらを見ていたが、やがて黙って後をついてきた。


「椅い子すでいいよ」


　ベッドに、と思っていた和希は、そう達郎に言われて長椅子まで彼に付き添った。そのまま離はなれていくことが出来なくて、一緒に座るような形になった。


　安心したら、膝ひざから力が抜けていった。むしろ今まで、ちゃんと歩いて来られたことが噓のようだった。


「ごめん……」


「どうして謝るんだ？　元はと言えば俺のせいだろう？」


　項うな垂だれる和希の耳に、優しい声が響ひびく。囁ささやきは、部屋の入り口のところで所在なげにしている二人には聞こえなかっただろう。


　享にせっつかれたのか、あるいは自主的にか、将吾はひどく言いにくそうに言った。


「その……悪かったな。あんなつもりじゃなかったんだけど……」


「気にすることはない。和希に何かあったら、ただじゃおかないところだがな」


「助かったよ。カッとなると見境つかなくなるからさ……あんたに借りを作っちまったか」


「それは気分がいいな」


　笑いながら達郎がそう返すと、将吾はチッと舌打ちした。


「ほんといい性格だぜ。言っとくけど、だからってあんたへの疑いが晴れたってわけじゃねぇからな」


「いろいろと誤解があるらしいな」


「和希の親おや父じさんが噓ついてるって言うのか？」


「いや。だから誤解だと言っただろう。ちなみに会社の件も、確かに倒とう産さんに追い込みはしたがそれは時期を早めたというだけだ。何もしなくても潰つぶれたことは間ま違ちがいない。しかも、周囲への影えい響きようを大きくしてね。あの人には、わからないようだが……」


　やんわりとした言い方だが、最後に皮肉を付け足すことも忘れなかった。実際、現在の山根が裕ゆう福ふくなのは再さい婚こん相手の資産と手しゆ腕わんのためであり、彼自身の能力とは無関係だった。むしろ名めい誉よ職しよくに就つかされているらしいから、そこから鑑かんがみるに再婚相手にも仕事面では認められていないということだろう。


「見合いの話も、もちろん断った。黙っていた理由は、言うまでもないな。ああ、ひょっとしたら金目当ての線も考えたのかもしれないが、それも誤解だ。むしろ和希に遺産が渡わたらないほうが都合がいいくらいでね」


「は……？　なんでだよ」


　将吾の問いかけに答えるように、歩いていたときから肩に回っていた腕が和希を引き寄せた。告白を聞いたせいなのか、遠えん慮りよがちだったところは跡あと形かたもなくなりを潜ひそめている。


「俺が全部面めん倒どうを見るっていう大義名分が出来るだろう？　もし手に入らないなら、そのための策を練っただろうな」


　さらりと言い放つ達郎に、和希は驚おどろいて目を瞠みはり、将吾は呆あきれたように溜め息をついた。そして享はなんとも複雑そうな顔をしていたが、何も言わなかった。


「和希、こんなやつだぞ？　お前、騙だまされてるって」


　達郎のことを何も知らないみたいな言い方をされて、和希は口を尖とがらせる。


「そんなことないよ。ちゃんとわかってるし、それでも好きなんだからしょうがないじゃん」


「……さっき、ちょっと気になったんだけどさ……やっぱ、もうやられちゃってんのか？」


「や……やられ……」


　自然と顔が赤くなるのは、マンションでのことを思い出してしまったからだ。それを見て将吾は大げさな溜め息をついた。


「やっぱそうだよな。雰ふん囲い気きちょっと違うもんなあ……なんだよ、せっかく和希のバージンは俺がいただこうと思ってたのに」


　指先にぴくりと力が籠こもったことは、きっと和希にしかわからなかっただろう。達郎の表情は変わっていなかったし、声こわ音ねもあくまでそのままだった。ただし醸かもし出す雰囲気は彼の心情をはっきりと表していた。


「高城」


「なんですか？」


　いつの間に来ていたのか、ドアの陰かげから高城が現れる。もっと近くにいたはずの享や将吾も驚いていたから、まったく気づいていなかったのだろう。


「将吾くん、貸しを増やしてやるよ」


「何……それ」


「和希にいろいろと吹ふき込んでくれたり、見せたりしてくれたらしいからな。余計なことだったと理解してもらおう。悪気はなさそうだが、山根さんの思いこみに付き合うようでは困るからな」


「だから反省してんじゃんよ。それにあんたの性格が悪いのは事実だっての」


　ぶつぶつ言いながらも、将吾は高城に促うながされるまま部屋を出て行く。追い出された、というほうが正しいのかもしれなかった。


「それから、高城。明日の予定を調整しておいてくれ」


「はいはい、どうせ私が被かぶるんですよね、わかってますよ。さて、行きましょうか。興味があるなら享くんもどうぞ」


「あ、はい……」


　高城は文句を言いながらも命令に従って二人を連れて行った。ドアが静かに閉まると、二人だけの空間になった。


「ほんとに大丈夫？　痛む？　あ、手当てしなくていいのか？」


　会社を休まなければいけないほど痛むのだろうかと、つい心配になる。


「平気だよ。和希が欲しい言葉をくれたからな」


　達郎は髪かみに唇くちびるを寄せて、そのままじっとしていた。


　今いま頃ごろになって、和希は自分の言葉に恥はずかしくなってしまう。あのときは本当に動どう揺ようし、だからこそ本音が口をついて出たのだろう。


「好きだと言ってくれたな」


「……うん」


「セックスも、本当に嫌いやじゃなかったのか？」


「全然嫌じゃない……す……好き、かもしんない……」


「そうなのか？」


「けど達郎さんだからだよ？　他の人だったら嫌だ。絶対やだ」


　誰だれでもいいなんて思われるのは嫌で慌あわてて言葉を付け足した。間近からじっと見上げると、優やさしい顔で達郎がキスをしてきた。


　触ふれるだけですぐに離れて、彼は言う。


「だったら、してもいいか？」


「い、今？　だって背中が……」


「無理しなければ大だい丈じよう夫ぶだよ。どうしても、和希が欲しいんだ。和希もそうだろう？」


　見み透すかされて、和希は頷うなずくしかなかった。好きだと言われたばかりの達郎はもちろんだが、言ったほうだって気持ちが高まってしまっているのだ。


　了りよう承しようの代わりに目を閉じると、再び唇が重なってきて、次し第だいにキスは深くなっていった。











　和希の艶なまめかしい声が、心ここ地ちよく耳を打つ。


　ここのところずっと聞いていたこの声は、和希が快楽に溺おぼれどうしようもなくなっている証しよう拠こで、普ふ段だんよりも少し高めで甘く聞こえる。


　シーツに肩かたから沈しずむように腰こしだけを高く掲かかげている姿は、とても卑ひ猥わいだ。最初は手を突ついていたものの、途と中ちゆうで支えきれなくなって崩くずれてしまったのだ。


「ぁんっ、ん……や……だめ……」


　とろけそうに甘い身体からだは、達郎に深い快感を約束してくれる。気持ちまでくれていると確信出来たせいなのか、いつもよりずっと感覚が強い気がした。


　細い腰を摑つかみ、二度目の絶頂を得ようと、達郎は和希を穿うがっていく。


　和希は顔を沈めたピローをぎゅっと握にぎりしめ、息も絶え絶えになって喘あえいでいたが、許してやれるほどの余よ裕ゆうが達郎にはなかった。


　身体を繫つなぎながら和希を横おう臥がして、少し穿ってから仰あお向むけにした。


　顔が見えるようになると、涙なみだを一いつ杯ぱいに溜ためた目で、和希は達郎を見つめてきた。


「う、そつき……っ」


　いつもより舌っ足らずな声が、さらに達郎を煽あおり立てるとは知らないらしい。密ひそかに笑えみを漏もらしながら、何もわからないと言った態度で顔を寄せていった。


「何が？」


「だ……って、背中……」


　言いたいことはわかっているし、間違ってもいない。怪け我がのせいでいつものようには出来ないと匂におわせたのはフェイクだったし、求める気持ちの強さも、それに応じた執しつ拗ようさや激しさも、まったくいつもと変わらないか、それ以上なのだから。


「さすがに、少し痛むよ」


　だが我が慢まん出来ないほどではないし、今は快楽のほうが遥はるかに大きい。


　ばたばたと動く脚あしを抱かかえ上げ、深く身体を折った状態で、さらに中を突き上げた。


「あっ、や……っん……んん……！」


　まぎれもない嬌きよう声せいに、抗こう議ぎの言葉が取って代わられる。文句を言ったところで無む駄だなことくらい、本当は和希も承知しているのだろう。


　濡ぬれた目で見つめられると、余計に泣かせたくなる。もっと快感を与あたえ、よがらせて、他ほかのことは何も感じられないようにさせたくなる。


　屈かがみ込むようにして、つんと尖った胸に舌を寄せた。


　ここを愛あい撫ぶすると、和希の身体はきゅっと後ろで締しめ付けてきて、達郎に深い快感を与えてくれる。


　さんざん口と指で弄いじったせいで、ピンク色だった乳ち首くびは赤くなっていた。


「か……嚙かんじゃ……や、だ……だめ……」


　軽く歯を当てただけで、和希はびくっと跳はね上がる。泣き声の混じった訴うつたえも無視して、達郎はそこを甘嚙みし、舌で舐なめ上げて、さらに声を上げさせた。


　和希の身体は敏びん感かんで、そしてたまらなく甘い。


　ひとしきり胸を弄ってから、仰のけ反った喉のどに嚙みつくようなキスをした。猛もう獣じゆうが獲え物ものを仕留めるときさながらに、けれどもあくまで愛撫の範はん囲いで、白い喉に何度も痕あとを残した。


　浅く速い呼吸を繰くり返しながら、和希はせつなげに喘ぎ続ける。


　内側から一番弱いところを突き上げると、悲鳴じみた声を上げながら和希は達郎の身体の下で腰を捩よじり立て泣いた。


「ひ……ぁっ……そこ、だめ……っ」


「さっきから、だめ、ばかりだ」


　くすりと笑いながら、達郎は和希の耳に唇を当てて囁ささやいた。


「いやぁ……っ……」


「和希がそういうところは、イイところばかりだよ……」


　その言葉に意味がないことは百も承知だ。だがこういうことを言うと和希が顕けん著ちよな反応を示すから、つい口にしてしまうのだった。


「っ、ぁ……ぁんっ……」


「噓うそをつく悪い子には……お仕置きが必要だな」


「や………だ……」


　弱々しくかぶりを振ふっているものの、達郎は見えない振りをして和希の腕うでを首に回させ、しっかりとしがみつかせた。


　それから細い身体を抱だき起こした。


「あぅ……っん！」


　向かい合って膝ひざに座らせ、下から何度も突き上げた。


　ああは言ったものの、具体的に何かしようと考えているわけではない。せいぜい、今まで以上に達郎が自分を制せい御ぎよ出来ないという程度のことだろう。


　きっと和希にとっては、甘かん美びな地じ獄ごくとなるはずだ。


「あぁっ……あっあっ……！」


　背中が反り返り、びくんっと大きく和希の身体が硬こう直ちよくした。


　互たがいの身体の間で、和希が欲望を果てさせ、腕の中で何度も痙けい攣れんするように断続的に震ふるえている。


　きつく締め付けられて、達郎もまた終わりを迎むかえた。


　和希は意識が半分飛んでいるらしく、ぐったりとして体重を預けてくる。元のように横たえてから身体を離はなすと、形よい眉まゆがひそめられて、官能の表情を作った。


　唇を塞ふさぎ、舌を絡からませながら、脚の間に指を忍しのばせる。


「んっ……！」


　指は容易たやすく中へと入っていった。熱くて柔やわらかな内部をゆっくりとかき回しながら、淫いん猥わいな音を響ひびかせ、自分の放ったものの感かん触しよくを確かめる。


　唇を離すと、途と端たんにそこから甘い喘ぎ声と、訴える言葉が聞こえてきた。


「も……やめ……」


「本当に？」


　達郎はもっと欲しかった。だから和希にも、もっと欲しいと思って欲しい。本当に嫌いやならば、きっとやめられるだろう。


　和希はまぶたを上げ、濡れた目で見つめてきた。


　指の動きを止めて、返事を待つことにした。今さら少しくらい待たされたところで、達郎にとって大したことではなかった。


　何か言おうとして和希の唇くちびるが震えている。


　耳を寄せて言いやすくしてやると、やがて消え入りそうな小さな声で、和希は言った。


「噓……」


「そういうときは、なんて言うんだ？」


「……もっと……」


　今はそれが精一杯らしく、和希は恥はずかしそうに目を閉じてしまった。


　だが充じゆう分ぶんだ。一方的な想おもいでないことが達郎の心を満たし、幸福感を与えてくれた。
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　ノックの音に、和希はうっすらと目を開けた。


　部屋でパソコンと書類を広げて仕事をしていた達郎が許可を出すと、すぐにドアが開いて何か紙かみ袋ぶくろを手にした高城が現れ、どういったわけか後ろから将吾と享が入ってきた。


「和希さんに会いたいというのでお連れしました。私もお話がありましたので、ちょうどいいかと」


　結局、昨日からずっと部屋に籠こもりきりで、夕方になるまで達郎以外とは会っていなかった。食事は運ばれてきたが、ドアのところで受け渡わたされていたからだった。


　パジャマは着ているから問題はないのだが、怠だるいので和希はベッドに潜もぐったままでいた。


「あー……なんか、部屋に漂ただよう気配からして違ちがうよな……」


　やれやれと言わんばかりの将吾は、和希の顔を見てさらに溜め息をついた。


「泣かされまくった顔だな。こいつ、Ｓとかじゃねぇだろうな？」


「ち、違うよっ。そりゃ確かにちょっと意地悪だったり、ずるかったりもするけど、達郎さんはちゃんと優やさしいし……」


　達郎はとにかく和希を気持ちよくさせてくれるし、終わった後は風ふ呂ろに入れてくれたり、中まで綺き麗れいにしてくれたりする。その行こう為いでまた気持ちよくなってしまうのが困るところだが、そういうものだから仕方ないとも言われていた。


「見事に誑たぶらかされてんな」


「そんなんじゃないよ」


「言っておくけど、優しい人格者がときどき黒いんじゃなくて、腹が真っ黒なやつが、お前にだけ優しいだけなんだからな」


「えー……」


「でも、顔つきは明るくなったよ。幸せそうな顔してる」


　享がそう言いながら近づいてきて、ベッドサイドに膝をついた。


「マジ？」


「ああ」


「ところで、聞いて欲しいことがあるんですが」


　そう前置いて意識を自分に向けさせてから、高城は続けた。


「旦だん那な様が予定を切り上げて帰ってくるそうです」


　一いつ瞬しゆん、しんとなった中、最も早く感想を口にしたのは達郎だった。


「気まぐれか？」


「そっちは楽しいか、と聞かれましたので、皆みなさんで仲良く面おも白しろおかしく賑にぎやかに暮らしています、と答えたんです。おそらく寂さびしくなったんでしょう」


　ありそうな話で、和希は言うべき言葉が浮うかんでこなかった。あるいは、仲間はずれになったようで拗すねたのかもしれない。笹本武志という人は、あんな地位にいるいい年をした紳しん士しなのに、そういった部分があるのだ。


「よかったな。ようやく実の父親に会えるぞ」


「……はぁ……」


　二人とも反応は鈍にぶかった。将吾はムスッとした顔をしているし、享は何やら複雑そうな顔をしている。実感がないのかもしれないし、戸と惑まどいや不安のほうが強いのかもしれないが、いずれにしても特に嬉うれしそうな様子ではないから、この事実を知ったら、またあの父親は拗ねてしまうことだろう。


　もっとも子供を二十年以上も放ほうっておいた男なのだから、その報むくいにしては極きわめて軽いと言えたが。


「しかし……くどいくらいの男所帯ですね。メイドを除くと」


「まったくだぜ。まぁ、綺麗どころは二人いるけどな。和希は長谷部の野や郎ろうに食われちまうし……って、そういやどうすんだ？　いくらなんでも親おや父じにバレたらヤバイだろ」


「とっくに知ってる。和希を口説くための条件は、奥様にショックを与あたえないこと、だったからな。問題はない」


　しれっと答えて、達郎はキーボードを叩たたいている。


「なんてオッサンだ……」


　達郎と将吾の会話を聞いて、享はますます難しい顔になった。実の父親に対して、いろいろと思うところがあるらしかった。


　和希は溜ため息をついてフォローにもならないことを口にした。


「お母さんのこと以外、割とどうでもいい人だったんだよ」


「それは違うぞ、和希」


「何が？」


「社長は、俺を信用しているから許しただけだ。俺以上に、和希を大切にする人間はこの世にいないからな」


「てめぇ、自分で言うな！」


　将吾が嚙かみつくが、達郎は涼すずしい顔で相変わらずパソコンを見ていた。


　どうやら一度で報告を済ませたかったらしい高城は、おもむろに和希の近くまでやって来て、手にしていた紙袋を枕まくら元もとに置いた。


「何？」


「私からの差し入れです」


　なんだろうと思いながら中身を出した和希は、予想もしなかったものの登場に怪け訝げんそうな顔をした。


「……これって……」


　どう見ても携けい帯たい用の酸素吸入器だ。缶かんの吹きき出し口に漏ろう斗と状に広がっているプラスチックをつけて酸素を吸入するもので、スポーツや登山のときに使ったりするものだった。


「喘あえぎすぎて、酸欠状態になったと聞きましたので」


「なっ……」


　にっこりと笑う高城に和希は言葉を失った。赤くなっていいのか青くなっていいのかわからなくなる。


　すっかり用事が済んだらしい高城が部屋を出て行ってからも、微び妙みような空気は室内に残った。


　そんな中、ぱたんとノートパソコンを閉じて、達郎は和希の元へとやって来た。そうして酸素の缶を手にとって言った。


「安心だな。和希」


　もしかしたら将吾の言い分は正しいんじゃないかと、そう思った。
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